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　リーンベル……それが私の名前。

　見知った者は『ベル』と呼ぶ事が多いが、由来も何も知る事は無くそして自分の名前だというのに興味も無かった。

　戦災孤児であった私にとって必要だったのは単純に生きる為ための力だけであって、名前など自分を表す記号でしかなかったのだから。

　冒険者という職業だって選んだ生き方、と言うよりもそれしか選ぶ事が出来なかったと言う方が正しい。

　身寄りも無く、金もコネも無い、そんな私が出来る職業なんて限られていたから……。

　これで何もなければ奴隷として落とされていたか、路地裏で野垂れ死んでいたのかもしれないけど、幸か不幸か私には『聖魔法』を使う能力が備わっていた。

　一般的に回復、治療に特化する魔法なのだけど私にその手の才は無く、剣に魔力を込め邪霊など普通の方法では退治出来ない者たちを滅する『破邪』の力に特化していて、一度王国の依頼で死霊王リツチを退治した事で『聖剣士』の称号を得た事もある。

　しかし、自分が冒険者だというのに私は冒険者に憧れて目指している連中には常々『やめておいた方が良い』と忠告している。

　稼ぎが安定しないのは無論だが、絶対的に命の危険が高いし保障も一切無い。

　しかも下手に称号を得たら得たで恩恵があるかと思えば、そこそこの報酬以外にはトラブルばかりが寄ってくる。

　目立った事で、やっかみや嫉妬を一方的に受け、更には名を上げる為とかで突然勝負を仕掛けられる事すらある。

　しかも正面から堂々と挑んでくるならまだしも、不意打ちで襲われる事だってしょっちゅうだし、仲間と思っていたヤツ、信頼していたヤツに騙だまされる事など両の手で足りないほどあった。

　その度に、私は剣を振るった。

　魔物だろうが人間だろうが、敵対する者はすべて血の海へと沈めてきたのだ……生き延びる為に……。




　そんな血まみれな日々に嫌気がさしていた頃、私はある日不本意にも二人ほど弟子を得てしまった。

　それは不思議な若い男女で、たまたま魔獣に襲われているところを助けた事が切っ掛けになって、弟子入りを志願されたのだった。

　勿もち論ろん最初のうちは拒絶した。

　しかし二人とも相当にしつこく……最終的には押し切られてしまったのだ。

　顔見知りの冒険者など『珍しい事もあったものだ』と私が弟子を取った事に驚いていたが、私だってそう思う。

　なんというか……その二人は放っておけなかったのだ。

　騙し騙され、殺し合いすら日常であるこの世界で二人は心の底から甘ちゃんだった。

　金銭交渉や会話でも相手を疑う事をせず鵜う吞のみにする……そんな姿に我慢できず、私は成り行きで冒険者の先輩として、戦い方と冒険者としての生き方を叩たたきこむ事になってしまっていた。

　そして２年もすると……二人ともそれなりに成長を見せて、もう立派な『戦士』と『魔導士』になっていた。

　その頃になると、私にとっても二人は掛け替えのない存在になっていた。

　冒険者として次第に疑う事も策略や謀略も覚えて初めの頃よりもスレたようにも思えたけど、互いが互いを守ろうとする姿勢だけは、最初から一度も変わらなかった。

　それは……ヤツが、『ユメジ』が勇者として洗礼を受けた後でも、一かけらも。

　世の何もかもを信用せず血まみれの人生を剣のみで生きてきた私にとって、そんな甘ちゃんな弟子……いや弟と妹は生を享うけた時から忘れていた心を思い出させてくれた。




　だから……魔族の大侵攻で確実に村が滅びると判断したあの時、二人を逃がす事が出来た時……私は心の底から人生で一番満足していたのだ。

　一緒に残って戦おうとするアイツを殴って言った言葉……アレは私の中でも最高傑作の遺言だったな。




『間違うな!!　貴様が守るべきはこの町でも私らでも、この世界でもない!!　たった一人の大事な女だけだろうが!!　勇者の務めなんぞ、そのついでで良い!!』




「ははは！　あれは良い啖たん呵かだったなぁ」

「本当だぜ流石さすが聖剣士、言う事がちがうねぇ～」

「聖剣士としては失格も良いところだろうが。世界よりも自分の女を優先しろって言ってんだぞ？　結局私は聖剣士なんて御ご大たい層そうなもんじゃなかったって事」

「ちげぇねぇ！　こんなとこに残る大馬鹿様だからな～」

「そういう事……」

　不思議なモノで、あれ程警戒し同業とは言え信用などしていなかったというのに……私を含めて戦場に残った冒険者や村の自警団の連中たちと、私は最後まで笑っていた。

　自分たちはこれから死ぬというのに。

　仲間の為、家族の為、恋人の為、見知らぬ誰かの為……迫りくる魔獣の群れの歩みを一分一秒でも遅らせる為に壁になり、死ななければならないというのに……全員が高笑いしながら武器を手に戦っていた。

「ベル！　今度目いっぱい飲みかわそうぜ！　皆でな!!」

「ハハハ!!　それじゃあうちも大盤振る舞いで奢おごってやるよ！　つぶれるまで飲ませてやろうじゃないか!!」

　魔獣の群れに刺され、嚙かまれ、切られ……流血に塗まみれて倒れていく同業者や酒場のマスター、自警団の親父おやじたち……皆最後まで笑っていて、その連中と同じである事が、一緒である事が心の底から……嬉うれしかった。

「じゃあ準備して待ってな!!　私もすぐに行くからさぁ!!」




　　　　＊




　……気が付いた時、私は光の中にいた。

　左手は……動く……というよりもある……。

　確かに『魔王』と名乗った男に吹っ飛ばされたと思ったのに……。

　数えるのも億おつ劫くうになるほど体に負っていた傷についてもそうだ。

　明らかに助からないほど全身に負っていた傷口は……今の私には一つも付いていない。

　最後まで握っていた半分から折れたロングソードすらない。

　……そんな光の中に自分が浮かんでいるのを感じて、私は理解した。

「ああ……死んだんだな」

「はい……それは見事な最期でした。聖剣士リーンベル」

「……誰？」

　その声は突然、気配もなく聞こえた。

　でも……その声に邪悪さは無く、唐突に間合いに入られたというのに、私は警戒する事もなく自然と聞き返していた。

「私は女神アイシア……この世界の理ことわりを司つかさどる者。そして無責任にも他世界から呼んだ二人の少年少女に世界の明暗を託す……恥知らずです」

「!?　貴女あなたが女神様？　貴女がユメジとアマネを異世界から引き込んだ張本人っていう……そ、そうだ！　あの子たちは[image: ]」

　私は慌てて辺りを見回すと、突然目の前に光が集まり始めて白い法ほう衣えを纏まとった銀髪の美しい女性が現れた。

　その表情は神々しく憂いを帯びていて、彼女が女神である事は真実なのだと自然に思ってしまう。

「ご安心を……彼らは貴女方勇敢な者たちの奮戦のお陰で一人の死者も出さずに村から退避する事に成功しました」

「そ、そうか……それは何より……」

　私は心の底からホッとした。

　それだけが心残りではあったから……これで肝心の二人が助からなかったら、それこそ死に損になってしまう。

「この度は……私の勝手な目もく論ろ見みに貴女を巻き込んでしまいました……。本当に……申し訳ありません……」

　ホッとしていると、女神様はより一層申し訳なさそうに頭を下げて話し出して、私は心の底から慌てた。

　女神、それも世界の理を司る最高神アイシアが一介の冒険者でしかない私に頭を下げる……恐れ多いにも程があるだろう!?

「ちょちょ、待ってくださいよ女神様!?　神様が人間に、それも私みたいな敬けい虔けんでもない輩やからに頭を下げるものじゃないでしょ!?」

　慌てて言い募る私だったが、女神はより一層深く頭を下げて……このままでは土下座まで行きそうになったので私は慌てて止めに入った。

「いいえ！　私のような者が神である事がそもそもの間違いだったのです!!　せめて、せめて謝罪を……罪深い、許しがたい私を罵倒していただければ!!」

「だから止やめなさいって！　何に対してそんなに罪悪感満載なのか知らないけど!?」

　それからひと悶もん着ちやくがあった。

　世界の理を司る女神、彼女は私が生きてきた世界において絶対神と言うべき存在で、一番多くの信仰を集めているのだが……実際目にした人物は、仕事に追われて苦労を背負いこんでいる、普通の女子にしか見えなかった。

　神と言えば無慈悲で傲慢、人の生など塵じん芥かいの如ごとく扱える存在……そんな風に思っていたのに。

　聞けば女神アイシアはそもそも『世界の調停役』であり、本来なら世界に干渉するような事はしてはいけない立場なんだそう。

　しかし現在、魔族の中に『世界の調和』を乱す因子『魔王』が誕生してしまった事で女神が介入せざるを得なくなったらしい。

　だが神による世界への干渉は『魔王』に対抗する措置だとしても最小に抑えなくてはいけない。そうでないと神が干渉した事でどれ程の『揺り返し』が起こるか分かったモノではないのだとか……。

「とある世界は神が積極的に介入したせいで、大陸がすべて沈んだ事もあるのですよ……」

「……その最低限の措置が、あの子たちだったって事か」

　異世界から何の特典もなく召喚され、勝手に勇者認定された彼らの事情について、色々と文句でも言ってやろうかと思ってはいたが、いざ本人に事情を聞くと……あまり罵るのは気が引ける。

　これで偉そうに『勇者の使命』とか言い出したら違ったんだけどな～。

　この女神……罪悪感が強すぎて、あの子たちと邂かい逅こうした時に引くくらい土下座しそうで少し心配になってくる。

　謝罪するのはいいけど、もう少し威厳を持っての謝罪をして下さいな……。

　でないと神様とはとても思えない。

　そんな失礼千万な事を考える私に、女神アイシア様はある事を提案して来た。

「次の人生への希望？　そんな事を聞いてくれるんですか？」

「はい、本来は無い事です。本人の人生を振り返り、成し遂げたカルマを換算して次の生へそのまま転じるのが普通です。ですが貴女……いえ貴女方は勇者であるユメジを助けて下さいました。各々の思惑は別にしてもそれは世界を救う為ために命を懸けたという事、つまりは英雄の所業です。せめて……そのくらいは報いねば……申し訳が……」

「あ～責める気は無いから泣かないで！」

　死後に私が女神様と対面した本題、それは『転生先の希望』を聞く事だった。

　呆あつ気けにとられる私に説明をしてくれる女神様だが、後半になるとまたもや泣きそうになり始めるのだ。

　実に……やりづらい……。

「貴女方って事は他の連中も？」

「勿論です。実は彼らはすでに希望した転生先に旅立っております」

　私は共に戦い、そして死んで行った『仲間バカたち』の雄々しい最後の姿を思い出し、自分が一番最後にここへ来たという事に気が付く。

　ようするに、私が一番最後に死んだという事なのだろう。

「……ちなみに、奴やつらの希望先を聞いても？」

「そうですね……バルザックさんは次の人生でお花屋さんを営む少女をご希望でしたし、グスターボさんは小国の可か憐れんなお姫様をご希望でしたね」

　いつの間にか取り出した帳簿を読み上げる女神の言葉に、私は思わずズッコケてしまいそうになる。

　バルザックって筋骨隆々の巨大で重厚な盾と鎧よろいで常に前線に立っていたパーティーの壁役だったオッサンだし、グスターボは常に不気味な笑いをしていて気が付いた時には敵の背後から喉を搔かき切るアサシンのような男だったのに……まさかそんな願望が!?

　でも……少し分からなくも無いか。

　可愛かわいらしい者になりたい願望はさておき、私は自分の手に最後まで握っていたはずのロングソードが無い事に……それが彼らも願った同じ答えなのだと思う。

「もう、血に塗れた戦いの日々は…………嫌だな～」

　結局それが私の本音だった。

　生き残る為、殺されない為、そうするしか道は無かったからこそ武器を手に戦い続けるしかなかった私の人生。

　間違っていたとは今更言わない……こんな私の人生が無ければ最後に、ユメジとアマネの師に、姉になる事は無かったのだから。

　でも、もしも叶かなうのならば…………思い出されるのは初めてアイツらに会った時の事。

　互いにとっくに好き合っているクセに気恥ずかしいのか素直になれないだけなのか、中々幼おさな馴な染じみの枠を超えられないじれったい二人。

　あの二人の結末が見られなかったのは心残りと言えば心残り……今回の件で変な風に歪ゆがまなければ良いとは思う。

　だけど、どう考えても結論は純白のウェディングドレスを着たアマネをユメジがお姫様抱っこしているシーンしか想像できない。

　そんな、仲間たちが祝福する輪の中に自分がいられたら……。

　この手に剣など持たず、平和な世界で姉のようにアイツらをからかえる日常……そんな夢物語があったとするなら……。

　と、そこまで考えたところで女神アイシアが出会ってから初めて満面の笑みでニッコリと笑った。

「承りました。貴女の次の人生への希望……わたくし、女神アイシアの名において必ず叶えて御覧に入れます」

「……え？」

「そのご希望、本来の転生では少々例外ではありますが……貴女がリーンベルとして成し遂げた事はこの世界において、総勢51名の英雄たちの中でもトップです。〝向こうの神〟とも〝時空の神〟ともキッチリ掛け合いますから」

　そこまで言われて私はハッとした。

　何も言っていないのに、考えが……私の願望が女神には伝わっている。

「思考を……私の心を読んだ？」

　私が言うと女神はまた申し訳なさそうな顔になる。

　……初対面の時ほどではないけど。

「すみません。こういう場合はそうしないと真なる願望を皆さん遠慮なさいますから……」

　納得……あの厳いかめしい男らしさを売りにしていたバルザックやらグスターボが〝可愛くなりたい〟という願望、本音を自分から口にしたとは思えないものな……。

　そういう事なら……私も同じだし……あまりバカには出来ない。

「分かりましたよ……間違いなく、それが私の望む次の人生だ……」

　心の底から、そう言った瞬間に自分の体が光りだして……更に徐々に粒子となって消えていくのが分かる。

　ああ…………そうか……もう私は終わるんだな。

　大人の体が徐々に小さく……そして幼い姿に戻っていって……血に塗まみれたリーンベルの人生が、記憶が巻き戻っていく……。

　そして最後の記憶に……赤ん坊の私を理不尽な戦争の刃やいばから守る為に殺される……父と母のシーンが……。

　初めて見る両親の姿……戦災孤児であり愛されて生まれたかも分からなかった私の人生。

　でも……私も愛され、そして守られて生き延びていた。

　最後にそれが知れた……死に様まで両親と同じだった事にも……誇りを感じる。

「では聖剣士…………今度こそ…………」

　女神の最後の言葉は慈愛と、最後まで申し訳なさを帯びていた。

　そして私は……リーンベルという剣士は……。




　　　　＊




　今日ねーお友達と公園に遊びに行ったの。

　そしたらね～ベビーカーを押した二人のお母さんたちが来たんだ。

　わたし、ちょっと気になって聞いてみたら、二人のお母さんたちが教えてくれたんだ～。

「ねーねー、お名前なんていうの？」

「この子がね～ユメジ君っていうのよ」

「この子がアマネちゃん。よろしくね～」

　ベビーカーでスヤスヤ眠っている子がユメジ君。

　元気に手を伸ばしている子がアマネちゃん。

　その二人の赤ちゃんに私は元気よくご挨拶したんだ。




「ひさしぶりだね!!」
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　最初、俺は夢を見ていると思った。

　何の夢と聞かれると言いづらいんだが、俺が最近見た中で一番良かった夢であり、そして最近は見る事が出来なくなっていた夢だ。

　その夢は天あま音ねと疎遠を解消する切っ掛けにはなったけど、毎日お互いが同じ夢を見ている今の状況で、あの夢を見られるほど……さすがに図太くはなれない。

　だから……白状すると天音と一緒に夢を見ていない時に、コッソリと見ようかな～とか企たくらんではいた。

　いや……罪悪感は無論あるんだよ……。

　でも……また見たいって衝動を抑えられない自分も確かに存在していて…………って感じに正直悶もん々もんとしていたのは否めない。

　昨夜は久しぶりに『夢の本』の恩恵と関係なしに眠りに落ちた事で、普通に自分でも希望していた『あの夢』を見ているのだと思ったのだ。

　だから……俺は一緒の布団であどけない寝顔で俺に腕枕されている天音の姿に、ああ癒いやされるなぁ～としか思えなかった。

　寝ぼけた頭でも分かる、どんな抱き枕であっても敵かなわない程よい体温と柔らかさ、間近で見つめる事が出来る彼女の寝顔に……何もかもがどうでも良くなる。

　……しかしずっと腕枕していたせいか、少々腕が痺しびれて来たような。

　まるで現実のようにビリビリと………………現実？

「……え？」

「うにゅ？」

　俺の声に反応したのか、天音も目を覚まし薄く目を開け……そして超至近距離で交差する互いの視線。

「……………」

「……………」

「えへへ……」

「え？　あ、あれ??」

　そして……ニッコリと笑って俺に抱き着いて来る天音。

　それはあの夢と酷似した無条件に甘えて来る最高に癒される笑顔と仕草で……あれ～？　やっぱりこれって夢なのかな～と思ってしまう。

　腕の中にいる天音に物もの凄すごくリアリティーがあるのに、現実感が無くなる……。

　じゃあ良いのかな？　このままで……。

「…………え？　ええ!?　あれ!?」

　しかし悪魔の誘惑……というか己の願望、欲望に敗北しそうになった瞬間、我に返ったとばかりに声を上げた天音が俺から慌てて離れた。

　そして露あらわになる布団に隠れていた天音の全身……。

　無造作に着たブラウスの胸元がはだけて、スラリとしたおみ足が丸見え……デンジャラスなゾーンがチラリと見えるという事は……。

「あ、天音!?　下、下!!」

「え、ええ!?　ええええ!?　何、コレ!?」

　俺の指摘にようやく自分の格好に気が付いたのか、天音は慌てて布団を引ひっ摑つかみ下半身どころか頭から被かぶって全身を隠した。

　……こんな状況だというのにちょっとガッカリしてしまう自分に自己嫌悪するが。

　それからしばらくの間、この世の終わりかと思える程の沈黙の時間が訪れる……。

「……………………」

「……………………ねえ、夢ゆめ次じ君……正直に言ってもらって……いいかな？」

「……は……はい……」

「私に…………何したの？」

　その一瞬で胃い潰かい瘍ようにでもなったのではと思えるほどの胃痛がキリキリと発生する……それほどまでに有無を言わさない圧力が目の前の布団からは感じられた。

　虚言は許さない……暗にそう警告されているように……。

　古いにしえよりこういう場合は男性側が悪い事になるのは決まっているらしいけど……天音の中では寝ている自分に俺がナニかしたという事になっているんだろうが……。

「ちょ、ちょっと待て……逆に聞きたい……天音はどこまで覚えてる？」

「…………夢魔から助けて貰もらってから、お礼を言おうと思ってここに来たところまで……かな？　そこから記憶が途切れて……」

　……という事は俺と余り大差がない事になる。

　あの後、助かって安心したのか、それとも疲労のせいか天音がそのまま寝落ちしてしまったような気はするが……。

　……あ、あれ？　そこから俺はどうしたんだ??

　断言できるのは、その時の天音はちゃんと服を着ていたし、何よりもスカートを穿はいていた。ついでに俺はキッチリ上着も着ていたし……。

　熟考すればするほど……自分が最後に何をしていたのか、全く記憶が無い。

　先に寝ていた女性が半裸状態で、後に寝たはずの男がこの部屋には一人だけいた……犯人、容疑者と言えるのはたった一人しかいないじゃないか!!

　俺は自分の血液のすべてが下に落ちる感覚に襲われる……まさか………まさか俺ってヤツは……寝ている天音に??

　自分で自分が信じられなくなる……大体にして俺は夢の中で散々やらかしていた前科もあるのだから……。

「え……いや……まさか……」

　狼狽うろたえ青くなる俺を、天音は布団にくるまったまま睨にらんでいる。

　顔を真っ赤に染め上げて……。

「そりゃ……命を助けて貰ったワケだから、お礼はしたいと思ってたけどさ……」

「…………う、うん」

「寝てる時とか………………」

「ウグ!?」

　罪悪感、そんな銘の入った巨大な刃が俺の胃の腑ふを貫いた。

　記憶は無いけど俺はとんでもない事をしてしまったというのか!?

　だとしたら俺はどうすれば良いのだ!?　天音にどう償えば良いのだ!?

　欲望の赴くままに幼おさな馴な染じみをクイモノにしてしまったというなら……切腹か!?　切腹しか無いのか!?

　だが……俺が混乱の極みでよろけると、ぶつかった机から一枚のメモ紙が落ちた。

「？　何だこれ……」

　俺はそのメモを一いち瞥べつしてから、無言で布団にくるまったままの天音にもそのメモ紙を渡した。

　そのメモには今の状況を予想し、その結果を楽しみに笑っている何者かの思惑が透けて見え、天音も俺と同様にビシリと額に青筋を浮かべる。




　夢次君の上着と天音ちゃんのスカートは頂いた！




　代金として賑にぎやかな朝を提供しよう。





怪盗剣士　美しき鈴の音






　そう言えば思い出した。

　確かに昨日俺に電話をして来た何者かが『これから向かう』と言っていたし、実際に夢の中にも助けに来てくれていた。

　つまり……俺たちが寝落ちした後にこの部屋には第三者が存在したワケで……。

「「なんじゃコレは[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」」

　幼馴染同士の怒りの咆ほう哮こうが日曜早朝から響き渡った。

　しかし、それが第二の罠わなであった事に気が付いた時はすでに遅かった。

　ドンドンドン！

　突如ドアから激しいノックが響いて俺たちはビクリと飛び上がった。




「ちょっとお兄ちゃん！　何日曜の朝っぱらから大声出してんのよ!!」

　俺たちは怒りに任せて隣の部屋が今年中学３年生になる妹の部屋である事を完全に失念していた……防音設備なんてあるはずも無いのだから聞こえて当然なのに。

『どどどどうしよう!?　マズいよねこの状況って、見られたら……』

『ヤ、ヤバイなんてもんじゃないだろ!!』

　ただ俺たちが二人で部屋にいただけならまだ問題は少ないだろう。

　早朝とは言えすでに明るい時間帯、たまに一緒に遊ぼう的なノリで〝今来ました〟って顔をしていれば……。

　しかし何者かの悪戯いたずらで俺は上半身裸に天音はブラウスだけの下着姿……早朝に二人でこんな格好、誰がどう見たって言い訳が出来ない衝撃的シーンだろう。

　少しでも時間があれば、最悪俺のズボンを貸すとか、方法も無い事も無いけど……。

「ちょっと!?　聞いてるのお兄ちゃん!!」

　ガチャ……

『『！！！？？？』』

　無情にもドアノブが回される音が……ちなみに俺の部屋に鍵など付いていない!!

　万事休す！　あと数秒で妹が部屋に入ってくる!!

『南無三!!』

『え！　うえ!?』

　俺は覚悟を決めてベッドへとダイブした。







「何……まだ寝てたの？　だったらさっきの大声は何だったのよ……」

「……あ、ああ……何かひどい夢を見たみたいでな」

　俺の言葉に妹、天あま地ち夢ゆめ香かはあからさまに呆あきれた顔になってトレードマークの短めのツインテールを揺らす。

「夢ぇ～？　何よ怖い夢でも見たって？　幾つなんだか、まったく……」

「ほっといてくれ……幾つになっても怖い夢は見るんだよ」

　実際昨日見ていた夢は冷静に考えれば相当に怖い夢だったと思うしな。

　俺がそう言って迷惑そうにさっさと出ていけ的な視線を妹に送っていると、妹は俺の事を見て、今度は怪け訝げんな顔になった。

「？　お兄ちゃん抱き枕なんか持ってたの？　やたらと布団がモッコリしてるけど」

『…………!?』

　ビクリ…………俺が布団から顔だけを出している状態で抱えている『抱き枕』が小さく震えた。

「さ、最近抱いて寝る物があった方が寝つきが良くてな。余った布団を丸めて抱き枕の代わりにしてんだよ」

「……ふ～ん」

　咄とつ嗟さのウソだったけど、我ながら今のはファインプレーだったと思う。

　ここで下手に〝最近買った〟とか言おうものなら流れで〝へ～見せて〟とか言われるだろう。そんな事になった日には逃げ場がなくなってしまう！

　この抱き枕を人に見られるワケにはいかんのだ!!

『…………』

　その辺は抱き枕……になってしまっている天音も理解していてなるべく身動きしないように息を潜めている。

　……布団の中の体温が色々とエライ事になっているけど。

　ちなみに俺たちの体勢は天音が下でどっちもうつ伏せ、ただし上下逆の互い違い……慌てて布団に潜った結果、こんな珍妙な事になっていた。

「……ま～いっか。ところでお兄ちゃん、聞きたい事があるんだけど」

「なんだよ？」

　俺の説明に抱き枕には興味を失ったようで妹は話題を切り替えてきた。

　……早く出てって欲しいんだけど。

「お隣の、天音さんとお兄ちゃんが昔は仲良しだったって、本当なの？」

「え？」

　ビクリ……抱き枕が再び動揺する。

　落ち着け！　別に話題が出たからってバレたワケじゃないんだから!!

「お母さんが言ってたけど昔はいっつも一緒に遊んでたって……今を考えると信じらんないけどさ」

「ん、ん[image: ～][image: ～]まあな」

　それは仕方が無い事、親は俺たちの昔を知っているけど３歳違いの妹が物心付く頃には俺と天音は疎遠になっていたから、俺たちが遊んでいた時代を知らない。

　夢香にとっての天音はお隣さんというよりは近所だけど成績優秀、スポーツ万能のスタイル良しな非の打ちどころのないハイグレードなお嬢様という印象らしいのだ。

　……これで今まで俺と天音が疎遠じゃ無かったなら、大分違ったんだけど。

「何か今のお兄ちゃんと天音さんを見ていると全然信じられないけど……まあ小さい時の事だものね。男女が一緒に遊ばなくなっていくのは自然か……知ってる？　天音さん、彼氏いるって噂うわさ……」

　噂って……あのチャラ男のアレの事か？

　あの男……中学にまで噂を広げてやがったのか……何という無駄な情報拡散能力、まるでウィルスのようだな。

　しかし俺はそれが悪質なウソである事を本人から聞いて知っているから特に思うところはないが…………ムカツクけど。

　ただ夢香にしてみると、俺が無反応なのが意外だったようだ。

「気にならないの？　天音さんに彼氏がいるって聞いて」

「別に……確証のない噂だろ？」

　俺がそう切り捨てると、それをどう受け取ったのか妹は手を腰にやり溜ため息いきを吐ついた。

「情けないわね……願望を口にするだけじゃ何も始まらないわよ。そんなんだから彼女の一人も出来ないのよお兄ちゃんは……」

「……うるせぇな」

　どうやら信じたくないから願望を言っていると判断されたみたいだな。

　正直『夢の本』の一件が無かったらそうなっていたかもしれないけど……。

「折せつ角かくうちの中学でもハイグレードなお姉さまとして評判の天音さんが幼馴染っていう特典を持っているのに、全く生かす事が出来ないとか……そんなんだから疎遠になったっきりお近づきになる事も出来ないんじゃない……」

「…………」

　すまない妹……心配してくれているのかもしれないが……お近づきどころか、今その本人が抱き枕なんだけど……。

「知ってるのよ私。こないだの町内のイベントでさ、お兄ちゃん、手伝いに来ていた天音さんばっかり見てたの」

「ブフォ!?」

『!?』

　俺が三度動揺する抱き枕を抱えつつ噴き出すと妹がシラ～っとした顔で言い出す。

「……あの日薄着で短パンだった天音さんの足ばっかり見てたでしょ？　普通の男子ならおっぱいやお尻に目が行きそうなもんなのに……脚フェチめ」

「ななななななな!?」

『…………』

　何故なぜその事実を!?

　その事は友人はおろか誰にも語っておらず、墓場まで持っていくつもりだったのに!?

　俺は我が妹の眼力に度肝を抜かれた。

「いくら天音さんのおみ足が魅力的でも、眺めるだけじゃいつまでも触れる事も出来ないんだからね……このヘタレめ」

「…………」

　そう言いつつ妹は静かに扉を閉めて出て行った。

　さっきから触れるどころか俺の腕に抱えてしまっている、件くだんのおみ足がある事を知らずに……。

「…………」

「…………ねえ」

　そして妹がいなくなってもしばらく動けずにいると……布団の中から声が聞こえた。




「……君って脚フェチだったの？」

　……拝啓妹様……このヘタレの兄に教えて下さい。

　これはどう答えるのが正解なんですか!?







[image: ２章　大捜索、昨夜の真実の夢]




　何はともあれ今の時間俺の部屋に半裸の天あま音ねがいるという状況はヒジョーにマズイのは変わらず、妹の襲来をやり過ごした俺たちがするべき行動は一つ……我が家からの脱出である。

　天音が来た時同様に窓から屋根伝いで戻るのが一番手っ取り早いのだが、生あい憎にく現在はすっかり日が昇った朝。

　そんな行動をするうら若き女子高生が目立たないワケも無いからな。

　というワケで、俺は取りあえず自分の衣装を天音に着てもらって〝早朝遊びに誘いに来た友人と出掛ける〟という体で玄関から脱出するという一番単純な方法をとる事にしたのだが……。

「う～ん……どうかな？　男友達～って感じに見えるかな？」

「…………」

「やっぱり髪を隠さないとだし……帽子でまとめて隠して……伊達だて眼鏡も必要か…………どうかな夢ゆめ次じ君？」

「…………イイ」

「え？」

「あ!?　ああイヤ何でもない何でもない!!」

　天音の不審そうな声に俺はハッとする。

　あ、あかん……今完全に魂を持って行かれていた。

　当然だが体格的に俺の衣類はすべて天音にとっては大きく、ジャンパーはダブダブだしジーンズもブカブカ……ベルトを最大に締めても裾を引きずってしまう。

　そして帽子と眼鏡で男装したつもりになっている天音はハッキリ言ってヤバイくらいにカワイイのだ。

　さすが我が幼おさな馴な染じみ……男物の衣装ですら可愛かわいく着こなしてしまうのだから恐ろしい。

　しかしまあ……俺が感じている感動は、今現在弊害にしかならない。

「どう考えても男には見えんな……」

「え？　そうかな……」

　ちょっと不満そうに鏡の前でクルクル回って自分を見る天音……止やめて！　マジで写真に撮りたい衝動に負けそうになる行動は。

　とはいえこれ以上どうしようもないのは事実……。

[image: ]




「最悪見つかったら何としても〝ちょっと女の子に見える男友達〟として押し通すしかないか……それに、そもそも家から外に出るまでに誰にも見つからなければ良い話だからな」

「そんなにダメ？　男子に見えないかな？」

　ちょっと不満そうにする天音ではあるが、むしろそんな仕草すら可愛らしくハッキリと〝見えない〟としか言えない。

　昨今は『男の娘こ』なる文化もあるけど、どう頑張ったところで我が幼馴染は女子にしか見えんのさ。

　無論俺が天音である事を知っている事もあるのだろうけど、ぶっちゃけ現在は帽子で隠すために髪を上げてうなじが丸見えの状態で……それだけで俺の男性の部分は〝異性である〟と警告するのだ。

　幸いさっき部屋を出て行った妹ゆめかはそのまま隣の自室に戻った音が聞こえたし、親父おやじは今日は趣味のボーリングの大会に早朝から出掛けて行った。

　つまり外に出る為ために警戒すべきは一階の居間で日曜のワイドショーを見てくつろぐ母ちゃんただ一人…………そこさえ突破できれば。

　俺は天音と無言で頷うなずきあうと、そろそろと音を立てないようにドアを開いて一階へと降りて行く。

　玄関までの間には居間があって、幸いにも母ちゃんはこっちに背を向けてテレビに向かって座っていて、膝の上にいる我が家の愛犬チョコを撫なでつつまったりしている。

「最近の芸能人って離婚しないといけない法律でもあるのかしらね～」

　独り言みたいにチョコに話しかける母の言葉……俺は何言ってんだとしか思わなかったのだが、天音がしきりにウンウンと頷く。

　何を同調してるんだか……天音の反応に少々呆あきれつつも俺たちは何とか玄関先に到達、そしてなるべく音を立てないように天音に俺の予備の靴を履かせる。

　……ここまでは問題が無かった。

　相変わらず妹は部屋から降りてこないし、母ちゃんが気が付いた様子もない……このまま家から出られればミッションコンプリート、そう思った矢先だった。

　チャッチャ……チャチャチャチャ…………。

　伏兵が床を爪でチャッチャチャッチャと鳴らしながら近寄って来たのだ。

　うちの中で誰よりも音と匂いに敏感である人ならざる存在……愛犬チョコが……。

『あ、チョコちゃん！』

「ハ、ハ、ハ、ハ……」

　そんな我が家の愛犬は天音の足元に近づいてフンフンと鼻を鳴らすと、顔を見上げて尻尾をフリフリ……全身で喜びを表してじゃれ付いて来た。

　数年前、俺と天音が疎遠になってから天音はうちに来る事が無くなった。

　しかしそれは同時に家犬であるチョコと会う機会も無くなったという事で……以前疎遠になる前、家うちの愛犬と大の仲良しだった天音にとってこの再会は実に数年ぶりの事で……。

〝ワーイ天音ちゃんだ天音ちゃんが来てくれた！　抱っこして抱っこして～!!〟

　そんな風に言っているようにしか見えないくらいにじゃれ付いて来るチョコ。

　数年ぶりの再会に喜ぶチョコがキラキラした目でおねだりするのに抗あらがえるはずもなく、天音は思わず手を伸ばしてしまう。

『あ、あああチョコちゃん……お久しぶり～』

　小声でそう言って抱きしめると再会を喜ぶように天音の顔をペロペロし出す……一瞬そんな光景に微笑ほほえましくなりそうになったが、状況がそれを許してくれない。

　コイツがここにいるという事は……。

「あれ夢次？　どっか行くの？」

「「[image: ]」」

　見つかった!?　ビクリと体を震わせてゆっくりと振り返ると、居間から母ちゃんが顔だけを覗のぞかせてこっちを見ていた。

「ん？　あれお友達？　こんな日曜の朝から……」

　しかしその位置からでは天音の背後しか見えないらしく、まだ女子と判別されていないようだ。

　近寄られたら絶対にアウトだろうけど……俺は流れる冷や汗を拭いつつ、当初の予定通りに男友達で押し通す事にする。

「ああ、イベントでちょっと並ぶ必要があるからさ……コイツが迎えに来てくれたんだよ」

「ふーん、休みの日に朝から……あら？」

　そして母ちゃんの視線が何かに気が付いたように未いまだに天音の顔をペロペロしているチョコの方へ……。

「珍しいわね、ウチのチョコが知らない人にそんなに懐くなんて……宅配どころか親戚でさえも怯おびえて人見知りの激しい子なのにね～」

　ビクリ!!　俺たちはそんな母ちゃんの何気ない一言により一層体を震わせた。

　そう、ウチの犬は人見知りが激しく特定の人物にしか懐かない……しかしそんなのはお構いなしとばかりにチョコは無邪気に天音に〝遊んで遊んで遊んで～〟とじゃれ付く。

「チョコが懐くなんて家族以外じゃそれこそお隣の……」

「そ、それじゃあイベントに間に合わなくなるから！　行こうぜ!!」

　このままでは母ちゃんが真相に到達してしまう！　そう判断した俺は無理やりそう言って会話をぶった切って天音の手を引く。

　下ろすと〝エ～どっか行っちゃうの？〟って顔をしたチョコに後ろ髪をひかれそうになる天音だったが、俺は構わずに外へと連れ出した。

「……あ、危なかった」

「だ、大丈夫なのかな？　今おばさん気が付いてなかったのかな？」

「どうだろう……」

　外に出てから即玄関先の門柱に身を隠した俺たちだが、正直なところ安心は一切できていなかった。

　何だかヒントをバラマキまくった気しかしない……まさか愛犬のチョコが弊害になるとは思ってもみなかったからな。

　そんな事を考えていると、ちょっとだけ名残惜しそうにウチの玄関先を見つめる天音。

　彼女が何を考えているのかは分からないでもないけど、俺は軽く背中を叩たたいた。

「次は堂々と玄関から入ってきて、感動の再会をしましょうや……」

「!?　そ、そうね!!」

　そして俺たちはそのままこの後どうしようかという相談を始める。

　それというのも夢の中では命を助けられ、そして現実ではとんでもない悪戯いたずらをかましてくれた『光の剣士』の事が二人とも気になっていて……その人物を謎のお助けキャラとして放置できるほど俺たちは吞のん気きにはなれなかった。

　何しろ俺と天音を半裸状態にして一緒のベッドに寝かせてくれ……いや寝かせるなんて事が出来るという事は、完全に昨晩俺の部屋に侵入しているという事。

　無条件に安心など出来るはずもない。

　当たり前だが俺の部屋には監視カメラなんかなく、過去に起こった事を確認する術すべは常識的な方法ではない。

　しかし俺には裏技があった。

「夢次君、『夢の本』を使って昨夜の君の部屋を見れば良いじゃない！」

　俺より先にその事に気が付いた天音が嬉き々きとしてそう言った。

　数日前に喫茶店でたまたま手に入れたこの本は色々な夢を見る事が出来るという代物で、好きな夢を見られる『明めい晰せき夢む』、他人と同じ夢を見られる『共有夢』、迫る危機を教えてくれる『予知夢』など様々な夢を見せてくれ、俺も天音も色々楽しみ、そして昨夜は命すら救われたのだ。

　そんな夢の中で指定した過去の時間を夢として見られるのが『過去夢』であるのだが、この夢には色々と欠点がある。

　まず過去を見たい場所で寝る必要がある事、そしてその場所からは動けず、指定した時間から映像を戻しも送りも出来ないって事だ。

　俺も犯人を特定する事に反対は無い、というかむしろ自分の無罪を確定するためにも是非とも昨夜の真相は解明しておきたいところだ。

　……ほんの数パーセント、自分を信じ切れていないというのもあるし……だが。

「過去夢を使って昨夜の状況を確認するのに反論は無いけど……さすがに今すぐに俺んちに戻るのはな～」

「あ～……まあね……」

　天音も同意見のようで頷く。

　さすがに今さっき慌てて友達と出掛けておいて部屋に戻って寝るのは不自然すぎる。

　これは時間を置いて自然な形で俺が帰宅してからの方が良いだろうな……俺はこの時そんな風に至極無難な事を考えていた。

　しかし、我が幼おさな馴な染じみは違ったようで……俺にとってはとんでもない代案を提案して来たのだった。

「そうだ！　夢次君の部屋っていつもカーテン閉めてないよね？」

「あ？　ああ……」

「いつも丸見えでちょっと不用心だとは思うけど？　窓の鍵もいっつも開いてるし」

「うるへ～、別に見られて困るもんでもないしな」

　俺はそんな風に何でもないように装いつつ、実は内心心臓バクバクであった。

　いつもカーテンを開けている理由……それが幼馴染の部屋がいつでも見えるからというキモ過ぎる理由だと露見するんじゃないか……と。

　そんな俺の内心など気が付いた風もなく天音は言った。

「まあ今回は〝犯人にとっては〟困る物が見られるのかもね……」




　それから大体20分くらいだろうか……俺は家の前で待つ事になった。

　ただ家の前とは言ってもそこは自宅ではなくお隣の家の玄関先、つまり神かん崎ざき家の前なのだが……正直なところメチャクチャ居心地が悪い！

　数年前、それこそ疎遠状態になる前のガキの頃だったら気軽に〝あそぼ～〟って言って開けられたドアが、今はドアノブに触れる事すら不可能に思えてしまう。

　そんな事をあれこれ考えていると、自分では開ける事が出来ないと思われた扉がスッと開いて中から天音が顔を出した。

「もう良いよ夢次君、入って入って」

「お、お邪魔します……」

　そう……俺は実に５年ぶりに神崎家、すなわち天音の家に上がる事になったのだ。

　その理由は『過去夢を使って天音の部屋から俺の部屋を見る』という昨夜の犯人を見つけ出す為なのだが……。

「ほんと、久しぶりだよね～。夢次君が家に来るの」

「そ、そうだな…………」

　天音は何でもないようにそんな事を言って来るけど、き、緊張する！

　疎遠状態に陥る前の幼少期には俺も散々来ていた場所なだけに、間取りなどに大まかな変化は無く記憶ではよく知っている場所のはずなのに……一歩一歩足を踏み出すたびに軽く震えてしまう。

　そして天音自身はすでに借り物の服を着替えて女性らしい私服姿になっていた。

　自分の部屋に俺が入る提案をした天音は急きゆう遽きよ着替え＆部屋の片付けをしたらしく、その間俺は玄関先で待つ事になっていたのだが……気のせいか天音の服装、部屋着にしては少し気を使った物を着ているような？

　そんな事を考えつつ俺はとうとう神崎家２階の聖域、天音の部屋の前へと辿たどり着ついた。

　女子の、幼馴染の、天音の部屋……いつも窓から眺めるだけだった聖域に……帰って来た……俺は再びここへ……。

「どうしたの？」

「あ……ああいや、何でも……」

　不思議そうな顔をする天音に俺は思わず高速で首を振った。

　あ、あかん……無意識にガッツポーズをしそうになっていて、自分が今緊張と共に大変に舞い上がっている事に気が付いた。

「？　まあいいや……どうぞ～」

　そんな一つ間違うと犯罪者レベルの思考を繰り返している俺に気が付いた様子もなく、天音は自分の部屋へと俺を招き入れる。

「お……お邪魔……します」

　本日二度目になるお邪魔しますだが、玄関先よりも声が震えているのは気のせいではないだろうな。

　数年ぶりに入った天音の部屋は淡いピンク色を基調とした昔とあまり変わっていない風景で、無論すべてが同じなワケも無く所々に観葉植物があったり、ぬいぐるみが増えていたりと変化もあるけどイメージに違いが無いからだろうか？　何故なぜかホッとしている自分がいる。

「こういう趣味は変わってないな」

　手近にあったクマのぬいぐるみを持ってそう言うと、俺が言いたい事を察したのか天音は照れたように頰ほおを搔かく。

「はは……や～これでも大分減らしたんだけどね～。す～ぐに増えちゃうのよ」

「可愛かわいいのが好きなのは相変わらずか……ん？」

　そう思っているとよく整頓された机の上に妙にこの部屋のファンシーさからは外れた物が一つ飾られていた。

　メカメカしいそれは、とある戦隊ヒーローの合体メカの一つで〝人型〟〝戦闘機〟〝巨大合体の腕〟に変形するのだが……。

　俺は人型で飾られているそれを〝数年ぶり〟に手に取ってカチャカチャと戦闘機へと変形させる。

「まだ持ってたんだな……こんなの」

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]うん、そりゃ～ね……。何か一方的に夢次君と会わなくなっちゃったのもあったし……君から貰もらった物だったから……その……」

「そ……すか……」

　相当前のおもちゃであるのに凄すごく綺き麗れいに飾ってある事が、妙に嬉うれしく気恥ずかしい。

　そのロボットは俺たちが疎遠状態になる前、俺が何らかのアニメに感化されて組み合わせると一つになる～的な要素だけを考えて幼い天音に『友情の証あかしだ！』と言って渡した合体ロボットの一つ。

　当時の俺は渡した後で『完全に合体が出来なくなった！』と若干後悔していたもんだが、こうして当時の仲の良かった頃を思い出させてくれるのだから……分からないものだ。

「さ、さあ……それじゃあそろそろ始めましょうよ」

「お、おお……」

　何だか嬉しいような気恥ずかしいような変な感じ……天音も同じような事を思ったのかワザとらしく手を叩いて話を切り替える。

　そもそもここに来た理由はここから俺の部屋を『過去夢』で見る為ためだからな。

　数年ぶりの天音の部屋だが、変わらず人が通れるサイズの窓に外へ出られるベランダがある。

　ガキの頃はコレが羨ましくて何度もお邪魔したものだが……。

　窓にはしっかりとレースのカーテンが引かれていてベランダとその向こうにある俺の部屋の窓がぼんやりと見えている。

　……知ってはいたけど、本当に丸見えなんだな。

　俺の部屋からはカーテンに遮られて天音の部屋を見る事が出来ないのに……何とか俺の部屋からも見えるように細工できんだろうかと頭の悪い不満を抱いてしまうが、そんな事を考えていて気が付いた。

「時間帯的に天音の部屋はカーテン閉めてる時間だろ？　部屋からじゃその時間帯は俺の部屋見えないんじゃねーの？」

「あ……そう言えば過去夢って見ている最中移動も出来ないんだっけ？」

　天音はうっかりしてた、と言いたげな顔になる。

　過去夢には色々な制限がある事を今思い出したようだな。

　だがそれを解決する為の至極単純な方法がある。

「……まあそれならそれでベランダに出てから過去夢に入れば」

　そう、遮蔽物があるならそれがない場所、ベランダに出ればいい話でしかない。

　しかし俺の解決策に天音は眉を顰ひそめて見せる。

「う～ん……まだ早朝だしこの季節外で寝るのはちょっと寒いよ？」

「う……」

　確かにそれはご尤もつとも。

　当たり前の事だが『夢の本』は基本的に夢を操作するんだから、使用時は眠らなくてはいけない事が多い。

　だからこそ眠る事自体が問題になる事も多々あるワケで……この場合寒い外で寝れば普通に風邪をひくというリスクが生じてしまう。

「色々と使い勝手が悪いな……この本」

「その本に文句言ってもしょうがないじゃない？　その辺は使用者が寝床を工夫して行くしかないワケで…………こんな感じに」

「あん？」

　寝床を工夫？　天音の言葉の意味をいまいち飲み込めなかったのだが、彼女がカーテンの内側に自分と俺を包み込む……まるでかくれんぼでカーテンに潜むように。

「あ、なるほど……ここなら室内にいながら過去夢で外を、俺の部屋を見られるってワケだ」

「昔はかくれんぼでよくここに隠れてたから……暖かいから眠くなっちゃうし、す～ぐに見つかっちゃう場所だったけどね～」

　そう言えばここに隠れていた天音を見つけた時にスヤスヤと眠っていた事があったのを思い出すとホッコリした気持ちになる。

　現在はまるで同じ毛布にでもくるまっているみたいでドキドキが半端ないんだが……一緒に座り込むとより体の密着具合が増すし……。

　思えばここ最近、俺たちの距離が唐突に近くなりすぎているんだよな～。

　急激に疎遠前の幼少期の距離感にこの年になってから戻ると、嬉しい反面対応に困ってしまうんだよな。

「そうそう、確かあの時もこの場所に……!?」

　だがそんな感情を誤ご魔ま化かそうとした俺が不意に床に手をついた時……何か柔らかい布状の物に触れてしまう。

　チラッと視線を向けると、その手に握っていたのは……!?

　ば、バカな!?　なぜこんなお宝がカーテンの裏からドロップされるというのだ!?

「？　どうかしたの」

「へ!?　い、いや何でも……」

「……？　まあ良いか。それで私たちが昨日揃そろって眠っちゃった時間帯って何時くらいだったのかな？」

　しかし俺のそんな動揺を知る事も無く、天音は隣で昨夜事が起こったであろう時間帯を大まかに口にする。

「私は帰宅後になんとな～く寝ちゃったから……多分日付が変わるよりは前だと思うんだよね～……となると取りあえず22時くらいから行ってみようか！」

「りょ、了解しました……」

　俺は『夢の本』の『過去夢』のページを開いてから、載っている魔法陣に手を置いて頭の中で見たい『過去の時間』を思い浮かべて目をつぶった。
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　気が付くといる場所は変わらず天音の部屋だが周囲の風景がセピア色に変化していて、まるで映画やドラマの回想シーンのようになっている。

　過去夢を見る時はいつもこんな感じなので、俺は無事成功したと判断したのだが……。

「……あれ？」

　成功したはずなのに狙いとは違う事が一つ……目の前には窓越しに俺の部屋の窓がしっかり見えているのは良いとして、周囲が明るいのだ。

　指定した時間帯は昨夜の22時頃、間違いなくとっくに日が落ちている時間帯だというのに。

「あ、あれ？　おかしいな……今までだったら時間帯を頭に思い浮かべるだけで狙い通りの時間帯を見る事が出来ていたのに……お？」

　一応部屋の時計で時間を確認しようとすると、俺の視線はクローゼットの前で止まった。

　そこにいたのはこの部屋の主あるじだからいてもおかしくは無いんだけど、その格好でこの過去夢が何時なのかがハッキリと分かってしまった。

　それは俺の服を来て男装をしている天音なのだから……。

　つまり、これはついさっきの『過去夢』という事になり……。

『う[image: ～][image: ～]こんな事ならもっとちゃんとお掃除しとけば良かった……』

　特別散らかっている様子も無いけど『過去夢』の天音はそんな事を呟つぶやいている。

　やっぱり天音も幼馴染とはいえ男性を部屋に入れる事に躊躇ためらいがあったのだろうか？

　何の躊ちゆう躇ちよもなく通された事に若干〝お友達の延長〟でしかないのかな～とか思わなくも無かったので、俺は少しだけホッとする思いだった。

「まったく男として意識されてなかったワケでも無かったって事かな…………うお!?」

　しかし俺のそんなヘタレた心情など吹っ飛ばされてしまう光景が、奇跡の出来事が今まさに目の前で繰り広げられ始めたのだった。

　視線が強制的に固定されてしまう……目が逸そらせない、逸らしてはいけない!!

　それは俺の人生において損失以外の何物でもないのだから……。

『やっぱり夢次君の服は私には大きいよね……ふふ』

　そんな事を言いつつ、天音はブカブカなのを無理やり締めていたズボンのベルトを外して、ストンと床に落とした。

「!?　が、ガギギ……ゴガガ!?」

　言葉にならない声が漏れる……現れ出いでた純白の神域に目が釘くぎ付づけになって……。

　しかし奇跡はまだ終わらない。

『早くしないと彼も待ってるんだから……』

　そう言いつつジャンパーを脱いだ天音は躊躇いなくブラウスのボタンを外して行く……そして俺にとってどんな名所でも神山であっても足元にも及ばないであろう二つの山脈が現れる……そこに堕おちて死すなら本望とも思える谷底も姿を見せ……。

「ふ……おおおおおおお……」

　俺はその奇跡を目の当たりにしつつも頭の片隅では分かっていた。

　コレは見続けてはマズい光景である事を……。

『夢の本』のもたらす夢には幾つか種類があって、ものによっては途中で目を覚ます、つまり中断する事も可能であり……『過去夢』もしっかりその類に相当するのだ。

　理性的に判断するなら即この時間帯の『過去夢』を切り上げてやり直すべきなのは分かっているのだが……過去の天音の言葉が俺の判断力を一層鈍らせる。

『あ～でも下着くらいは変えちゃおうかな？　昨日は変えるヒマ無かったもんね』

　俺の脳裏から『中断』の判断が、もっと言えば『理性』という言葉が飛んだ瞬間だったかもしれない……。




　最も早はや俺は歴史の目撃者となるべく全容を見届ける事しか出来ない。

　最低限度の衣装の、神の如ごときお姿になられた天音、いや天音様は着替えという崇高な使命を果たされるべく英語で〝チチバンド〟と呼ばれる神具へと御手を添えて……。

「お、おおおおおお!!」

「…………君は一体何を見ているのかな？」

　次の瞬間、唐突に背後から掛かる冷え切った天音の声に……俺の心臓はこの時、間違いなく止まったと思う。

　夢の中だというのに噴き出して来る冷や汗……恐る恐る振り返ると光の女性型シルエットが一人……その表情は一切分からないはずだがその人物が激しくお怒りである事は分かりたくないのに分かってしまう。

　分かっていたはずなのに……隣にいる天音が後から『過去夢』に入ってくる事は分かっていたはずなのに……。

「……中断」

「あ、はい……」

　その命令に逆らえる度胸は……残念ながら俺は持ち合わせていなかった。
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　目の前には真っ赤な顔で仁王立ちに俺を見下ろす天音、そして彼女の前で正座＆土下座をする俺の図……目覚めた直後の事はそれだけで説明出来てしまうだろう。

「で？　何で君はあんな……その……アレな過去夢を見ちゃってたのかな？　私はしっかりと夜の22時って言った気がするんですけど？」

「い、いや……それが俺にもサッパリ理由が…………あ」

　何とか天音のお怒りを逸らせないかと俺は『夢の本』の『過去夢』項目を読み込んでいたのだが、その説明に何故なぜあの夢を見てしまったのか理由が分かってしまう。

　絶対に天音がよりお怒りになる理由が……。




過去夢（補足）

　過去夢を見る際、脳裏に思い浮かべる事で見たい時間を指定する事が可能だが、時間が定かではない場合関連した『現物』などがあれば〝その品物が関わった時間〟を正確に特定する事も出来る。

　ただし正確な過去夢が見られるかどうかは使用者の見たいという『執着心』の強さで変わってくるので注意。




「…………」

「あ!?」

　夢に入る寸前に俺が見た代物……カーテンの裏に隠れていたせいか見落とされていた物にチラリと視線を落とすと、天音も気が付いたらしく慌てて回収……純白のブラジャーを。

「もう、ちゃんと片付けたつもりだったのに！」

　え[image: ～][image: ～][image: ～]っと、つまり俺は過去夢に入る瞬間に見てしまった〝ソレ〟のせいで〝ソレ〟が関わった時間帯、正確には〝ソレが外された時間〟を見たいと思い、本能的に優先してしまったという事になるのだろうか？

　うむ……確かに下着は着用者とワンセットでその真価を発揮する代物であり、まさにあの光景は俺が目撃したい光景以外の何物でも無く……。

　俺が納得しつつ先ほどの光景を鮮明に思い出そうとしていると、次の瞬間には頰ほおを摘つまみ上あげられた。

「な・に・を思い出しているのかな～そのお顔は[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]？」

「イデデデデデ!?　す、すみませんでした！　真面目にやりますですはい!!」
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　さて再びやってきました夢の世界。

　セピア色の風景は変わらないけど今度こそ本当に狙った時間帯の夢を見る事に成功したようで、周囲もしっかりと暗闇に包まれている。

　チラリと時計を確認すればデジタルな時計はキッチリとＰＭ10時を示している。

　夜なので明かりがついている俺の部屋はここからでもキッチリと丸見え状態……しかし肝心の俺の姿も〝犯人〟の姿も見えないな……。

　俺は過去夢のこの時間帯は〝天音の悪夢〟にダイブしている真っ最中だから、多分ベッドに横になっているんだろうけど。

　そして部屋の中を見ればこの時間ならいて当たり前だけど天音がベッドにうつ伏せで眠っている。

　今度は男装でも下着姿でもない普段着で……。

　しかしベッドで眠っている天音はいつもならホッコリするか、もしくはドキドキさせるような寝顔を見せてくれるのに、過去夢の天音は顔をしかめて明らかにうなされていた。

『……なめんな』

「うお!?」

　そしてその表情から紡ぎ出された若干物騒な寝言に俺はビビってしまった。

　一体……昨夜の天音はどんな夢を見ていたのだろうか？

「昨夜の夢は最後の方がうろ覚えなんだよね～。丁度夢次君と分断された辺りから」

「!?　おお天音か……夢に〝入って来た〟か」

　さっきと同じように光のシルエットで現れた『現在の天音』の声に俺は来る事が分かっていたにもかかわらず再び驚いてしまった。

　今度はやましい事は何もないというのに……。

　しかし目の前にはうなされる過去の天音、背後には現在の天音が同時にいると思うと……何とも妙な気分だな。

「って覚えてないの？　あんだけハードな夢だったのに……」

「う～ん……要点は覚えているんだけどね……悪夢は都市伝説を騙かたったヤツの仕業だったとか、助けてくれたのが夢次君と光の剣士だった事とか……」

　そう言って首を捻ひねる天音だが、その言葉には俺も何かが腑ふに落ちない気がした。

　間違ってはいないけど、何か所々抜けているというか、まるで誰かに都合良く覚えなくて良いようにされているような？

『う……は!?』

　だが色々と考える間もなく、突然うなされていた過去夢の天音がガバッと跳ね起きた。

　そして辺りをキョロキョロと見渡すと汗でびっしょりになっている額を拭って何やらホッと溜ため息いきを吐ついた。

　その様は俺には何度か経験のある感覚で、表情が如実に語っていた。

　夢で良かった……と。

　しかしホッとしたのもつかの間、過去夢の天音はそのうち妙に不安げな顔になったかと思うとベッドから立ち上がって一言呟つぶやいた。

『夢次……君……』

「え？」

「あ……」

　聞こえたのは間違いなく俺の名前……そして過去の天音が言った事なら当たり前だけど現在の天音が昨夜に口にした言葉であり…………何やら背後から現在の天音の〝しまった〟的な声が聞こえた。

　そして過去夢の天音は窓を開いてベランダの柵を慣れた感じに乗り越えて、音もなく隣の２階の窓……俺の部屋へと向かう。

　そこからは俺も知っている光景……屋根伝いに俺の部屋に来た天音に俺は驚くけど、悪夢の恐怖、そして目覚める事が出来た安あん堵どから感極まったのか彼女が抱き着いてきて、俺はその体をしっかりと受け止める。

「………………」

「………………」

　き、気まずい……なんてもんじゃねえ!!

　客観的に昨夜の自分たちの行動をリプレイされるこの恥ずかしさ……どんな罰ゲームだよこれは!!

　昨日の俺たちは何もしていないはず……そうだったはずなのに、客観的にこんなシーンを見てしまうと、これから何か〝事〟が起こっても不思議ではないような気に……。

「ね、ねえ夢次君？」

「はい……」

「何も無かったハズよね……この後、私たち……」

「………………」

　天音も似たような事を思ったのか酷ひどく自信無さそうに言って来る。

　しかし俺の方からも明確に何も無かったと答えられる自信が今のところ無かった。

　何というか、それほどまでに良い雰囲気に見えてしまう……。

　だが数分間抱き合っていたと思うと、突然過去夢の俺が抱き着いていた天音を横抱き、いわゆるお姫様抱っこにしてそのままベッドへと寝かせた。

　そのまま不ふ埒らちな事を始めないかと若干不安にもなるが、その時俺の脳裏に一つの記憶が呼び覚まされた。

「ああそうだ！　あの時部屋に来た天音は安心したせいか、気が抜けたのか、そのまま寝ちゃって……俺はそのまま自分のベッドに寝かせたんだった!!」

「う、うえ？　そ、そうだったの？」

　そう、俺は抱き着いたまま眠ってしまった天音をそのままベッドに寝かせて、自分は床に座布団を丸めて横になったんだった！

　俺自身、悪夢の影響もあって疲労していたからかすぐに眠りについてしまってうろ覚えだったけど……。

「つまり私たちに悪戯いたずらした犯人はこの後……」

「ああ……確実に姿を現すだろうな」

　深い眠りについた俺をワザワザベッドに寝かせて、尚なお且かつ俺たちの衣装に細工をするなど……そんな大掛かりな作業がこの位置から見えずに行えるはずもない。

「!?　ちょっと夢次君、あれあれ!!」

「!?　あれって……クローゼットか？」

　……数十分が過ぎた時、俺の部屋のクローゼットがゆっくりと開いて行くのが見えた。

　それはさながらホラー映画のワンシーン……定番なら殺人鬼が登場しそうだが。

　ゆっくりと現れたその人物は殺人鬼ではなく、俺たちも大変よく知っている人物で……。

「え……ええええ!?」

「マジかよ……」
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　本日は休日で、現在はまだ早朝と呼んでも差し支えの無い時刻……しかし俺と天音はとある目的の為ために行動していた。

　それは無論、真犯人に怒鳴り込むという崇高な目的の為に……。

　目的地、喫茶『ソード・マウンテン』の前までたどり着くと標的であるスズ姉が店の前でいつものように箒ほうきで掃除しつつ開店の準備をしていた。

「スズ姉…………」

　地の底から這はいあがるような声で天音が睨にらみつける……だがスズ姉はワザとらしいほど爽やかな笑顔とキラキラした瞳で返してきた。

「あら～？　おはようございます天あま地ち様、神崎様。朝もお早くからお二人でいらしていただけるなんて、仲がお宜よろしくて結構ですわ～。まだ開店前ですけど、おコーヒーでもどうでしょうか？」

　とってつけたような業務口調、いやエセお嬢様口調と言えば良いのか……いずれにしてもイラッとする。

　それは天音の方がよりそう感じたようで、スズ姉の胸倉に摑つかみかかった。

「吞のん気きに茶～しばきに来たんじゃないのは分かるよな姉ちゃん……」

「やだ、およしになって……うちではそういったサービスはありませぬゆえ……」

　対して弱々しくしなだれて見せる『真犯人』のスズ姉……案外余裕があるね二人とも。




　それから俺たちは開店前の店内へと通された。

　今日はおじさんたちは用事があるらしく、帰ってくるまでスズ姉一人で店番なのだそうで店内には誰もいなかった。

　しかしカウンターに座った瞬間にコーヒーが出てくる辺り、早朝なのに俺たちが来る事を最初から予想してたな……この人。

　天音は出されたコーヒーに一口だけ口を付けると、話を切り出した。

「スズ姉……何か私たちに言う事、あるよね？」

　どっかのアニメの指令のようなポーズで天音が真剣な口調で言うと、スズ姉も表情を引き締めた。

「そうね……話しておく必要があるわよね。何ゆえに私が夢魔の事を知っていたのか、夢ちゃんが持っている本が一体何なのか……」

「「そっちじゃなくて!!」」

　思わず二人して椅子からずり落ちそうになった。

　真剣な顔になったと思いきや、まだ揶揄からかう気満々らしいなこの人!!

「あれ？　話さなくても良いの？　ワリと重要な事だと思うけど？」

　軽いノリでお盆片手にニヤニヤしている……こ、この人は……明らかに楽しんでやがる。

　気のせいか昨日よりも……なにやらタガが外れたような印象もあるけど……？

「そっちじゃなくて！　……そっちも大事だけどそれ以前に!!　ほら!!」

「そ、そうだぞ！　スズ姉のせいで今朝は大変なところだったんだぞ!!」

　俺たちは立ち上がって今朝起こった騒動についてスズ姉に抗議する。

　だが一通り事の顚てん末まつを聞いたスズ姉は動揺もせずに、真っすぐ俺を見据えた。

「ふむ……天音ちゃんが憤るのは……まあ分かるが、夢ちゃ……いや夢次殿、貴殿に抗議されるのはいささか心外なのだがね……私は」

「な、なんでだ？」

「昨夜私がした行動に……君にとって不都合に当たる事が一つでもあったのかね？　仮に一つでもあったとするなら……私は全身全霊をもって謝罪させて頂くのだが……」

　空想上の眼鏡をクイッと上げた……ように見えたスズ姉は堂々とそんな事を言う。

　自らに非が無い……だと!?

　俺が被った不都合と言えば当然!!　当然…………。

　慌てて俺に連絡をくれたお陰で天音を助けられた……。

　その後本人も駆け付けてくれて、危ないところを救ってくれた……。

　天音と一緒に寝落ちしたところをベッドに寝かせてくれた……。

　早朝から天音の艶なまめかしい半裸を見てしまった……。

　妹乱入のドタバタで、そんな天音を抱き枕にしてしまった……しかもスズ姉の悪戯のせいで素肌と素肌で……。

　俺の被った不都合は……当然!!

「……スズ姉」

「なんでしょう……お客様」

　俺は真面目な顔でスズ姉に被った不利益に対する要求を突きつける。

「この店で一番高い物は何かね？　それを頂こうか……」

「まいどあり……」

　俺たちは無意識に友情のシェイクハンドをガッシリと交わしていた。

　無論、その後に顔を真っ赤にした天音に二人とも頭を叩たたかれたのは言うまでもない。
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　それからしばらく続いた天あま音ねのお説教（俺含む）の時間を経て、ああいう事は二度としないという確約をしてようやく話は落ち着いた。

　スズ姉が「分かってるって、同じドッキリを仕掛けるほど素人じゃないさ」というめっちゃ不穏な事を言っていたのが気になるけど……。

　それから俺たちはようやく真面目な話、『夢の本』に関する話を始めた。

　まずスズ姉が夢魔についてとか、『夢の本』に関係しそうな事を知っていた件からだったけど……その理由に俺たちは同時に声を上げて驚いた。

「「前世の記憶!?」」

「そう……具体的には前世の夢を見たせいで、その記憶を〝思い出した〟ってやつだけど」

「それでこの『夢の本』について知っていたってのか？」

「具体的には昨日君たちが家に来た時、ナポリタンを奪い合ってた時に私はその本の術にかかった……んだと思う。あの後夕方に居眠りして、その時に前世の夢を見たから」

　そう言って俺の持って来た『夢の本』をスズ姉はトントンと指で叩いた。

　前世夢……確かに昨日スズ姉も交えてそんな話はしていたけど、まさかスズ姉にこの本と関わる前世があったとか……偶然なのかコレ？

「へえ～じゃあスズ姉は自分の前世を見たんだ……どんなだったの？」

　天音はさっきまでの怒り顔をすっかり治めて、興味津々で率直に聞き始める。

　まあ俺もその辺は大いに興味があるけど……当の本人は苦笑して見せる。

「あんまり詳しくは……覚えてないけどね。せいぜいその本に関わる人物と知り合いだったって程度かな？」

「ふ～ん、そうなんだ……」

　何気に濁した言い方に……あまり思い出したい前世じゃなかったのかな？

　という空気を感じたのか、天音はそれ以上、突っ込んだ事は聞かなかった。

　その辺の空気を察する辺り、さすがクラスでも人気者の天音である。

「じゃあさ……そもそもこの本ってどういう代物なんだ？　単純に明めい晰せき夢むで遊ぶくらいだったら良かったんだけど、段々とこのまま持っていて良いのか不安になって来たんだけど」

　俺は昨日の夢を経て最近抱いていた不安を口にする。

　正直に言えばこの本には色々と助けられてはいる。

　それこそ天音に関してはこの本が無ければ今日ここで無事にコーヒーを飲んでいる日常すら無かっただろうから。

　しかし……昨日の悪夢の中で自分が『夢の本』から抜き出した巨大な剣、あの威力に俺は興奮するよりも恐怖していた。

　あの剣は斬るでも破壊するでもなく、狙った対象をただただ『消し去って』しまった。

　それも周囲に全く影響を与えずに、狙った者だけを限定して……。

　俺の本に対する不安に、今度こそ真面目な瞳になったスズ姉は口を開いた。

「君が『夢の本』と呼んでいるそれは、正式名称『夢想の剣ナイトメア・ブツク』っていう、元々は力のある夢魔の王が所持していた夢を自在に操る事が出来る本。使用者の力量と思想によってさまざまに力を変化させて、剣にも盾にもなりうる魔性の代物よ」

「ま……魔性の代物……」

「元々所持していた夢魔の王はこの本を人の生命力を奪う目的でのみ使っていたみたいね……〝私の死後に〟前任者が手にするまでは」

「うわ……」

　そう言われると途端に目の前の本が忌まわしい悪い物に思えてしまって、思わず手を引いてしまう。

　しかしスズ姉はそんな俺の行動にククッと笑って見せた。

「前任者の手に渡るまでって言ったでしょ？　次にその本を所有した人物はその本を殺人はおろか悪事に利用した事なんて只ただの一度も無いからさ」

　前任者、その人物については『夢の本』で度々示されているけど……つまりその人物がスズ姉が言うところの『前世での知り合い』なのだろうか？

　そう思っているとスズ姉は仕込み用の包丁を手に取って見せてきた。

「ようはこの包丁と同じ事。使い方次第で最低の凶器になるし、良いように使えば美味おいしいご飯が出来上がる……それだけの事よ」

「それだけの……つまり前任者はこの本を良い事にだけ使っていたって事なのか？」

　俺がそう聞くとスズ姉は少し思案顔になって「ん～？」と上を見た。

「え？　違うの？」

「どうかな～？　私は又聞きではあるけど、アイツの行動を悪い事だとは思わなかったし、勿もち論ろん後世の人間も善行として語ってたけど……本人は〝どんな理由でも人の夢を葬っておいて善行って事は無いだろ〟な～んて言ってたみたいなのよね」

　それは……確かに難しいかも……だ。

　何故なぜか俺はその『前任者』の気持ちが分かる気がした。

　先日の新しん藤どうさんの件についても、昨晩の夢魔についても、俺自身は善行をしたつもりは無い。

　気に入らないから気に入るようにした……それだけの事だったから。

　好き勝手な事をしていて〝良い事をした〟〝善行だ〟と言われちゃうのはちょっと……な。

　善行でも偽善でも無い。

　しいて言えば独善でしかないんだから。

　しかし俺がそんな事を考えていると、スズ姉は苦笑して見せた。

「難しく考える事はないさ。君が思うように、気分が良いようにその本を利用すれば良いだけの事だろ？　どう考えても君は他人が傷つくのを愉快に思う類の人間じゃないんだから」

「そうだよ。君がそんな人じゃないのは私たちが一番知ってるし……」

　そう太鼓判を押してくれるスズ姉に隣で大きく頷うなずいてくれる天音……二人にそう信じてもらえるなら、少しはこの本を持つ事への恐怖が薄れるというものだ。

「そりゃ……まあ確かにな……」

「夢で遊んで、大事な人を助けて、たまに幼おさな馴な染じみにエッチな事をする……そのくらいの使用方法が君には丁度良いんじゃないのか？」

「そりゃ、たしか……」

「…………夢ゆめ次じ君？」

　思わず流れで同意しかけてハッとなったが、時すでに遅し……今の発言に笑顔なのに目が全く笑っていない天音が詰め寄って来た。

　スズ姉!?　ここで、こんな良い話風の場面でワナを仕掛けなくても良いだろうに!!

　数分後、そろそろ店が開店する時間には天音の説教で真っ白になった俺がカウンターに突っ伏していた……。

　そして何となく視界の隅に入ってくる『夢の本』……二人はああ言ってくれたものの、こんな代物を、果たして俺が持っていて良いものなのか……。

　そんな事を思っていると鼻歌を歌いながら仕込みをしていたスズ姉が一つの提案を持ち掛けて来た。

「そんなに不安なんだったら、その本の平和利用の一環として少し頼まれてくれるかい？」

「平和利用？」

　そんな事を言って手を拭きつつ、調理場の奥へ引っ込んだスズ姉は何やら古ぼけた一通の封筒を持って来た。

「こいつは？」

「……随分古い封筒だね。郵便番号欄が５桁だし」

　天音の指摘に俺も初めて気が付いたが……確かに郵便番号欄が５桁しかない。

「こいつは大体30年前にこの店に置き去りにされた、差出人不明の手紙さ。うちがこの店を開く前のオーナーに託された代物なんだけど……君になら差出人が分かるんじゃないか？　過去を覗のぞけるんだからさ……」

　過去を覗く……過去夢の事か。

　手渡された手紙には宛名すら書いていないけど、一緒にクリップしてあるこちらも相応に古ぼけているメモ用紙には約30年前の日付と、渡す人物を指定する文があった。

　ただその人物に、俺も天音も首を傾かしげてしまう。

「桜の髪飾りをした、着物姿の女性が来店した時、この手紙を渡してください……？」

「随分と曖昧……だけど特徴はハッキリしてるね。30年前だって着物を着る人は少数だったでしょうし」

　確かにそうだろう。

　某日曜の、見る人に休日の終わりを実感させ、メランコリーに浸らせる名作アニメじゃあるまいし、日常で着物を着る人が来店したら、それだけで目を引くだろう。

　それでもこの手紙が未いまだにあるって事は指定された風体の人物は30年間来店していないって事だろう。

　……そもそもこんな指定のされ方じゃ、当人が和装じゃ無ければお終しまいだし。

「この店って……ここに出来たのはいつなの？」

　俺の質問にスズ姉は包丁でトマトをカットしつつ思案する。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]ん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]？　15～16年前ってとこかな？　私が４～５歳くらいの時に前オーナーから譲り受けてリフォームしたはずだから……」

　ここがスズ姉の家の物になったのは、思ったよりつい最近だったようだ。

　俺たちにとっては昔から近所に必ずある店って印象だったけど。

「元々農家の出の父ちゃん母ちゃんが兼業で始めた時、引退する前オーナーがほとんどタダ同然で譲ってくれたんだとさ。その時に多少のリフォームをしてるけど、内装は実は当時からあんまり変わってないらしいわ」

「そうなんだ……へえ～」

　とすると……この店は外観とか店名を変えつつも30年以上前から建物は変わらずに存在を続けているのか……。

　そう考えると、なんとも感慨深い。

「でも桜の髪飾りに着物って……正月や成人式、じゃなきゃ入学シーズンとかじゃないと30年前だってそうそうお目にかからないと思うけど？」

　天音の疑問には俺も同意だ、そうでなければそんな格好の人を見る機会は無さそうだし。

　ただ、そうなると気になってくるのは手紙の日付なんだけど……。

「10月21日……メチャメチャ秋じゃん。着物姿は別にしても桜の髪飾りは明らかに季節に合ってないし……」

　衣装と季節を合わせるのは基本、なるほどさすがは女性……俺にはそこまでの発想は無かったな。

「ちなみにこの手紙が置いてあった場所と時間は分かるの？」

「閉店後、一番奥のテーブル席で見つけたって話だよ……ホレ、あそこ」

　スズ姉が包丁の切っ先で示したのは一番奥の窓際のテーブル席。

　いつも家族連れや近所のオバ様たちが座る、軽いお茶会には絶好の配置である。

　まだ開店前だから誰もいないけど、これから賑にぎわうであろう事は予想出来る特等席。

「ふ～む……スズ姉、30年前の店の閉店時間って分かるかな？」

　俺はとにかく手紙が置かれた時間帯を細かく聞き出す事にした。

　なにしろ『過去夢』は『夢の本』の中でも特に扱いに制約が多い。

　見始める時間は指定できるけど、早送りも早戻しも出来ないので見られるのは『眠っている時間』に限定されるのだから。

　つまり事件が起こるのが一時間後なら一時間待たなくてはいけないし、事後であるなら完全に無駄骨になってしまう。

　ハッキリした時間指定は必要不可欠なのだ。

　……そのせいで教師同士のただれた関係を知るのは……ちょっと……ね。

「今も昔も、喫茶店は酒を出さないから閉店時間は飲食店よりも早いだろうけど……多分、今の閉店時間より早かったと思う。……19時くらいかな？」

　今の喫茶『ソード・マウンテン』の閉店時間は20時だものな。

　何とか思い出そうとしているスズ姉だがハッキリした時間は分からないらしいね。

　まあ、それは仕方が無い……４～５歳の頃の事を思い出せって言うのは無理がある。

「仕方が無い……この際何度かに分けて過去夢を見るしか無さそうだな」

「お、やってくれるか！」

　俺がカウンターから立ち上がるとスズ姉がニカッと笑って見せた。

　なんかもう……ここまでの流れを全て掌握されているようにも思えて来るね……俺が『夢の本』の力で悩むところから、平和利用で気持ちを変えさせようとして……更に店の未解決な問題を処理するところまで……。

　俺は何かを諦める気分で、件くだんの奥のテーブル席に座った。

「悪いけど少しの間、この席を占領しちゃうけど……良いかな？」

　今日は日曜日、そう考えるとこれから客が増えそうなのに占領するのも悪いかな～と思わなくもないけど。

　そんな事を考えているとスズ姉はヒラヒラと手を振って了承する。

「構わん構わん、その手紙の事が解決できるなら今日一日くらい貸し切りにしとくよ」

「そうか……じゃあ遠慮なく……」

　俺は『夢の本』を開いて『過去夢』のページの魔法陣に手を置いた。

　そして脳内で指定した年月、時間、を思い浮かべる。

『30年前……10月21日……閉店前なら少しずらして……18時30分くらい……』

　念じた瞬間に『夢の本』が閉じて俺の手を挟み込み、俺の意識は一気に夢の世界へと引きずり込まれて行った。
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　気が付くと周囲はセピア色に染まっていた。

　いい加減この景色にも慣れたもんで、過去夢を見ていると即座に判断ができた。

　ただ、学校や天音の部屋で見た過去夢に比べると周囲に結構な人がいる。

　学校で見た過去夢の時間は主に人がいない時間帯だったから不思議な事じゃないけど。

　初老の男性がスーツ姿でコーヒーを片手に休憩していたり、中にはタバコをふかしつつ競馬新聞を読むオッサンなんかもいて……現在は禁煙になっている『ソード・マウンテン』とはやっぱり違うんだな……と思ってしまう。

　内装も似てはいるけど、やっぱり全く同じじゃない。

　今の店内には存在しない古時計があったり、ダイヤル式の公衆電話があったりと……ありていに言えば昭和感が満載であると言えば良いのだろうか？

　……30年前って考えれば当たり前か。

　調理場を覗いてみれば、そこにいるのは俺には全く見覚えのない顎あご髭ひげのオッちゃんが一人……この人がおじさん（現店長）に店を譲ったオーナーさんかな？

「へぇ～これが30年前の喫茶『ソード・マウンテン』…………じゃないか、名前は違うんだっけ？」

「うえ!?」

　俺が物珍しく店内を眺めていると、唐突に隣から声が聞こえ……っていうかこのパターン前にもあったな。

「天音……またか……」

　隣を見ると人の形をした光の塊のようなシルエットの天音が姿を現す。

　毎回微妙に艶なまめかしいから目のやり場に困るんだが……。

「いいじゃない？　私だってこの店の30年前を見てみたいもん」

「それは良いけどさ……中庭の時みたいに、変な寝方してないだろうな？」

　さすがにこれからの開店時間に喫茶店でテーブル席に横になってたりしたら体裁が悪いし迷惑な客以外の何物でもないからな……。

「ああ、それは大丈夫よ。テーブル席に一緒に座ったままの体勢で眠ってるから」

「……そうか……じゃあ大丈夫か」







[image: Real side]




　喫茶『ソード・マウンテン』の日曜営業は８時半からである。

　毎週日曜日には休日くらい朝の支度をやりたくない、というお母様の要望でモーニングの常連さんがいらっしゃるのである。

「いらっしゃいませ～、三み上かみさん悪いけど今日は奥の席もう埋まってんのよね」

　三上さん一家は毎週日曜日にご家族連れでモーニングを食べに来てくれるのだが、奥のテーブル席が指定席のようになっているのだ。

　店員である美み鈴すずが申し訳なさそうに頭を下げる。

「あら～今日もうちが一番だと思ってたけど……あら？　アラアラアラ!?」

　ちょっと残念そうにした奥様だったが、埋まっているというテーブル席を見て途端にテンションを上げた。

「ちょっと美鈴ちゃん美鈴ちゃん！　あの子たちって天あま地ちさん家ちと神かん崎ざきさん家の!?」

「ええ～そうですよ。お隣同士の……」

　楽しげに聞く奥様にしたり顔で美鈴は答える。

「まあまあ！　あの子たちそんな仲だったの!?」

「いやいや、つい最近までは疎遠だったけど……ヤツの方が根性出しましてね……」

「アラ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　どういうワケか女性が噂うわさ好きなのは古いにしえより変わらないらしく、それが色恋沙汰なら猶なお更さら……更に情報源が自分となるとこの上ない優越感を得るのだとか何とか……。

　いずれにしろ、現在過去夢を見る目的で眠っている二人は全く認知する事が出来ない。

　噂好きの近所のオバさんに、夢次の肩に頭を乗せたまま眠る天音の姿を目撃されてしまったという事を……。
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　タバコに新聞、そしてサラリーマン……何というか全体的に大人、と言うよりはオッサン臭い雰囲気が漂っていると言うか……いわゆる純喫茶ってヤツなのかな？

　今の店は若い世代を中心に賑わっている事を考えると、ちょっと別世界な気分だな。

「な～んか……ちょっと怖い感じがするね。若造は入ってくんな！　的なさ……」

「偏見は良くない……と言いたいけど、分かる……」

　過去夢で指定した時間は18時30分、『ソード・マウンテン』だとその辺の時間なら部活帰りや仕事帰りの若い世代で賑わい、楽しげな会話が聞こえるものだけど……別に騒がしいワケじゃ無いのに、何なんだろうねこの圧は。

　俺たちがいる席に誰も座っていないのが救いか？

『次生まれて来る子には、ぜひ普通の人生を送らせてあげたいな……』

『そうね、前は生かすだけで精いっぱいだったもの。今度こそ成長を見守ってあげたいわ』

　隣の席からは妙にハードな感じの会話が聞こえてくるし……。

　俺たちは隣の座席から聞こえてくる会話に思わず顔を見合わせてしまった。

　聞いていると、何でも前の子供はとある事情から手放すしか無く、苦労を掛けてしまったとか何とか……色々と大変な目に遭ってきたご夫婦のよう……。

　しかし過去夢だから隠れる必要は無いのにコソッと隣の二人を覗のぞき込こんだ俺たちは、思わずズッコケてしまった。

　だって……どう考えても現在の俺たちよりも若い、学ランとセーラー服の中学生がそこに座っていたのだから。

「ウソだろ!?　何で今の会話を中坊が出来るんだよ!?　借金苦で子供を泣く泣く手放した極貧夫婦の会話かと思ったぞ!?」

「!?　ってちょっと待って……この二人って……スズ姉の……」

「は？」

　天音の指摘にその二人をよ～く観察してみると……現在の喫茶店でよく見かけるご夫婦、スズ姉の両親……の若い頃にしか見えなかった。

「って……え？　じゃああの二人ってこんな頃からの付き合いなの??」

　確かスズ姉が自分の親はどっちも農家出身とか言ってたけど、つまり近所付き合いのあった幼おさな馴な染じみって事なんだろうか？

　しかしそれにしては…………。

『生まれた子が女の子だったら、あの娘この名を付けてあげたいね』

『そうだなぁ……でも日本人なんだから和訳はしてやらないと……』

　なんだろう、会話内容が大人びている……と言うよりは長年連れ添った夫婦のように聞こえるんだけど……。

　あの二人今でも結構若々しいのに……はて？

　しかしそんな会話をしている二人に、髭ひげ面づらの店長は呆あきれたように声を掛けた。

『うお～い、そこの枯れた中学生カップル。家族計画なら他所よそでやってくれ……そろそろ閉店だぞ』

『ウチでやると親が口を挟むんだよ』

『そうよねぇ、私たちの子供の話なのに……』

『え～加減にせぇ……』




　そして熟年中学生カップルが退店してから、髭の店長が扉の看板をクローズへとひっくり返して〝ガチャリ〟と鍵を閉めた。

　その時間は19時、スズ姉が予想した通り今の喫茶店よりも一時間早い時間に営業時間が終了した。

　髭の店長が伸びをしつつ奥へと引っ込んで行き、奥さんとの会話が始まる。

『ふ～終わった～疲れたぜ……』

『は～いお疲れ様～夕飯どうする？　先にする？　それとも片付けの後にする？』

『今日は結構手間だから、先に飯にしようぜ……腹減った』

『はいは～い』

　夫婦仲は良さそうで、その辺は現在の喫茶店でも変わっていないところだな……って。

「あれ？　普通に閉店しちゃったよ？　閉店間際に誰かがテーブルに手紙を置くと思っていたのに……」

「そうだよな……それどころか誰もテーブルに近寄る人はいなかったし……」

　すでに店の扉には鍵が掛かっているから、そこから侵入する事は出来ない。

　手紙が置かれていたのを発見したのは閉店後って事だったから……髭の店長が晩飯を終えて店の片付けに掛かるのが何時になるかは分からないけど、さすがに日をまたぐ事は無いと思う。

「……どう思う？　正面の扉はもう開かないし」

「う～ん……でも〝後で片付ける〟みたいな事を言ってたから、手紙がテーブルにあるのを発見するまで長くても１～２時間以内って気がするけど……」

「だよな…………ん？」

　天音と相談していると、視界の隅で何かが動いた気がした。

　隅……というか足元の方というか……。

「どうしたの夢次君？」

「天音……テーブルの下を見て……」

「テーブルの……え!?」

　そこにいたのは一匹の獣、ただし犬でも猫でもない……モコモコな尻尾を持っている金色の毛並みが美しいが……同時に小さく愛らしい姿をした獣だった。

「これって……子こ狐ぎつね？」

「わあ[image: ～][image: ～][image: ～]カワイイ!!」

　突如湧き起こったモフりたい衝動を抑えられず、天音は思わず手を伸ばすが、ここは過去夢の中、リプレイ映像のようなものなのだから当然触れる事は出来ない。

　子狐の体をすり抜けてしまって天音は悔しそうな声を漏らす。

「ああ[image: ～][image: ～][image: ～]こんなにカワイイのに触れないなんて……」

「本来の狐は不用意に触って良いもんじゃないんだからな……」

　俺が現実世界でもうかつに手を出しそうな天音に一応の釘くぎを刺していると、過去夢の子狐は座席に飛び乗ってからテーブルの上にまで登って来た。

　そして……。

「「え!?」」

　俺たちは目の前で起こった事が信じられなかった。

　過去夢なのだから、この映像はこの喫茶店で過去に起こった出来事のはずだ。

　だとしたら、こんな非現実的な事が昔のこの場所で起こっていたって事になる。

　子狐が手紙を置いて行った……など。

　俺たちが呆あつ気けに取られている間に、子狐はそのままテーブル席に面した窓ガラスへジャンプすると、そのまま窓ガラスに吸い込まれるように……喫茶店から出て行った。

　それが出来て当たり前、とでも言うようにアッサリと……。

「何だったんだ今の子狐……それに……この手紙って？」

「カワイイけど……」
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「子狐からの手紙ってか？　何か一気にメルヘンチックな話になったね～」

　俺たちが過去夢から目を覚ますと大体時間は10時頃、日曜の昼間らしく家族連れや近所の奥様方、それに休日の自宅から追い出されたらしき悲しき旦那さんが哀愁交じりにコーヒーを啜すするなど、そこそこの込み具合になっていた。

　……丁度帰っていったご近所の三上さんが妙にこっちをチラチラ見ていたけど、はて？

　接客がある程度落ち着いた頃を見計らって、俺は過去夢で見た30年前のこの店で起こった事の顚てん末まつをスズ姉に話した。

　するとスズ姉はお盆を片手に難しい顔になる。

「噓うそじゃないよスズ姉。本当にモコモコふわふわな子狐がこのテーブルの下から出てきてテーブルに手紙を置いて行ったもん」

　何だか天音の説明の仕方が大人に信じて貰もらえない事を必死に説明する小学生のようで、ちょっと可愛かわいいんだけど……。

「んにゃ、別に疑っているワケじゃ無いさ。そもそもお前らの夢の一件に関わっておいて、今更信じられないとか、幻覚だとか、プラズマだとか言うワケないだろ？　子狐の郵便配達に比べれば夢魔や都市伝説の方がよっぽどホラーでオカルトだよ」

　対してスズ姉の側には疑う気持ちは欠片かけらも無さそう。

　確かに昨日の体験に比べれば〝子狐の手紙〟は事件と言っても非常にハートフルだ。

「じゃあ何を難しい顔してんの？」

「ん[image: ～][image: ～]そうだなぁ……二人とも、その窓から見える山があるだろ？　あれ……」

「……あ～…………あそこか……」

　スズ姉が示して見せたのは近所の中では少し小高い山、軽い運動には適していて散歩やジョギングを楽しむ人たちにはコースの一つに上がる場所だけど。

「あそこに何か心当たりでもあるの？」

「関係あるのかは分からないけどね。あの山に神社があるのは知ってるか？」

「神社？」

　言われても俺にはピンと来ない……というか近所にそんな場所があった事すら知らなかった。しかし天音は思い出したとばかりに手を打つ。

「あ、私は分かるかも！　小さい時にあの山は走り回ってたから……木で出来た鳥居を見た事がある気がするよ！」

「……そんなのあったっけ？」

「あったよ～。っていうか夢次君も一緒に見たはずだよ……小さい時だけどさ」

「そうだっけ？」

　自信満々にそう言われても俺にはピンと来なかった。

　幼少期に天音と一緒だった時は、とにかく彼女に引っ張り回されていた記憶ばかりで、付いて行くのが精いっぱいだったのか、あまり景色の詳細を覚えていないのだ。

　しかし狐と神社……か。

「何やら一気に謎を解き明かす探偵って感じになって来たな……ちょっと楽しくなって来たよ」

「眠って夢で解決するから、夢次君の肩書は〝眠りの……〟わっぷ!?」

　俺はテンションをそのままに危険な発言をしようとする幼馴染の口を塞いだ。

　俺には背後から『あれれ～？』とか言う少年探偵は必要ない。
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　それから当然の流れで俺たちは件くだんの神社を目指して近所の小高い山を二人で登っていた。

　店を出る時にスズ姉が「持って行きな」と昼飯のサンドイッチを持たせてくれたから、軽くピクニック気分でもある。

　実際天気も良いし……。

「休日に小山にピクニックとか……えらく健康的な休日の過ごし方だな俺たち」

「理由が〝子狐の郵便屋さんを見つけに〟ってのが、ちょっとアレだけどね」

　あはは～と笑いながら案内役の天あま音ねは山道を先行して歩く。

　まあ山と言っても道はしっかり舗装されているし、脇に雑木林はあるけどそれ程深いワケでもない……非常にライトな坂道でスイスイと登って行く。

「ガキの頃、やみくもにＵＭＡを探していた時みたいな気分になるな……」

「あったね～。河かつ童ぱを探すって言って川辺に行ったりね！」

　川からブクブクと泡が立ったら〝河童がいる!!〟と言って走り回っていた幼少期……そう考えると字面だけはやっている事が変わらない気が……。

　ま、まあいいか……考えないようにしよう。

「で……言っていた神社ってのはどこにあんの？　ここまで来ても俺は全く思い出さないんだけど？」

　なだらかな坂だけどしっかり舗装された道路は運動には丁度良いらしく、ここに来るまでに結構な人数のジョギングをしている人とすれ違うが、話題の神社のような建造物は全く見えて来ない。

　しかしそう思っていると先行していた天音が道路の脇を指さして止まった。

「あ、あったあった、ここだよ、この道」

　ここ、ここ、と天音が指さす先は……パッと見は獣道じゃないか？　と思ったけど、よく見ると申し訳程度の石畳が敷かれているが、一面に雑草が生えまくって隠れている。

　これは……知らなければ道として認識出来ないんじゃないのか？

「当時の天音ちゃんは、よくこんな所に入って行ったな……雑草が茂って先が見えない」

「あ～それは若気の至りってヤツで……」

　その若気の至りに当時の俺も巻き込まれたらしいけど……あまり印象に残っていないのか、ここに至っても全然思い出さないな……。

　俺たちが雑草をかき分けてしばらく歩くと、それほどしない内に古ぼけた鳥居が見えて来た。

「あ、あった夢ゆめ次じ君、アレアレ！」

「本当に……神社があったんだな……」

　別に天音やスズ姉を疑っていたワケじゃ無いけど、地元に自分が知らなかった神社があったなんて不思議な気分だ。

　そこにあったのは手入れがされずに雑草だらけで古ぼけた境内の……朽ちたとまでは行かないけど古い社だった。

　そして鳥居の前の石像は一対の狐の姿をしている。

「予想はしていたけど……やっぱり稲荷いなり神社か」

　子狐に神社と来ればこの展開は予想出来る事だった。

「この神社に……あのモフモフ様はいらっしゃるのかしら？」

「……君は崇あがめに来たのか？　それとも愛めでに来たのか？」

「あわよくば、両方!!」

　俺の幼おさな馴な染じみは中々に貪欲である。

　とにかく神社なんだから何をするにもまずはお参り……と、俺が財布から小銭を一枚取り出すと天音も倣って財布を出した。

　……いくらなのかは言いません。

　二礼二拍手一礼……と、さい銭箱はあるのに鈴は無い……元々無いのか、それとも劣化して落ちたのか……。

　ともあれ俺は簡単なお参りを済ませてから境内の階段に腰を下ろし、手荷物から『夢の本』を取り出した。

　今現在は誰もいない神社ではあるけど、あの子狐は間違いなく普通の動物では無い。

　30年前に手紙を喫茶店に置いて行ったのもそうだけど、窓からすり抜けて出て行った辺り、どう考えてもあっち側の存在だろう。

　……何か俺もそんな存在を簡単に肯定している自分に驚くが……今更だな。

「よいしょっと……」

　そして座って色々と考えている俺の膝の間に腰を下ろす天音……っておい。

　ムリムリに座った天音に必然的に後ろから抱き着くような格好になってしまうんだけど!?

　忘れかけてた今朝の密着抱き枕を思い出しちゃうんですけど!?

「あの、ちょっと天音さん？　一体何してらっしゃるのかな？」

「何って……こうすれば一緒に本に手を置けるんじゃない？」

　そう言いつつ開いた『夢の本』の〝夢枕〟のページに置いた俺の手に自分の手を重ねる天音……って、うおい!?

「あの……さすがにこの体勢……神社の境内では非常にマズイと思うんですけど……その、倫理的にと言いますか罰当たりと言いますか……」

「でも幾ら晴れでも外で寝ると寒いじゃない？」

　振り返った至近距離の天音は非常に良い笑顔で……何も言えなくなってしまう。

　少なくとも、しばらくの間は天音が寝冷えする心配は無い事は確定していた。

　現在の俺はホッカイロとタメを張れる自信があったから……。
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　夢枕は昨夜夢魔への罰を目的に使った夢で、結果的に都市伝説の本物の『猿夢』を呼び出す事になったのだが……今まで話に聞いていた〝夢枕に立つ〟的な接触では無かった。

　昨夜夢枕を使った時には俺は〝駅に置かれた公衆電話の前〟にいる夢にいて、突然鳴り始めた電話の相手が『猿夢』だったのだ。

　ぶっちゃけると別に俺は『猿夢』を呼び出そうとは思ってなく、単純に『あの夢魔に対して最悪の罰を与える存在』を呼んだら来たってだけなんだが……。

　何が言いたいかというと……今回の夢枕の冒頭は昨夜とはまた違う場所だったのだ。

「ここって……もしかして京都の有名な？」

「俺も真っ先にそれが浮かんだけど……」

　気が付くと俺たちは何百何千と連なる鳥居が作り出す参道に立っていた。

　それはテレビで見た事のある京都伏ふし見みの稲荷大社の千本鳥居を彷ほう彿ふつさせる荘厳な風景で……同時にこの先に何者が待っているのかも予想出来る。

「昨日の夜に『猿夢』に連絡したって時もこんなだったの？」

「いや……昨夜の夢枕は〝駅の公衆電話〟だったから、多分だけどこの風景は呼びかけられた側の演出な気がする」

　猿夢はあくまで鉄道をモチーフにした都市伝説だったから、呼び出す演出が駅だったんじゃないかと思う。

　天音の質問に答えつつ俺たちは先に進んで行くが、唐突に鳥居の道が途切れて目の前に荘厳で立派な……現実の山にあった物より遥はるかに新しい御社が現れた。

　そして、御社の前に妙齢の美人な巫女みこさんが佇たたずんでいた。

　その巫女さんは凛りんとした表情で俺たちを睨にらみつける事はなく静かに見つめているだけだが……何というか神聖な何かを勝手に感じてしまう。

　金髪、キツネ耳に尻尾が付いているけど……俗な事を言えばコスプレ感は全く感じない荘厳さがあると言うか……。

　俺はその巫女さんに向かってなるべく礼儀正しく意識して、お辞儀する。

「突然の訪問、誠にすみません。本日は貴女あなた様にお聞きしたい事がありまして、こうしてお邪魔させていただきました。わたくしは、天あま地ち夢次と申します」

「神かん崎ざき天音と申します……」

　天音も俺と同じようにお辞儀をする。

　彼女も俺と同じように神聖な存在だと感じたのだろうか。

　そうすると、金髪な巫女さんはフッと微笑ほほえんだ。

「ふむ……夢にて私と交信しようとは珍しい人間もいたものと招待してみたが、若者にしては礼儀は弁わきまえておるようだな。神社に参って、まず参拝する心がけも良い」

「あ、ありがとうございます……」

　何やら最近神社や寺で参拝もせずに御朱印を求めたりする人がいるって話を聞いた事があったからな。

　それはいくら何でも失礼に当たるだろうと……テレビで注意していたのを覚えていて良かった……。

「二人とも、そう畏かしこまらずとも良い。普段参拝する者は居おらぬようになって久しい……何より直接尋ねる変わり者など何十年ぶりの事か……」

　そう言って巫女さんは社の中に案内してくれ、俺たちにお茶を出してくれた。

　……案外気さくな方であるが、何となく彼女が何者か察している俺たちが色々と戸惑っていると、巫女さんはクスっと笑って話し始めた。

「私の名はサカキ……君たちのご想像の通り、あの古びた社に祀まつられている稲荷の化身。一応はこの山の守護を引き受ける稲荷神である」

　その紹介に俺たちは驚く事なく『あ～やっぱり』とむしろ納得してしまう。

　だっていかにも『狐きつねの神様』って感じの格好と神聖さだからな……。

「この地に祀られてからは……軽く２００年は山を守って来たのだがな……」

「「に、２００年!?」」

　しかしアッサリと言われた年月の方に俺たちは驚かされた。

　そんな昔から歴史があるのなら、地元でもっと周知されていてもおかしくないのに……俺など今日初めて知ったくらいなのに（天音談では一度見ているらしいが）。

　俺たちの表情で察したのか稲荷神サカキさんは溜ため息いき混じりに話し出す。

「この山はの、本来地主だった白しら鷺さぎ家が所有していた場所でな、言うなれば私が祀られた神社は白鷺家専用の社だったのだよ」

「あ、ああ～、ここってそういう神社だったんだ……」

　俺にはいまいち伝わらなかったが、天音にはピンと来たらしく納得顔で手を打つ。

「どういう事？」

「ほら……たまに見かけない？　いかにも人の家の庭なのに神社みたいな鳥居のあるお屋敷とか」

「あ～言われてみれば……見た事あるかも……参拝しようとしたら不法侵入だって怒られるヤツ……」

　つまりあの神社はそういう白鷺家しか知らない類の神社だったって事か……あまり地元で知られてなくても、それなら納得か。

「そんな理由で元々あまり周知されておらなんだが、30年前に白鷺の家が没落しおっての……この山自体が市の管轄になったのは仕方が無いが……」

「ほったらかしって事……ですか」

　サカキさんは寂しそうに頷うなずいた。

「私も恨み言の一つも言ってやりたい気にはなったがな、当時の白鷺の家の凋ちよう落らくぶりを見ては……あまりに哀れでなあ……」

「凋落ぶりって……何があったんですか？」

「私には良く分からなかったが、地価の暴落がどうとか、バブルがとか言っとったな。蔑ないがしろにされたからと祟たたってやろうかなど……欠片かけらも思えんくらいに酷ひどかったぞ……」

「あ～……有名なヤツか……」

　いわゆるバブル崩壊の影響でこの山を手放す事になった……そういう事なのね……神様に同情されるほどとは、世せ知ち辛がらい。

　しかし……30年前……か。

「栄枯盛衰は世の常、それに当時は娘にも白鷺家を見逃してくれと願われていたしなぁ」

「娘？　娘さんがいらっしゃるんですか？」

「コノハ……そこにおるだろう？　この方たちはお前に用事があっておいで下さったようだぞ」

　姿勢良く自分のお茶をすすりつつサカキさんは、そう言うとチラリと襖ふすまの陰に視線を投げた。

　今まで全く気が付かなかったけど、そこには一匹の……子こ狐ぎつねがこちらをうかがってチラチラと覗のぞいていた。

　その姿は過去夢で見た子狐そのものでありフワフワのモコモコ、チラチラと覗き見る仕草が何とも愛くるしさを醸し出している。

「わあ狐ちゃん!!」

「!?」

　しかしその姿にテンションの上がった天音の声に子狐はビクリと体を震わせて、襖の向こうに隠れてしまった。

「ああ……」

「コラ、脅かすんじゃない。いくらフワフワモコモコだからって……」

　残念そうにする天音を俺はたしなめる。

　そう言えば幼い時から天音はこの手の小動物に目が無いのだが、初対面だと驚かれて逃げられる事が多かったな……。

　未いまだにその辺は変わらないらしい。

　そんなやり取りにサカキさんは溜息を吐ついた。

「これコノハ、この方々は何も危害を加えようというのではないのだ。お前も稲荷いなり神の末まつ裔えいならば相応ふさわしい振舞を見せぬか……」

「……………………はい、お母様」

　母親に静かに諭されて、少しの間様子を見ていると……今度は襖の向こうから子狐ではなく10歳くらいの見た目の幼女が、さっきの子狐と同じようにコソ～っと顔を出した。

　それはオカッパの巫女服を着た可愛らしい少女だけれど、サカキさんと同じように金髪の狐耳であって、小さめな尻尾がちょこんと生えていた。

「キャアアアアア!!　かわいいいいい!!」

「[image: ]」

　そんな愛くるしい姿を目にして天音の理性が崩壊……さっきよりも更に大きい声に少女は驚いて再度向こうに引っ込んでしまった。
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「あ……」

「あ、じゃない！　いくら可愛かわいいからって、少し落ち着きなさい!!」

　俺はちょっとやらかし気味の幼おさな馴な染じみにチョップをかます……天音は可愛い物が基本的にストライクだが、今回は度が過ぎている気がする。

　興奮した彼女を鎮める為ために、また数分の無駄な時間を要する事になった。

「……申し訳ありません。余りの愛くるしさに我を忘れてしまって」

　落ち着きを取り戻した天音がペコペコと頭を下げていると、襖の向こうからようやく少女、コノハちゃんが姿を現してくれた。

　……まだちょっと警戒しているようでお母さん（サカキさん）の背後に隠れているけど。

「神とて娘を褒ほめ称たたえられて悪い気はせぬが……娘は中々に人見知りでな、手加減してくれると助かるな」

　苦笑するサカキさんの陰からこっちをチラチラ見るコノハちゃん。

　神様でも普通の母娘おやこっぽくて微笑ましいけど、俺はそんな覗き込むコノハちゃんを見据えて懐から一通の手紙を取り出した。

「俺たちは30年前に近所の喫茶店に届けられたこの手紙の事で調査してたんだ。その過程でここに辿たどり着ついたんだけど……」

「!?　その手紙!!」

　俺が取り出した封筒を見てコノハちゃんは目を見開いた。

「やっぱり、この手紙を30年前にあの喫茶店に届けた送り主は君なんだね？」

「…………」

　コノハちゃんはしばらく俯うつむいていたが、小さく頷いた。

「はい……私が昔、あのお店に託したお手紙です……」




　それからコノハちゃんはポツポツと語り始めた。

　30年前にこの山にいた、彼女にとって唯一の友達の話を。

　当時白鷺家がこの山を所有している時代には、この山に純和風のお屋敷があったらしく、そのお屋敷には一人の少女が住んでいた。

　少女は箱入りを絵に描いたように大事にされていたようで、お屋敷のある山から出る事は余り無く、他者とほとんど接する事のない生活では当然友達が出来る事も無かった。

　そんな時、少女は実家が所有する御社で出会う事になった。

　人見知りな稲荷神の子供に……。

　丁度『人化』の修行をしていた時に見つかってしまったコノハちゃんは、そのまま少女と友達になり……いつも一緒に遊ぶようになったという。

　あまり山から下りる事を許されない少女と一緒に遊んでいたコノハちゃんは、いつも山の上から見える景色を眺めていて、少女とある約束をしていたそうだ。

『いつか一緒にここから見えるあのお茶屋さんに行ってみようね』と……。

　だけど30年前のある日、突然少女はこの山から姿を消した。

　少女の家族だけではなく、大きく立派だったお屋敷もあっという間に無くなってしまって……。

　そこまで聞いて、サカキさんは納得顔で唸うなった。

「なるほど……30年前、白鷺家の連中が夜逃げしてからコノハが随分塞ぎ込んでいる時期があったのは……そういう事だったのか」

「夜逃げ……か」

　なるほど……それなら確かに唐突にいなくもなるだろうな。

　まず間違いなく白鷺家の少女にとっても突然の出来事だっただろうからな……。

「じゃあもしかして、コノハちゃんはその娘こと連絡を取りたくてあの手紙を喫茶店に託したって事なの？」

　天音の率直な質問にコノハちゃんはビクつきながらも頷く。

「は、はい……もしかしたらあのお店でなら、お手紙が届くかも……と。でもその手紙が今ここにあるのだから……届かなかったのですね……」

　言いながら段々と沈んでいくコノハちゃん……30年前の手紙が不発だったって聞かされれば、無理もないかもしれない。

　しかしだ……。

「さすがにこの手紙では届くのは無理があると思うけど？　だって届ける相手の名前は入ってないし送り主も分からない……何よりもこの特徴は……」

「？　何かおかしいでしょうか。あの娘の姿をそのまま伝えたつもりですけど……」

　不思議そうに質問してくる彼女は本当におかしい所が分からない、といった様子だ。

　そうしているとサカキさんが横から封筒と一緒になっているメモ紙を覗き込んで眉を顰ひそめた。

「どれどれ…………ああ、確かにこれでは……な」

「お母様？」

　不思議そうに言う娘にサカキさんは諭すように話し始める。

「コノハよ、少し質問するがこの者たちが身に着けている服装は分かるか？」

「？　洋装です。私たちにはあまり馴な染じみがありませんが……」

　コノハちゃんは自分が着ている巫女みこ服を示しながら言う。

　確かにこの二人にとっては洋装は馴染みがないだろうな……万年同じ服だろうし。

「では和装という物が、この国ではすでに普段着とする者が少数である事は知っておるのか？」

「…………え？」

　コノハちゃんは何を言われているのか分からないようで、表情がそのまま固まった。

　あ～これは……当時山に住んでいた白鷺家とやらが和装を常にしていたから、元々山を拠点にしている彼女にとっては和装＝普段着みたいな認識があったのだろう。

　件くだんの少女が山を出てから和服を着ていないとは思っていなかったようだな。

　そして真っ先に浮かびそうな実名は、当時彼女たちは互いを『コノちゃん』『ちーちゃん』と呼び合っていて正式な名前を知らなかったんだとか……。

　せめて『白しら鷺さぎ』の名前くらい入っていれば違ったものを…………なんというか、この娘も負けずに箱入りのようで。

　俺が何を言いたいのか察したようで、サカキさんは顔をしかめて見せた。

「そんな目で見るでない……私らのように土地に祀られた神は特定の場所からあまり遠くへは動けん。それこそこの山に社を構える私らはせいぜい眼下に見える場所が精いっぱいなのだよ……」

　土地を守って貰もらう為に祀られた結果……そう言われると情報の偏りを指摘するのも気が引けて来る。

　詰まる所人間の都合のせいなんだからな。
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　それから『夢枕』から目覚めた俺たちは、そのままスズ姉のサンドイッチを昼飯にしてから下山する事にした。

　そして再び喫茶『ソード・マウンテン』に戻って来た時には時計は14時半を回っていて、昼食時を過ぎた店内は午後のお茶を目的にしたまったり客が主で、客足は大分落ち着いている状態だった。

　ただ午前中とは違う俺たちの変化、正確には天音が左手を繫つないでいる〝とある者〟を目にして出迎えてくれたスズ姉は目を丸くしていた。

「天音ちゃん……いくら可愛いものに目が無いからって、幼女を連れてくるのは犯罪になるのは知ってるか？」

「いや～カワイイからつい……出来心で」

　天音は今、一人の少女の手を握っていた。

　言わずと知れた狐きつね巫女少女コノハちゃんである。

　ただ二人の分かった上でのおふざけ会話に店内の客たちは一瞬こちらに視線を向けるものの、特に注目する事も無く午後のお茶へと戻って行く。

　狐巫女の美少女ってだけで二度見は確定しそうなものなのに……。

「……もしかして、他の人には見えてないの？」

　俺がコソッと聞くとコノハちゃんは上目遣いで頷うなずいた。

『ハイです。夢次さんと天音さん以外には見えないようにしてるです。でも……このお姉さんには見えているみたいです』

　コノハちゃんがスズ姉を目視して言うと、何故なぜだか天音が不満そうに抗議をする。

「コノハちゃん、私の事はお姉ちゃんって呼んでって言ったでしょ？」

　今この娘がここにいる理由は単純……手紙を届けたい相手『ちーちゃん』を彼女も一緒に探す為だった。

　しかし土地に祀られた神であるコノハちゃんはあの山から長距離を自力で動く事が出来ないそうなのだ。

　動くためには依より代になる神具や人物が必要になってくる。

　今現在コノハちゃんは天音の精神と仮につながって、力を供給される事で天音と一緒であるならどこにでも行ける状態になっている。

　サカキさん曰いわく『神降ろし』の一種らしいけど、言うなれば山の御社はコンセント、天音は電池の役目に近いか？

　仮にも自分の体に他人が取り憑つくような行為だから忌避する者は珍しくないらしいけど、天音が快く応じた事で最初に会った時に比べてコノハちゃんも随分と態度を軟化させていた。

『は、はい……ごめんなさいです。天音お姉ちゃん……』

「[image: ]」

　自分から要求したクセに、恥ずかしそうにそう言われた瞬間天音は〝たまらん！〟とばかりに顔を背けた。

　うん……これは破壊力あるわ。

　そんなやり取りをスズ姉はお盆片手に呆あきれた顔で見ていた。

「私は諸事情から不可視の輩やからを視みる訓練を〝むこう〟でしていたからな……人ならざる者も多少は見えるのさ。取りあえず座ってちょうだい……色々と聞きたいし」

　俺たちはそのまま朝座っていた奥のテーブル席へと案内された。

　そして、そこにスズ姉は俺たちにはコーヒー、コノハちゃんにはミルク、更に自分用に昼飯を持って来て一緒に座った。

「父ちゃんたちが寄り合いから帰ってくるまで私一人だったからな～。日曜なのに参ったよ」

　どうやらこの時間まで昼休み返上で働いていたらしい……ご苦労様です。

　しかし……その昼飯が狙ったかのように大きめのお揚げの載ったきつねうどんである。

　すでに自己紹介の段階で子こ狐ぎつねの姿に戻ってテーブルの上にちょこんと乗っていたコノハちゃんの目がお揚げの方に向いてしまう。

　……無意識なんだろうか？　その仕草がやたらとカワイイけど。

　スズ姉もそれにやられたのか、何かを諦めたように小皿を持ってくるとお揚げを移して自分は素うどんを啜すすり始めた。

「なるほど、あの手紙はその白鷺さん家ちの『ちーちゃん』と連絡を取りたかったから置いて行ったんだ」

『はい……すみませんです。私、どうしてももう一度ちーちゃんに会いたくて』

　貰ったお揚げに齧かじり付ついていたコノハちゃんが申し訳なさそうに首を上げる。

「だけどスズ姉の一家もそうだけど、前オーナーもよくまあこのあやふやな指定の手紙を何年も保管していたもんだよな……」

　別にコノハちゃんの事をディスるつもりは無いけど、俺はその辺が少し気になった。

「前のオーナーも父ちゃんも、この手紙は何年後であっても届ける義務があるって思ってたみたいだな、なんとなくだけど。まあコノハちゃんが直接書いた手紙だったって考えればそれも納得かな？」

「どういう事？」

「子狐とはいえコノハちゃんは歴れつきとした稲荷いなり神、つまりこれは神様からの手紙だぞ？　どうしたって神じん通つう力りきが宿るから……微弱だから言われるまで私も気が付かなかったくらいだけど」

　スズ姉はテーブルに出していた件の封筒を手にヒラヒラさせながらそう言う。

　それでも30年もの間、人が変わっても意識的に受け継がせるというのは中々すごい事に思えるんだが。

　ん？　でも待てよ……？　俺はテーブルの上で嬉しそうにお揚げに齧り付くコノハちゃんを見て疑問を持った。

「……そう言えばあの過去夢は30年前の物なんだよな。つまりアレから30年たっているワケで……コノハちゃん何でまだこんなに小さいの？」

「あ……そう言えば…………可愛かわいいから良いんだけど」

　どうやら天音も今気が付いたらしい。

　本人の体形と話し方の幼さに今まで違和感が無かったけど、考えてみればこの娘こは俺たちよりもあきらかに年上の筈はずなのだ。

　しかし疑問に答えてくれたのは本人ではなくスズ姉の方だった。

「人と神様じゃ体感時間が圧倒的に違うんだよ。単純計算で換算は出来ないが、軽く人間なら10年なところが神様だと１年って感じじゃないか？」

「え？　そうなの!?」

「じゃ、じゃあコノハちゃんって今幾つなの？」

　驚いて聞く天音にコノハちゃんは小首を傾かしげて見せる。

『え[image: ～][image: ～][image: ～]っと……今年で１１３歳ってお母様が言ってたのです』

「１１３……」

　中々に衝撃的な事実、天音の方はもっとショックだったのか少女漫画チックに白目になって驚き慄おののいていた。

　単純な数字だけを聞けば相当な大先輩になるのに、スズ姉の話ではせいぜい11歳って事になってしまうのだから。

　しかし、そうなると……件の『ちーちゃん』とやらとの年齢差は中々なものになってこないだろうか？

　ほとんど親子ぐらいの開きがある事になるけど……それに……。

　俺は我ながらデリカシーの無い事を、と思いつつもコノハちゃんに気になった事を聞く事にした。

「……コノハちゃん、30年も前でそれも幼児期の思い出って事は、そのお相手の『ちーちゃん』が君の事を覚えているかどうかは分からない。それどころかその人がすでにいない可能性もある」

『…………はい、そうかもしれないです』

　俺の質問にコノハちゃんは首をもたげて同意する。

　デリカシーのない現実的な俺の言葉に天音は咎とがめるような目になるが、俺は構わずに質問を続ける。

　なにせ30年前だ……何がどうなっていてもおかしくは無いのだから……。

「これから探しに行って、『ちーちゃん』が見つかるかは分からない。見つかっても、その事で君が傷つく事になる可能性だって十分にある。それでも……探しに行くか？」

　はっきり言えば俺は彼女が付いてこなくても件くだんの『ちーちゃん』の消息を辿たどって、手紙を渡すつもりではあった。

　だけど彼女は一緒に来ないで山で待っていてもらって、結果だけ伝える方が良いかも……とか考えていた。

　仮に、万が一の事があったとしても……その方が傷は少ないと思ったから。

　しかし俺の質問にコノハちゃんは顔を上げてまっすぐに見つめて来た。

『確かにちーちゃんが今どうなっているかは……分からないです。でも……夢次さんたちが来てくれた今日動かなければ、きっと後悔してしまうのです。もう待ちたくはないのです!!』

　彼女はテーブルの上ではあるけどこの時は稲荷神らしく、凛りんとして神々しい立派な姿をしていた。

　……どうやら俺はこの子狐の事を甘く見ていたらしい。

　余計な気遣いは彼女に対して侮辱に当たるのだろう。

「ゴメン……どうやら無粋な質問だったみたいだ」

　俺がそう謝罪するとテーブルの上のコノハちゃんはコテンと首を傾げた。

『いえ、夢次さんが私を気遣って下さったのは分かるです。ありがとうございますです』

　く……!?　何だこの出来た娘さんは。

　こんな良い子……人界ではお目に掛かれない絶滅危惧種じゃないのか!?

「やべえ……一瞬うちの子にしたいって思っちまった……」

「分かる……本気で我が家に迎え入れちゃおうかしら？」

　俺の犯罪臭の漂うセリフに天音は腕を組んで同意する。

「おいコラ……幼女誘拐は犯罪だって言ってんだろうが……」

　きつねうどん改め素うどんを完食したスズ姉から冷静な突っ込みが入った。

　うん、俺たち自身も大分思考がヤバイ方向に行っている自覚はあるんだけどな……。

　カワイイは正義であり……犯罪でもある。




　さて……そうなると兎とにも角かくにも情報収集だよな。

　しかし件の『白しら鷺さぎ家』が存在したのは30年以上前、だから同じくらい昔から知っている人でないと行方を知っている、もしくは想定できる人はいないだろう。

　この中で一番の年長であるスズ姉だって生まれた時からここに住んでいるけど、確か現在は20そこそこだったはずだし……。

　となると……必然的に30年前にここに確実にいたのが分かる人物、『過去夢』の中に出演（？）していた人に聞くのが確実だろうな。

　俺はそう考えて現在調理場で洗い物をしている店長、スズ姉の親父おやじさんに声を掛けた。

「おじさ～ん、ちょっと聞きたいんだけど……」

「……ん？　俺か？」

　俺の声にこっちを向いた人のよさそうなおじさんの顔は、紛れもなく30年前の映像にいた中学生をそのまま老けさせた感じである。

　……頭頂部に関しては言及を避けるけど。

「前にあの山に住んでた白鷺さん家って知ってる？」

　俺がそう聞くと、おじさんは目を丸くした。

「白鷺って……また随分と懐かしい名前だな。ってか良くその名前知ってたな夢次……」

　手を拭きつつこっちまで来てくれるおじさん。

　まあ確かにここのテーブルにいる連中は狐を除くと全員が30より前の年齢、バブル期に近所に住んでいた地主の名前なんて知っているハズがないからな。

　その辺りをスズ姉が適当に合わせてくれた。

「この店の前の店長……山やま口ぐちさんから預かっていた手紙あったでしょ？　前にその話をこの子たちにした事があったんだけど、何かその白鷺家の娘がいつも着物で桜の髪飾りをしてたって話をたまたま聞いたんだって」

「なに本当か！」

　虚実を交えた説明なのにおじさんは普通に信じてくれたようだった。

「あ～でも確かに、今考えてみれば当時のあのお屋敷なら考えられるかも……今まで考えもしなかったけど、そうか……」

　おじさんは腕組みして嘆くように呟つぶやくが、それについては仕方が無いだろう。

　なにせこの手紙が届けられたのは『白鷺家』が夜逃げしていなくなった後の事。

　おじさんたちがこの店を引き継いで『ソード・マウンテン』として再始動したのは更に後の事だ。

　想像しろって方が無理がある。

　そうこうしているとおじさんは真剣な顔で頷うなずいた。

「なるほどな……あの手紙が白鷺の娘に宛てた物なら、先代……山口さんなら何か知っているかもしれんな」

　山口さん、さっきスズ姉も言っていたけどどうやら過去夢で見た髭ひげのダンディなオッサンの事だろうな。

　どうやら今現在も交流はあるようだ。

「後で連絡してみるから、お前らは後日また来てもらっても良いか？」

「何か分かったら、私から連絡入れるよ」

　おじさんとスズ姉の提案に俺と天音、そしてテーブルのコノハちゃんも頷いた。




　そして時刻は16時半を回った。

　辺りはすっかり夕焼けに染まる時間帯……結局俺たちは日曜日をフルに使って行動していた。

　そう……それはつまり一日中天音と一緒にいたって事なんだが……。

　何だろうか……この湧き上がる充実感と言うか、優越感と言うか……こんなに充実した休日を過ごしたのは実に何年ぶりの事なのだろうか!!

　一日ゲームで潰す休日、それも素晴らしいけど……この充実感には遠く及ばない!!

　夕焼けにオレンジに染まる天音の肩には狐きつね姿のコノハちゃんがちょこんと乗っかっている。その姿も某風の姫っぽくて本日のクライマックスにふさわしい。

「じゃあまた明日ね」

「ああ、それじゃ……」

　そう言いつつ俺たちがそれぞれの家に入ろうとした時、天音の肩に乗ったコノハちゃんが不思議そうに言った。

『あれ？　お二人は一緒に住んでいないのです？』

「え？」

「は？」

　何気ない疑問、とばかりに子狐がとんでもない爆弾発言をしてくれやがった。

　思わずフリーズしかけるけど、俺たちは何とか立て直す。

「や、や～ね～。私たちはお隣同士だけど、家は違うわよ？」

「そうだぞ……いきなり何を言うかと思えば……」

　しかし子狐は構わずに今度は焼しよう夷い弾だんを投げ込んできた。

『でもお母様は〝お二人は霊的に縛り合ったつがい〟だからご家庭にご迷惑を掛けないようにと言いつけられて来たのです』

「「ぶふ!?」」

　つがい……さすがにその意味ぐらいは知っている。

　ようするに人間的に言えば夫婦とかステディとかに分類される…………俺たちは思わず互いの顔を見合わせて……慌てて逸そらした。

「ななななんて事言うかな!?　そんなワケ無いじゃない！　私たちまだ高校生よ!?」

「そそそそうだぞ!?　まだ法的に不可能な年齢なんだからな!?」

　自分でも何を言っているのか理解出来ない……あかん!!　このまま会話を続けるのは非常にまずい気がする!!

『でもお母様は間違いないって……』

「いいから!!　もうお家うちに帰るの!!　じゃ、じゃあね夢次君!!」

「お、おう!!　またな!!」

　慌てて自宅のドアの向こうに引っ込んでいく天音の顔は夕日に負けない程に真っ赤になっていた……おそらく現在の俺もだろう。

　……しかしつがいって……こういう物言いというか感覚は若干獣よりなのかね……あのケモ耳母娘おやこ。
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　夕食後、部屋に戻る私はさっきコンビニで買ってきたいなり寿ず司しを手に持っていた。

　もちろん本日の小さなお客様であるコノハちゃんのご飯だ。

　扉を開けた時、私の持っている物を目にした瞬間にベッドに丸まっていた子狐がパッと立ち上がって期待に満ちた目で見つめる仕草が……たまらない。




「ほらコノハちゃん、ご飯持って来たよ～」

『！　ありがとうなのですお姉ちゃん!!』

　テーブルに置いてあげるとポンと飛び乗ってからお礼を言ってくれるコノハちゃん。

　う……呼んでと頼んだは良いけど、一々呼ぶ時に〝天音〟を付けるのが面倒になったのか……いつの間にかお姉ちゃんだけになっている……。

　……いい、すごくいい!!

　そして器用に両手を使っていなり寿司を美味おいしそうに頰ほお張ばる……。

　くう……彼女が霊体で、写真には写す事が出来ないのが心底悔やまれるわ！

　コレほどインスタ映えという物を体現した被写体は中々お目に掛かれないだろうに……。

「世の中、恐怖を誘う心霊写真ばっかり横行しているのに……可愛かわいいのが映らないのは理不尽よね……ん？」

　そして、私はそれでも何とかならないものかとスマホを手にして気が付いた。

　今日一日で相当数の着信が入っていた事実に。

「う……これは……」

　まあほとんどがいつものカグちゃんとカムちゃんからのものだけどね……。

　正直な話、ずっと着信があった事は知ってはいたけど……今日はほとんど夢ゆめ次じ君と一緒だったし、コノハちゃんに関する事もあったから放置していた。

　だって……ぶっちゃけ今日の半分は寝ていたワケだしね。

「え、えええええ!?」

　しかし私はラインを開いてみて……その内容に思わず声を上げてしまった。

神楽かぐら『本日正午付近、天あま地ちとアマッちが一緒だった目撃情報あり』

神かむ威い『ネタは上がっています！　さあ、本日は今まで何をしていたのかキリキリ吐いていただきましょうか？』

「うえ!?　なんで!?　どこからどうやって今日のってか数時間前の出来事があの娘こたちに知られているのよ!?」

　二人は特に仲の良い友人だけど、住んでいる地元が違うから当日の、しかも数時間後に情報が流れるのはおかしい。

　今日に至っては人と出会う事すら少なかったのに……。

『どうかしたのですか？』

　いなり寿司を食べ終えたコノハちゃんがポンとベッドに腰掛ける私の隣に乗っかった。

　彼女はスマホ自体は山の通行人を見て目撃した事はあったそうだけど、それがどういう代物なのか全く分かっていなかったらしい。

　その機能について教えてあげるとすごく驚いた。




『すごいのです！　この小さな板で遠くの人とお話し出来るのですか!?』

「電話って事なら何年も前からあるけどね」

『……そんな便利な物があったら、ちーちゃんともお話し出来たかもだったのに』

　しゅんとして尻尾を下げるコノハちゃん。

　しかし気持ちは分かるけど、彼女たちが離れ離れになったのは30年前。

　スマホどころか携帯……見た事は無いけどポケットベルだって無かった頃だもの。

　探し人の『ちーちゃん』と連絡を付けたくても今みたいに万人が携帯を持っている時代じゃ無かったから……それは叶かなわない夢でしょうね。

『それで……お姉ちゃんは何を驚いていたのです？』

「……友達に情報が伝わるのが早すぎるの」

　気を取り直したように聞いてくるコノハちゃんに、私は昼間の事がすでに二人に伝わっている事について説明した。

　そうするとコノハちゃんは首を軽く傾かしげて唸うなった。

『関係があるのか分からないのですが、お姉ちゃんと夢次さんが一緒にお母様と交信していた間……何人かの女性の方が神社にお参りにいらしてたのです』

「……はい？」

　それは初耳だ。

『夢の本』の使用上の欠点、それは眠らないと使用出来ない夢が多々ある事。

『夢枕』もその一つ、つまり交信中私たちはずっと眠っていたから、その間に周囲で何が起こっても知る事が出来ないのよね。

「ね、念ねんの為ために聞いておきたいけど……その人たち……どんな人たちだったの？」

　な～んか途と轍てつもなく嫌な、と言うか恥ずかしい予感がする。

　……というか今になって冷静に考えると、自分の行動が恥ずかし過ぎる。

　何で私はあの時、ワザワザ彼に包み込むようにされる体勢を取ったんだろう？

　それも完全に自分からだ……。

　私たちは幼おさな馴な染じみとは言え、つい最近まで疎遠だったんだ……それなりの……その、距離の詰め方ってのはあると思うんだけど……。

　唐突に、異常に積極的に動く自分がいるというか……。

　私が悶もん々もんとしているとコノハちゃんが情報を教えてくれる。

『あの神社を目印に鍛錬する女の人たちがいるのです。良く分からないのですが「次の大会の願掛け」とか言ってたのを思い出したです』

　大会の願掛け……何とも部活っぽいセリフね。

　しかしあの神社は地元でも知る人ぞ知るという感じの場所だった……それなら、その人たちが私の知り合いだったかどうかはまだ分からないわ。

『それと……お揃そろいの黒いお洋服で、背中に字が書いてたのです！』

「字？　それは……何て書いてたのか覚えてる？」

　変な汗が流れる……揃いのお洋服がジャージで、背中の文字が学校名だとすれば……。

『え～っと……ぎんそく高校、女子ばすけっとぼーる部って書いてたです!!』

　アウトだったああああああ!!

　全身の血液が頭に上るのを感じる!!　もしかしたら火が出ているのかもしれない！

　女バスには友人が沢山いるのに!?

　そんな決定的な現場を奴やつらに見られたって言うの!?

　学校からここまで軽く５キロはあるでしょうが!!

　何気合い入れて走ってんのよ！　今年のインターハイへ向けての意気込みか!?

『ちなみに私には良く分からなかったですが、その人たちは〝事件だ〟とか〝意外〟とか〝すくーぷ？〟とか口々に言ってて、それと同じ板から何か光らせてたのです』

　いや[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!　確実に写真撮られてる[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!

　私が悶もだえていると、スマホが着信を知らせて来た。

　恐る恐る画面を見ると……。




神楽『やっとラインを開いたな!!　さあ色々と聞かせていただこうじゃないか……夜はまだ始まったばかりですぜ』

神威『女バスから色々な物的証拠が回って来たんですよ……。納得の行く、面白い話が聞けると期待して待ってたんですよ？』

神楽『とりあえず土日に彼と何があったのか……そこから行こうか？』

　既読に気付かれたらしい……友人ハイエナが群がってきおった!!

　不覚！　何の対策もせずに開いてしまっていた!!

「どどどどどうしよう……どう答えれば……」

『何を困っているのです？　あった事をそのまま話せば良いと思うのです』

「あった事……土日に夢次君とあった事……」

　土日にあった彼との出来事……私はそれを最初から全て思い出して…………その全てがハイエナのごちそうにしかならない事に頭を抱えるしか無かった。

　開示したら多分私は骨も残らない。

「言えるはず……無いでしょ!?」
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　そこはおそらく学校近くの道……だと思う。

　住宅地にほど近い大通りで、ガードレールもしっかりとある歩道、なのだけどしっかりとは思い出せない。

　しかしそんな場所で事件が起こった。

　二人の男女が歩道で何やら口論をしていたかと思うと、激高した男の方が思いっきり女性を車道へと突き飛ばしたのだ。

　男の方は瞬間的に〝やってしまった〟と顔を青くしたが、次の瞬間に事態はそれで済まない最悪な状況になる。

　突き飛ばされてガードレールから向こうに投げ出された女性に向かって、大型トラックが迫っていたのだ。

　無論ガードレールの向こうは信号があるワケでもない車道……トラック側にとってはただ走行していただけの状況、突然飛び出した女性にブレーキを踏む暇もなく……女性はまるでボールか何かのように天高く撥はね飛とばされてしまった。

　悲鳴すら上げる事無く、女性は地面に激突して……最も早はやどこからの出血かも分からない、大量の血液で血だまりを広げていく。

「う……ああ…………」

　焦点が合わず目の光が消えて行く女性は着物姿で、撥ね飛ばされた拍子に外れた桜の髪飾りも最早真っ赤に染められていて……。
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「うお!?」

　俺はその瞬間、飛び起きた。

　瞬間的に時計に目をやると現在は３時を回った辺りの深夜……どうやら今日は相当に疲れていたのか、晩飯の後にそのまま寝てしまったようだ。

　電気も消さずに……。

　今晩は久々に明めい晰せき夢むを見ないで寝ていたようで……明日には天あま音ねに文句を言われそうな感じだけど、今日のところは大目に見てもらおう。

　チラリと窓から見れば、天音の部屋の電気はしっかりと消えている……今日はモフモフと一緒に良い夢を見てるだろうから大丈夫だろうさ。

「さて……多分今見たのは『予知夢』だと思うんだが……」

　俺は傍らにある本を見て思わず呟つぶやいた。

　いい加減俺もこの本に繰り返し世話になっているだけに、何となくだけど夢の手ごたえと言うか、感触？　のようなものが分かるようになって来ていた。

　本当に何となくなのだけど、今見た夢は以前天音の危機を二度も救ってくれた『予知夢』の感触に似ている。

　ただ……単純に予知夢と確信できないのだが……。

　以前の天音の危機を救った予知夢であれば、もう少し具体的に見えていた気がするのに、今回の夢は全体的に酷ひどくあやふやだったのだ。

　特に被害者の全容……あの服装と何よりも『桜の髪飾り』が暗示しているものなど、昨日一日散々話していたコノハちゃんの探し人である『ちーちゃん』なのは明白だろう。

　ただ、その被害者の『ちーちゃん』に関しては着物と髪飾り以外の像が他の何よりも曖昧で判別が出来なかった。

　まるで人物を特定する事に関してはモザイクでも掛かっているかのように。

　……そもそも予知夢だったとして、あんな普通の歩道で着物姿の女性と口論する『男子学生』という状況も良く分からない。

「……予知夢に関して何か特殊なルールでもあるのか？」

　俺は『予知夢』のページを流し読みしていた事を思い出して、今度こそしっかりと確認しようと『夢の本』を開く。

　……ゲームで言うところの〝説明書は分からなくなったら読む〟という類のクセは何とかした方が良い……最近そう思う事が増えて来たな……改善できてないけど。




予知夢の構成

　予知夢は使用者の記憶、情報を元に構成されている。その為ため全てを正確に予知夢にて先に知る事は難しい。

　知らない情報を構成する場合、知りうる近しい情報を元に再構築される。




　……え～っと、つまり？　この『予知夢（？）』は俺の知らない情報でキャスティングしているから、こんなどこか妙な配役になっている……と？

　今の『ちーちゃん』が分からないから昔の、俺のイメージできる『ちーちゃん』の配役になった……的に。

　思い出してみると、前に予知夢を見た時には犯人の特定を出来ず、その場の過去を覗のぞき見みる類の『過去夢』を使う事で犯人の新しん藤どうさんに行き着いたが、俺はその時まで正直新藤さんという女生徒の存在を知らなかった。

　知らない人だったからこそ『予知夢』では夢の構成が出来なかったという事らしい。

　つまり分からない情報だと、そこから推理して行かなくてはいけないって事か？

「や、ややこしいな…………」




　　　　＊




『ちーちゃんが交通事故に遭うのです!?　それはいつどこでなのですか!?』

　翌朝登校時間に家の前で待っていてくれた天音の肩に、一緒に付いてくる気満々のコノハちゃんが座っていたのだが、早速昨日の夜見た予知夢について話すと慌ててとびかかって来た。

　反射的にキャッチしたが、尚なおも手足をバタつかせる子こ狐ぎつねは必死で……あかん、かわいい。

　しかし内容が内容だけに愛めでるワケにもいかない……俺は真面目な顔を取り繕ってコノハちゃんと目線を合わせて話す。

「落ち着きなって。俺が昨晩見た内容が予知夢だったとしたら、それこそ君から詳細を聞かない事には何も分からないんだからさ……」

『あう…………すみませんです……』

　ゆっくりと諭してやると彼女も自分が焦りすぎていた事に気が付いたのか、シュンとして耳と尻尾を下げた。

　く……こんな仕草まで……これを狙ってやっていないのだから……この子狐は、文字通り神なのだろうな……尊い!!

　俺は顔全体で『早く私のモフモフを返して!!』と訴えている天音の肩にコノハちゃんを再び乗せて、昨日の夢の内容を細かく話した。

　最初のうちはショックを受けた様子だったコノハちゃんだったけど、聞いている内に俺が見たのは〝自分に直結する予知夢〟だと確信したようだった。

「しかし……確かに俺が見た夢は〝コノハちゃんに関する予知夢〟だと思うけど、そもそも何で俺がそんなの見られたんだろう？」

　俺にはその辺が少し疑問だった。

　予知夢の概要は基本的に『自分、もしくは近しい者』に限定されて危機が迫った時に自動的に夢で知らせてくれるというものだ。

　いくら可愛かわいい子狐のコノハちゃんでも、さすがに俺は昨日の今日で近しい者として認識できる程広い心を持っているとは思えないのだが……。

　しかし俺のそんな、若干失礼にもなりそうな疑問にコノハちゃんはあっさりと答えてくれた。

『それは多分天音さん……お姉ちゃんと私が仮契約をしたからなのです』

「私と契約……って昨日付いて来る時に言ってた『神降ろし』ってヤツの事？」

　天音の質問にコノハちゃんは頷うなずいて見せた。

『ハイ、今私はお姉ちゃんの霊力に間借りする事でお山を離れる事が出来ているです。つまり今の私はお姉ちゃんと同一化してるです。それで情報がちょっとあやふやになりつつも夢ゆめ次じさんにはお姉ちゃんの危機として伝わったのです』

「私だと認識したから……？」

『ハイです！　深層意識から自分に近しい者、守るべき大事な人物と認識出来なければ、夢次さんの予知夢には割り込めなかったのです』

　……ん？　この子狐……今何か、妙な事を口走ったような気が？

　いや、まあ今は余り考えないようにしよう……今不用意に考えるとドツボにハマりそうな予感がするから。

　なんか稲荷いなり神母娘おやこが昨日言っていた俺たちを称した関係性がプレイバックしそうになるから……話を進めよう……。

「で、でも……仮にその予知夢がコノハちゃんの探す『ちーちゃん』だったとしても、それだけじゃ情報が少なすぎない？」

　天音も似たような事を考えていたのか、若干恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように話し始める。

「学校近くの大通り、ガードレールのある歩道って言っても……それこそどこなのかハッキリしないし……何よりも肝心の『ちーちゃん』が誰なのか分からないんだから……」

『うう……手がかり無しですか？』

「いや……手がかり、無くも無いぞ？」

　落ち込みかけていた一人と一匹だったが、俺がそう言うと目を見開いて驚いた。

『ほ、本当ですか!?』

「『ちーちゃん』が誰だか分かったの？　だってさっき顔も何も分からなかったって……」

「ああその通り……あの予知夢で俺は件くだんの『ちーちゃん』の顔も何も見る事が出来なかった……そう……被害者の顔は……な」

「え？　って事は……」

「ああ……予知夢は自分の知っている記憶、情報を元に自動で構築してくれる。知らない人だから件の『ちーちゃん』はあんな着物姿のシルエットしか無いあやふやなもんだったけど……犯人の顔はハッキリと見えたんだよ」

　そう……ハッキリと見えたのだ。

　情報がしっかりとしていないと分からない『予知夢』の世界で……つまり。

「知ってるヤツだ……しかも何の因果か、またアレの関係者なんだよなぁ……」

　俺が予知夢で見た加害者の名前を口にすると天音は目を丸くして驚く。

「あ、あいつがぁ～？　あんまりそんなイメージ湧かないんだけど……」

「それは俺も思うけどな……。そもそもコノハちゃんと一緒に遊んでいた頃って『ちーちゃん』は何歳だったんだ？」

『確か……八つって言ってたです』

　俺の質問にコノハちゃんは不安そうに答えてくれる。

「八つ……つまり単純計算で現在は38歳くらいの女性って事だろ？　そんな年齢の女性と男子高校生の立場で口論出来るとなると……大分立場は限られてくるんじゃないか？」

「限られた立場って？」

「……そんな年齢の大人と高校生が口論が出来るとしたら、相当近しい存在……母親とか親戚とか……」

　自分を例に考えてみても口論出来るとしたらそれくらいなもの……いや、そもそも近しい女性ってだけで出来るとしたら母か妹しかいない。

「え？　じゃあアイツが『ちーちゃん』の息子って事!?」

『そんな!?　ではちーちゃんは自分の子に殺されてしまうのです!?』

「あ[image: ～][image: ～]そうとも限らないよ？　『予知夢』が示していた人物がそもそも『ちーちゃん』なのかの確証も無いんだし」

　最も早はや泣きそうな表情で言うコノハちゃんに俺は慌ててフォローを入れる。

　ただ、そうは言いつつもその可能性も無いとは言い切れない。

　落ち込みそうな子狐をヨシヨシと慰める天音と目を合わせて、俺たちは無言で頷き合う。

　予知夢はあくまでも『夢の本』が示した警告だ。

　天音の時の事を考えれば同じように阻止する事も可能なはず……だったら。

「なんとかしないとな……俺たちで」




　……と決意を新たに登校した俺たち二人だったが……校門をくぐった辺りから、妙な違和感と言うか視線を感じ始めた。

　それは教室に向かう過程でドンドンと増えて行って……視線の先を見れば大抵同学年の女生徒をしめす赤のリボンを付けている者が多く……何と言うか好奇の視線と言うか。

　俺が理由も分からず不思議に思っていると、隣で天音が目頭を押さえて溜ため息いきを吐ついた。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～]……これはもう、手遅れか……」

「何が？」

　天音が何を嘆いているのか分からずに聞くと、彼女は何故なぜか顔を赤らめて言う。

「夢次君、一応ここからは別々に教室に向かいましょうか……気休めだけど……」

「はい？」

「多分……今日一日大変だと思うけど、頑張ってね？　私も頑張るから……」

「だから何が??」

　ワケが分からず二度同じ事を聞いても明確な事を天音は答えてくれなかった。

　しかしその理由を知った時、俺は女子の噂うわさの伝達速度がどれほど恐ろしいのか……身をもって味わう羽目になるのだった。

　……数分後、天音の指示通りに少し遅れて教室に入った俺が目撃したのは、机に座る天音が数多くの女性陣に囲まれている所。

　中心部にいるのが神楽かぐらさんと神かむ威いさんだから別に絡まれているって事じゃなさそうだけど……明らかに困っている様子なのは分かる。

　そして、取り巻いている彼女たちは俺が教室に入って来たのを全員で注目していた。

　な、なんだ!?　女子に注目されるとか、俺の人生において今まで一度も無かった経験だけれど……あの彼女たちの瞳から読み取れる『面白いのがキタ～』という感情は……。

　俺は中心に取り囲まれている天音の顔が真っ赤っかなのを見て直感した。

『あ、コレはヤバイヤツだ』と……。

　しかし緊急避難的に教室からの逃亡を考えた俺だったのだが、瞬間的に背後の逃走経路を塞ぐ者たちが現れた。

　それはいつものオタク寄りの男友達３人なのだけど……。

「どこへ行こうと言うのかね？」

「悪いな、ここは通行止めだ」

「知らなかったのか？　魔王からは逃げられない……」

　実に奴やつららしい分かっている人間用の逃がさないセリフで立ち塞がる……主に天音の友人たちと同じような目で……。

「な、なぜそんな風に追い詰めるように……」

　本当にワケが分からず俺が恐る恐る聞くと、工く藤どうが自分のスマホを俺に見せて来た。

「な～に……君が逃げようとしなければ、我々も手荒な真似まねはせぬさ……この写真についての納得の行く説明をしていただけるのなら……な」

「写真って…………ブフ!?」

　スマホの画面を見せられた俺は思わず噴き出してしまった。

　だって、そこに写っていたのは間違いなく俺と天音の姿…………ただ、それは境内の階段に二人で座って、更に俺が天音に覆いかぶさるように抱き着いて一緒に眠っている、昨日の神社でのワンシーンなのだから。

「な、なんでこんな写真が!?　あの時神社では誰にも会わなかったのに!?」

「ほほう……つまりはこの写真に写る人物が自分であると、認めるのだな？」

「は!?」

　しまった!!　暗に認めるような発言を!?

　天音を取り囲む女子たちからは盛り上がる声が聞こえ、工藤たちと神楽さんたちはサムズアップをしあっている……なんだそのグッジョブ的なやり取りは!?

「さあ～彼も認めたからには言い逃れは無しだからね！」

「納得の行く話を聞かせていただきましょうか？」

「あ～う～……だからそれは……」

　しどろもどろになり、友人たちの猛攻に困り顔の天音と一瞬目が合うと、彼女は視線だけで『ゴメン』と謝ってくる。

　……多分事前に教えなかった事についてなのだろうけど、こんなの先に知っていたからどうこう出来るもんじゃないだろうしなぁ～。

「てめぇ～何目と目で通じ合ってんだ？　こっちも納得の行く話を聞かせて貰もらおうじゃね～か」

「君は仲間だと思っていたのだが、まさかの裏切りとはな……」

「い、いや……裏切りも何も俺たちは……」

　か、顔が熱い!!　ぐおおお！　何というか超恥ずかしい!!

　この手の揶揄からかいが自分に向く日が来るとは思った事も無かったから、初めての経験にどうしたら良いのか全く分からん!!

　混乱していると友人共は今度は優しく着席を勧めてきて……自分たちも机を取り囲んで座った。

「まあ座りなよ夢次……俺たちはこの写真の経緯について、とやかく言うつもりは無いさ。若干のやっかみは無くもねーけど」

「ふむ、確かに神かん崎ざきさんは我々には高たか嶺ねの花はな……と思いきや、我らの会話にも乗ってくれる稀け有うな女子。ちょ～っと悔しい気持ちも無くは無いが……」

「まあ、相手がお前だったら……アレに比べれば全然納得行くんだよな～」

　そう言いつつ工藤が示した先、教室の隅にはたむろしつつ俺の事を視線だけで殺そうとしているように睨にらむチャラ男の姿が見えた。

「ありそうで実は余りない幼おさな馴な染じみ設定をリアルに体現してくれる、そんなファンタジーな存在が友人にいるのなら……文句などあろうはずがない!!」

「……設定言うなし」

　言っている内容はアレだけど、言いたい事が分かってしまうから困ってしまう。

　何だかんだ言って、コイツらはコイツらなりに祝福してくれているつもりなんだろう。

　……もう、この際認めてしまうけど、俺だって天音と『そう』なりたいのかと言われれば……正直言って……なりたい。

　でもさ……俺たちは何年も疎遠で、仲直りしてからまだ数日しかたってないんだぞ？

　もう少しゆっくりと距離を詰めて行けたらと思っていたんだけどな[image: ～][image: ～]。

「で、だ……夢次、大事な話があるのだが……」

　俺がしみじみ思っていると、友人たちが突然真剣な表情で声のトーンを落とした。

　そしてゾッとする程鋭い眼光で各々が俺を見つめる。

「他言は絶対にしないと誓おう……天地神明にかけて……」

「男の約束……これは未み来らい永えい劫ごう守られる事を保証する……」

「秘密の秘匿……これは我らの共通認識である……」

「お……おう……」

　俺は唐突な奴らの真剣さに一瞬飲まれかけて、息を詰まらせた。

「「「神崎さんとは……どこまでヤったんだ？」」」

「…………」

　俺は発言後も真剣な顔を崩さない連中が聞きたがっている事を理解するまで数秒を要し……理解すると同時にカバンから教科書を取り出して丸める。

「結局お前らが欲しいのはエロ話か！　男子高生!!」

　スパパ[image: ～][image: ～]ン……。

　俺が横なぎに振るった突っ込みは、連中の頭部に全体攻撃としてヒットした。




　　　　＊




　四時間目終了、先生が教室から出た瞬間を見計らって俺は速攻で教室から脱出した。

　背後から工藤によく似た声で「あ！　逃げやがった!!」と聞こえて来たけど気にしない……あのまま少しでも躊ちゆう躇ちよしていたら昼休み一杯連中に尋問されるのは明らか……最終的に何を言わされてしまうのか分かったモノじゃない。

　というか、土日中に天音と起こった出来事に関して口外出来る事はいろんな意味で一つも無い。

　夢とか稲荷いなり神の事は無論の事、部屋に天音が～とか抱き枕にして～とか……言えるワケが無いではないか!!

　アレらの事実はしばらく一人で思い出して楽しむ……イヤイヤ、それはまあ置いといて。

　女性陣の包囲網に関しては天音に任せるしか無いし……。

　男たちでも手を焼いているのに、女子の追及など俺のようなヘタレ男子にどうこう出来ようはずもない。

　それに……俺にはやるべき事があるし。

　昼休みの間、学校にいながら誰にも邪魔されずに眠っていられる場所を俺は朝からずっと考えていて、今はその場所に向かっているのだ。

　トイレの個室とかも考えなくもないけど、それだと緊急事態の人がいたら迷惑になってしまうだろうし……と色々考えた結果、俺はある場所を選んでいたのだ。

　それは体育倉庫の跳び箱の中!!

　……いささかテンプレな発想と思えなくも無いけど、実際学校の中で一番安全に隠れて寝ていられる場所となると、そこしか思いつかなかった。

　そしていざ体育倉庫に到着してみると、案の定人気は全くなく耳が痛くなる程の静寂に包まれていた。

　ただ、何故か授業中はずっと教室中を物珍しそうに走り回っていた子こ狐ぎつねが俺の足元にちょこんと座っている。

「あ、あれ？　なんでコノハちゃんがここに……天音は？」

『お姉ちゃんは「今はどうやっても抜け出せないから夢次を手伝ってあげて」と言っていたのです』

「そ、そうか……」

　元気よく答えてくれるコノハちゃんの言葉に、現在の天音の状況を察する事が出来た。

　……向こうはどの程度の追及があるんだろうか……後で確認するのが怖い、というか恥ずかしいというか……どうしよう……なんか顔を合わせづらいんだけど……。

『それで夢次さんはこんな場所に来て、何をなさるんです？』

　小首を傾かしげて聞いてくる子狐に、とにかく今後の問題は棚上げにしておく事にした。

　……なんかもう、色々と手遅れって気もするけど。

　今はここに来た目的の方を優先しなくては。

「昨夜見た予知夢の手がかりはチャラ男連中の一人だけど、馬鹿正直に俺が聞いてもまともな会話にならないだろうし、今となっては天音だって無理だろう？」

　予知夢、その言葉でここに来た理由が自分に関係する事だと悟ったコノハちゃんは真剣な顔になる。

　元々連中と俺たちは折り合いが悪かったのに、お目当てだった天音は今俺と絶賛噂うわさ話ばなしの渦中にあって、最高潮に不快な存在と化しているだろうから。

　なら……どうすれば良いのか。

　俺は『夢の本』を取り出して今現在出現しているページで最後に当たる場所を開く。

「夢操作中級、最後の項目……正直言うとちょっと印象がおっかないからスルーしていた夢なんだけど……さ」




『幽体離脱』

　眠っている間に霊体のみ抜け出し動く事の出来る夢。

　霊体は一般人には基本視認する事が出来ない。

　肉体を起こされると霊体も戻るが、目覚めず余り長時間抜けていると肉体の方が限界を迎えて死滅してしまう。

＊前任者はその危険性を踏まえて制限時間を設けている。大幅に余裕を持って『30分』。制限時間が過ぎると強制的に肉体に戻される。




　……前任者というのが何者なのか分からないけど、何というか色々な意味で他人のような気がしない。

　スズ姉の前世の知り合いらしいけど、今の俺にとっては安全装置を付けて貰えているのはありがたい。

　俺はいそいそと跳び箱の中に身を潜めると、一緒に中に入ったコノハちゃんに頼んだ。

「コノハちゃん、もし何かありそうだったら遠慮なく俺を起こしてくれ」

『分かりましたです！　任せて下さいです!!』

　小さいながらも頼もしい声を最後に俺は『幽体離脱』のページに手を置いて、静かに目を閉じた。

　……さて、これから何が起こるのか。
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　……と一抹の不安を抱いていたのだが、俺はいつの間にか跳び箱の前に突っ立っていた。

『あ、あれ？　俺はたった今跳び箱の中で……』

　そう思って跳び箱の中を覗のぞき込こんだ俺は、中で『夢の本』を手に持ったまま眠っている〝自分〟の姿をハッキリと目撃して、理解した。

　つまり『幽体離脱』は、もう始まっているという事なのだ。

『しかし霊体って言っても、宙に浮いているワケじゃねーのな。今の俺普通に歩いているし……でも物は摑つかめないし、壁も抜けるんだけどな……』

　何となく幽霊の延長で考えていたからか、霊体になるとフワフワ浮くものだと思っていたんだが……。

『それは仕方が無いのです。完全な夢と違って霊体の方は現実の感覚に引っ張られるです』

『お？』

　俺の呟つぶやきにコノハちゃんはしっかりと〝俺を〟見据えて答えてくれた。

　つまり彼女には俺の事、つまり霊体がしっかり見えているってワケで……。

『もしかしなくても、コノハちゃんには見えるんだ』

『ハイです。でもこの学校で見えるのは私だけのはず、他の人には見えないのです！』

『それは好都合だけど……』

　考えてみればコノハちゃん自身が霊体よりで、俺たちが彼女を認識できているのは彼女が認識できるようにしてくれているからだ。

　なにしろ子供でも稲荷神、霊体が見えたって不思議ではない。

　しかし、霊体は現実の感覚に引っ張られるって事は……。

『もしかして、霊体の操作も明めい晰せき夢むと同じで〝気の持ちよう〟って事になるの？』

　俺が思い付きで言ってみると、コノハちゃんは小さく頷うなずいた。

『間違っては無いのです。でも夢次さんは『霊体なら壁は抜けられる』と思いつつも『人は空を飛ばない』と思っているです。その感覚がある限りは霊体で空を飛ぶのは難しいのです』

『……ようするに霊体の場合だと、現実に〝自分が空を飛べる〟と思える痛い子じゃないと空は飛べないって事？』

『ザックリ言うと、そんな感じなのです』

　明晰夢で空を飛ぶのは簡単、何しろ『これは夢だ、現実じゃない』という精神的な免罪符があるからな。

　反対にこの『幽体離脱』はとことん自分の『現実感』に引っ張られるから、平たく言うと歩いて移動するしか無いって事らしい。

『本当に……変な所で楽をさせてくれない本だよな～』

　俺は愚痴りつつ、コノハちゃんの『行ってらっしゃいです～』の言葉と共に体育館倉庫を後にして、そのまま校舎裏を目指した。

　校舎裏に続く道は基本的に通行する生徒は少なく、連中がたまり場にしやすい場所でもある。

　……普段のアイツらなら昼休みに天音たちに絡む目的で教室に居座っていたけど、今の状況で居座れる程面の皮は厚くないだろうからな。

　そう予想を立てて歩いていると、途中の渡り廊下で例のチャラ男、弓きゆう一いちと先日俺が未来夢を見せて犯罪を思いとどまらせた新藤さんを発見した。

　っていうか新藤さん、本当に印象が変わったな。

　黒髪ショートになった彼女に先日までの軽い雰囲気は欠片かけらも見られず、清純派と言うよりはお堅い風紀委員的な印象まで感じる。

　しかし雰囲気は険悪……と言うかチャラ男側が一方的に暴言をまき散らしていた。

「お前、連絡寄よ越こさねえし、面も見せないってのはどういう事だ!?　それにそのだっせえ格好、誰がそんな髪型や格好して良いって言った!?　アア!?」

　気に入らないからと女性に対して大声で威圧するチャラ男、そんなヤツを黙って見ていた彼女は……挑むようでも抵抗するようでもなく、ただ真っすぐに見据えて言う。

「…………何で許可が出来ると思ったの？」

「あ？」

「私が私の意志でやった事なのに、なんで貴方あなたに許可を頂かなくてはならないワケ？」

「…………お、おま……」

　その口調は淡々としていて外野にとっては単なる正論、俺も思わずウンウンと頷いてしまう答えだ。

　しかしチャラ男にとっては事件だったようで、その答えを聞いた途端、顔を真っ赤にして声を一瞬失ってしまった。

「………………お前……捨てられたいのか？」

　そして絞り出したのは脅しの言葉……多分いつもだったらこの言葉をちらつかせるだけで全て思い通りになっていたのだろう。

　実際新藤さんもコイツの彼女って居場所を確保する事ばかりに執着していたから、色々視野を狭めていたワケだしな……。

　しかし、新藤さんにとってその言葉は最も早はや繫つなぎ止とめる鎖には成り得ない。

　彼女はヤツの言葉を鼻で笑った。

「捨てるって……今まで彼女扱いされた覚えも無いのにね……考えてみれば拾われた覚えすら無いわね」

「な、お前!?」

「捨てると言うのなら、どうぞ？　こっちもアンタと関わる気は一切ないから……」

　そう新藤さんはキッパリと言い放ち踵きびすを返した。

　その姿は堂々としていて、思わずおれは『かっけえ！』と称賛を送ってしまう。

　しかし言葉で優位に立つ事が出来ないと悟ったらしいヤツは目を血走らせて叫んだ。

「おいお前!!　舐なめやがって、ぶっ殺されたいのか!!」

　さすがにこれはヤバイ！　そう言えばコイツ、何股もしておいて自分から離れようとする女性には暴力すら振るう最低男って話だった!!

　俺は慌てて本体に戻ってから助けに来ようと思った。

　本体に戻ってから駆け付けるには数分のタイムラグが出来てしまうから急がないと、と思ったのだ。

　…………が、その必要は無かった。




「あら…………殺してくれるの？」




　叫び声にゆっくりと振り返った新藤さんは、笑っていない瞳で嗤わらい……一言だけ言った。

　まるで地獄を見て来たかのように、覚悟無き威圧をあざ笑うかのように……。

　たった一言返事をしただけで……激高していたはずの男は急速に顔を青ざめさせた。

　彼女を従わせていたはずの最後の手段でさえ、彼女には何の効果も無い……。

　その事実を前に、ヤツのチンケな自尊心は消え去ってしまった。

「…………な、何を」

　冷や汗を流して無意識に足を後退させる元彼氏の姿を見て、新藤さんは深い溜ため息いきを吐ついていた。

「本当……何でコレが良かったのかしら？　数日前までの自分が理解出来ないわ……」

　啞あ然ぜんとして青ざめる、まさにそうとしか表現出来ない顔になった男に新藤さんは颯さつ爽そうと踵を返して、二度と振り返る事も無く立ち去って行った。

　……幽体離脱の過程で偶然目撃してしまったというのは、あまりよろしくは無いだろう。

　他者が無粋に覗いて良い場面では無かっただろうから、多少の罪悪感を覚えてしまう。

　しかし……だ。

　それでも俺はせずにはいられなかった……喝采を。

『かっけぇ～！　新藤さんマジクール!!』

　中身のない口だけの脅しや恫どう喝かつを一蹴して、眼光のみで完璧にこの男を下した……なんという……なんという爽快感なのだろうか!!

　その後、しばらくは呆ぼう然ぜんとしていたチャラ男は何とか再起動を果たして、最高に機嫌が悪そうに校舎裏へと向かっていった。

　そしていつもの場所にたむろする仲間たちと合流する。

「お～キュウ（チャラ男の事）遅かったな。何だ一人か？　カオリは？」

　カオリ……新藤さんの事だな。

　彼女は今まで常にコイツの後ろを付いて回っていた印象だったからな……仲間から見てもいない事に違和感があるのだろう。

　チャラ男はその質問を不機嫌全開に吐き捨てる。

「あ～カオリ？　趣味じゃねー格好しやがったからフッてやった」

　ブフォ!?　俺はその言葉に思わず噴き出してしまった。

　俺はチャラ男の発言と行動に驚きよう愕がくし、恐れおののく……ま、まさかコイツ……。

　ご主人様気取りに威圧しようとして、脅してキレても全く効果なく、挙句の果てに彼女の睨にらんでいるワケでも無い『本気の瞳』にビビっていたっていうのに……。

　それ程までに圧倒的な敗北をした後だというのに、その上で更なる恥の上塗りをしようとでも言うのか!?

『や、止やめるんだ！　それ以上は!!』

　俺は現在霊体である事を忘れて、思わずヤツの発言を止めようとしてしまう。

　しかし霊体である俺の言葉がヤツに届くはずは当然なく……。

「あ～？　お前カオリを切ったの？　マジか、あんなにべったりだったのに？」

「ウソ!?　アイツが一番キュウの彼女ってのに執着してたのに～？」

　驚く仲間たちを前にチャラ男はヤレヤレとばかりな手振りをする。

「あ、ああ……最近重かったからな～あの女、正妻気取りに俺を独占しようとしやがるからよ～。さっきも未練タラタラでよ～」

　うがあああああ！　恥ずかしくて聞いてられねえ!!

　ドラマや映画などで登場人物がこれからひどい目に遭ったり、恥ずかしい思いをする場面になると見ていられなくてシーンを飛ばしたりチャンネルを変えたりしてしまう現象を『共感性羞恥』というらしいが……正直言って気に食わない人物の代表格であるコイツであってもそんな恥の上塗りの光景は……見ていられない。

　やはり幽体離脱は危険だ……精神的に。




　それから俺が不覚にも強力な麻ま痺ひ攻撃にさらされ動けずにいる間に、奴やつらは各々にダレた格好で座り込み、売店のパンを片手に益体のない話を始めた。

　……しかしコイツらの話を初めて聞いたワケだけど、さっきと違って今度は欠片も面白くない。

　無論会話の内容には好みがあるのだから、興味のない話題に興味を持てないというのは分かる。野球が好きな人が野球に興味のない人と会話しても面白くないように。

　だけど、コイツらの会話はそういう括くくりではないのだ。

　ヤレ〝この前どこ校の女を落とした〟だの、ヤレ〝俺はあの有名人と知り合い〟だの、ヤレ〝将来はビッグになるんだ〟だの……基本的に自慢話か具体性のない夢っぽい何かの、フワッとした話ばっかりなのだ。

　いや……中身のない会話が悪いって事は無い、むしろコイツらにとってはとても居心地が良いんだろうし……。

　しかし興味が無いどころか『他人』にとっては単なる拷問にしかならない。

　……天音は今まで波風立てないようにコイツらの話を聞き流していたのか……苦痛だったろうな～。

　しかし俺がいい加減眠って霊体になっているのに更に寝そうになっていると、仲間内の金髪女子がスマホをとりだしたところで雰囲気が変わった。

「そういやキュウ、この写真見た？　どうなってんのコレ？」

「あ？」

　見せられたスマホにチャラ男はあからさまにイラッとした表情になって舌打ちをした。

「あ～そういやこんなん回って来たな～。コイツってお前と付き合ってたんじゃね～の？」

「え？　何じゃあコレって浮気現場？」

　友人たちが冷やかし半分に言うのをチャラ男はうるさそうにあしらう。

「うるせぇな～。付き合う予定なんだよ！」

　その言葉で仲間たちは納得したようだった。

　仲間でも何でもない俺には何の事か分からず、金髪女子の背後からスマホを覗のぞき込こんでみて……俺は思わず噴き出した。

　そこに写っていたのは、さっき工藤に見せられたものと同じ……俺と天音のピッタリツーショットじゃねーか!!

　もうコイツらにまで流れているのか!?

　恐るべし、女子の情報拡散能力!!

　……しかし、となると今の会話って。

「お前のいつもの手口が失敗するのは珍しいじゃん」

　いつもの手口……つまり天音とコイツが付き合っているとかって噂うわさが流れたアレの事か。

　どうやらその手口は仲間内にも知られているコイツの常じよう套とう手しゆ段だんだったらしい。

　仲間たちの指摘にチャラ男は半ギレになって怒鳴った。

「失敗してねー！　まだ途中なんだよクソが!!　この野郎……俺の女に手を出しやがって……」

　イラ……。

　俺は反射的にぶん殴りそうになった……鈍器で。

　しかし霊体では物は摑つかむ事が出来ず置いてあったブロックを持つ事が出来ない。

　今のところ、俺と天音はそういう関係では無い……無いけれど……。

　コイツが天音の事を自分の物発言した瞬間、明めい晰せき夢むのようにショットガンを出せない事を悔やんだ。

　……出せていれば間違いなくヘッドショットをキメられたのに。

　俺が本気でどす黒い事を考えていると、チャラ男が突然こっちを血相を変えて振り返って来てビックリする。

　まさかコイツ、霊体が見えるとか？

　しかし振り返ったヤツはキョロキョロと辺りを見回したのみで、座りなおした。

「どうしたキュウ？」

「い、いや……何か分からないけど、物もの凄すごい悪寒が……」

　見えてはいなくても感じるモノがあるって事か？　気配とか……。

　まさか俺の殺気とかって…………。

　まさかな！　武術の達人でもあるまいし、そんな殺気を俺が放てるワケもないし。

「キュウ、しっかりしてくれよ、お前が天音に近寄れないと俺もアイツに声かけ難にくいんだからよ～」

　そんな中で一人、茶髪が全く似合っていない印象の大柄な男が不満そうに言った。

　……コイツは。

「うっせーな。そんなの俺が知るかよ、勝手にモーション掛けりゃいいじゃねーか！」

「だって神楽はいっつも天音とベッタリなんだぜ？　話すタイミングが無くってな～」

　この中では若干体格の良いこの男……コイツが天音の親友の一人、ギャルっぽい雰囲気の神楽さんを狙っていた事実には驚いたが、俺は実際にコイツを目にして確信した。

　間違いないな。コイツが予知夢で『ちーちゃん』を事故に遭わす張本人『斎さい藤とう拓たく』……。

　それは間違いなく、予知夢の中で着物姿の女性を車道に突き飛ばした加害者そのものの姿だった。

『しかし……何というか……こんなのが件くだんの『ちーちゃん』の息子とか親戚とかに当たるヤツなのかね？』

　先入観を抱くのは良くない事……と分かってはいるのだけど、さっきからの言動や動向を見ていると『チャラ男の同類』としては納得するけど、ど～もコノハちゃんから聞いていた人物の気配と言うか匂いを感じないと言うか……。

　俺自身がコノハちゃんに好印象を持っている事が原因だろうけど……な～んか納得が行かないと言うか……。

　せめてコイツの親の旧姓とかが分かれば違うのだがな。

　……と、そんな事を思っていると突然霊体の姿では何も感じないはずなのに、右腕の辺りが何やら揺すられているような感覚が……。
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〝何だ？〟と思った瞬間、俺は跳び箱の中に戻っていた。

「…………は！」

『あ、夢次さん起きたです』

　右腕を見てみると、俺の二の腕の辺りを両前足で一生懸命揺すっていた子こ狐ぎつねが心配そうにこっちを見上げていた。

　そうか、目が覚めたから幽体離脱が解けて体に戻って……。

　そう確信すると同時に気が付いた。

　俺が彼女に起こすように頼んでいたのはどんな時なのかを……。

「コノハちゃん、何があった？」

『体育倉庫の中に、誰か入って来たです！　二人ほど……』

「……何だと～？」

　俺は声を潜めて思わず愚痴った。

　ワザワザ人に見つからない、邪魔されない場所として人気の無いこんな場所を選んで、更に跳び箱に潜む安全策まで取ったというのに……。

　さすがに俺も外側に誰かがいる状況で跳び箱の中で寝ていられる程豪胆ではない。

　クソ……一体何者だ？　俺は苛いら立だちつつ跳び箱から外側を覗のぞいてみた。

「い、いけませんよ……今は昼休み中です。生徒たちが入ってきたら……」

「誰も来ませんよ、こんな場所……ベタに思えても……ね。ここなら邪魔は入りません」

　それはいつぞや中庭の過去夢で見る事になった二人の教師、英語の吉よし沢ざわ先生と古典の名な倉くら先生……真面目が売りの二人の教師は何やら盛り上がっていた。

　……本来、正しい男子高校生としてはこの状況をラッキーとか、期待通りとして盛り上がるべきところだろう…………が。

　さすがにこの時ばかりはイラッとしかしなかった。

「……コノハちゃん、悪いけどコレ……天音に届けて貰もらっても良いかな？」

　俺はメモ帳に一筆したためると、コノハちゃんに一枚千切って天音に届けるようにお願いした。

　……数分後、呼び出し放送を聞いたヤツらが慌てて体育倉庫から出て行った。

　どうやら天音経由で学校に連絡、教師共を呼び出す事に成功したようで、体育倉庫に誰もいなくなったのを見計らってから、俺は一人跳び箱から脱出したのだった。

「そういうのは放課後にしなさい……ったくよ」
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　それから放課後、俺は現在学校の裏門付近で天あま音ねの事を待っていた。

　……本当だったら学校から出た後に待ち合わせをした方が良かったのだけれど、予知夢で見た犯人の行動を基準にすると、どうしても校舎から出て～っていう手順を踏むワケにはいかなかったのだ。

　今現在、件の『斎さい藤とう拓たく』はコノハちゃんが尾行しているのだが、彼女は仮契約している天音から一定の距離までしか離れられない。

　具体的には天音が校舎内にいるなら、校舎の中なら動けるってくらいだ。

　ターゲットが校舎から出たら報告に来る事になっているから連絡のない今、まだ校舎内にヤツは留とどまっているのだろう。

「予知夢もしっかりとした時間指定があれば良いのにな……」

　それは毎度考えてしまうこの夢の弱点だ。

　前の天音の危機の時でも、周囲の様子から〝夕方である〟とか〝正面玄関の階段〟だとかの情報は読み取れたが『正確な時間』は分からなかった事で間一髪だったのに……今回の予知夢は更に情報が少なくて曖昧だ。

　なにせ見た夢は〝多分学校近くの４車線の大通り〟で、周囲の風景に標識や建物などの特徴が無い場所で、更に空の色も青かった事で『昼間』と時間の予想も前回より更にザックリとしている。

　オマケに肝心の被害者が誰なのか分からないのだから。

　犯人が誰なのかが分かっている事が唯一の救い……そうでなければ大通りの特徴のない歩道を延々とパトロールする羽目になっていただろうし。

　そもそもあの予知夢が今日起こるとは限らない……。

　俺は裏門の植木の陰で一人溜ため息いきを吐ついた。

　そして……待ち合わせにしては余り相応ふさわしくなく〝隠れながら〟待っていた俺に、更に隠れるように身を屈かがめて近づいて来る怪しい人影が一つ。

「お、おまたせ～……待った？　夢ゆめ次じ君」

　その人影は声を潜めて……天音の声で俺の事を呼んだ。

「お、おお……そんなには……」

「はは……ちょ～っと友達を撒まくのに時間が掛かっちゃって……」

　そう困ったように言う天音の顔は木陰でも分かるほど赤い……それだけで一体友達連中に何を追及されてどうして撒く必要があったのか、そしてどうして待ち合わせをするのにこんな隠れて落ち合うみたいな事が必要だったのか……察せられる。

　そしてその理由を考えると……俺も顔が熱くなってくる。

「色々と聞きたい事はあるけどさ……今は一つだけ確認しとくよ」

「うい……何でしょう？」

「そっちは今日一日の追及で、どこまで聞き出されたの？」

「う……」

　俺の質問に言葉を詰まらせる天音。

　……あああ[image: ～][image: ～][image: ～]聞いてるこっちも恥ずかしい!!　俺自身今日一日は友人共から散々追及されていたから、コイバナに群がる女子の渦中にいた天音はどんな事になっていたのか、想像も付かない。

　天音は頰ほおを搔かきつつ……微妙な笑みを浮かべた。

「あ～っと……一応はあの山で撮られた写真の事くらいだよ。久々に地元の山に二人で行ったら、良い陽気でちょっと眠くなっちゃって、少し寒かったからあんな格好になっちゃって[image: ～][image: ～][image: ～]ってさ……」

「う……む、そう言うしかないよな……」

　確かに『夢の本』だの『夢枕』だのの説明が出来ない以上、そんな説明をするしかないだろう。

　実際俺も友人共の追及をかわすつもりでそんな事を口走った……と思う。

「……で、友人たちは何と？」

「…………大変盛り上がっておいででした……『二人は温めあう仲だったの～？』とかそんな感じに……」

「…………そうでございますか…………こっちもそんな感じに話したと思うけど『勿もち論ろんその先の展開もあったんだろう？』とゲスな詮索されまくりました……」

「…………そうでございますか」

　会話が止まる……そして俺たちは二人して裏門の植木の陰で、頭から蒸気を立てていた。

　う[image: ～][image: ～][image: ～]あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]……どうしたもんだコレ？

　俺の今までの学校生活で予想もしなかった出来事に困惑する事しか出来ん!!

　今の俺たちは絶対学校内では頭に〝バカ〟の付くアレの部類になっているだろう事は……さすがにヘタレな俺でも想像できるけど……。

　チラリと隣を見れば顔を真っ赤にした天音と思いっきり目が合って、慌てて同時に逸そらしてしまう……な、何だコレ？　本当に何なんだ!?

「あ[image: ～][image: ～]まあこうなったら仕方が無いよな、うんうん。これ以上の事は俺たちが口を割らない限りは流出するワケないものな！」

「そ、そうね……そうよね！　別に私たちが幼おさな馴な染じみって事くらい知ってる人は知ってる事だものね!!」

「そうそう！　特別仲が良い写真を撮られたくらいで……」

「うんうん、家がお隣って事くらいは周知の事実だし……」

「…………ちょっと待とうか天音さん？」

　微妙に今、軽く言ったけど聞き捨てならない事を天音は口走った気がしたが……。

「今何て？」

「え？　だから色々と聞かれて、昔から家がお隣だった事とか、窓から向こうのお部屋が見える事とかくらいはしゃべったけど……」

「……何で君は……いらん餌を撒いちゃうかな」

　俺は思わず頭を抱えて呻うめく……基本的に天音は察しが良いはずなのに、何ゆえこういうところで若干の天然を発揮して下さるのかな。

「え？　で、でもそのくらいなら別に何も……」

　自分の発言の迂う闊かつさにまだ気が付いていないようで、俺の文句にキョトンとする天音……確かに文面だけの情報のみを拾ってくれるのなら、問題無いのかもしれない。

　それは言った通り調べれば分かる情報なのだから。

　しかし……その情報を『本人』がしゃべったって事が非常に重要になってくる。

　ある程度の予想が出来る人が実際に聞いたのなら、その情報が本人にとって開示しても問題の無い情報なのだと推測するだろう……そして。

「へえ～……やっぱりその話にはまだ〝先〟があったのね～」

　唐突に掛かった声に俺たちは体をビクリと震わせて硬直した。

　ここは人目に付かないように待ち合わせに選んだ場所だというのに、そんな俺たちの背後に回っている人物は一体……。

　恐る恐る振り返ってみると、そこにいたのはユルフワな茶髪ロングで俺たちをニヤニヤとした目で見ている天音の親友の一人、神楽かぐらさんだった。

　彼女はおもむろに天音の肩に手を回して悪～い顔を作ってみせる。

「あからさまに私たちを撒いてどこに行くのかと思えば、や～っぱりか……悪い娘こめ」

「へ？　あ、いや……別に撒こうとかそんな事……」

「そ・れ・に～、今の天音の言い方だと『お隣の部屋』って情報はバレても構わないって言うなら[image: ～][image: ～]その先にも～っとバレちゃいけない何かがあると思うんだけど～？」
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「「[image: ]」」

「じゃあそのバレちゃいけない何かは……何なのかな～？」

　俺たちは二人そろって言葉を失ってしまった。

　ホラ見ろ……こんな感じで想像力と洞察力に優れた人物が必ず真相に辿たどり着ついてしまうってのに……。

　しかしこの場にいるのは神楽さん一人だけ……天音の行動を怪しんで一人で尾行して来たって事なのだろうか？

　しかし俺がそんな彼女に戦々恐々としていると、神楽さんは唐突にピョンと天音から離れて、作っていない素の表情で笑い始めた。

「アハハハ！　ゴメンゴメン、ちょっと揶揄からかい過ぎたね。そんな怒んないでよアマッち！」

「ム[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　見れば天音は涙目になって怒っていた。

　……そんな仕草もちょっと可愛かわいく思えてしまうけど。

「悪かったって。今度のテストの山、後で教えてあげっからさ」

　憤慨する天音に神楽さんがニカッと笑いながらそう言うと、天音はしばらく迷ったようにしてから「……２教科は確実よ」と呟つぶやいた。




　神かん崎ざき・神楽・神かむ威いの仲良し３人は基本的に成績が良いのだけれど、外見からは意外なのだが、実は一番成績が良いのがギャルっぽい神楽さんなのだ。

　聞くと毎回学年順位のトップテンには常に入っている程なのだとか……。

　そんな事を考えていると、神楽さんは俺の肩をポンと叩たたいた。

「ま、興味はあるけど邪魔する気は無いからさ……その辺の微妙なさじ加減はお任せするよ、幼馴染の天あま地ち夢次君」

「う、ういっす……」

　……何というか今の一瞬、そこはかとないプレッシャーを感じたような。

　言葉にはしてないけど、よくドラマとかである『泣かせたら承知しねー』的な覚悟を問われたような気がして……俺は思わず返事をしてしまっていた。

　そして神楽さんはそのまま颯さつ爽そうと裏門を出て行こうと歩きだす。

「今日はこれからどうするの？」

「ん～もうすぐテストじゃん？　帰りはいつもの図書館でも寄ろうかな～ってね……じゃあね～ご両人」

　天音に軽く返事をしながら神楽さんはヒラヒラと片手を振って帰って行った。

　そんな後ろ姿を見ながら、俺は何となく納得してしまったのだった。

　なるほど……あれは確かに天音の親友の一人なんだと……。

「放課後に図書館か……本当に努力家なんだな神楽さん。もうすぐテストって言っても、まだ三週間もあるのに……」

　自分が一週間前どころか数日前にならないと尻に火が付かない事を考えると、そんな神楽さんの姿勢に頭が下がるね。

　俺が素直な感想を言うと、何故なぜか天音が自慢げに胸を張った。

「そうでしょ、自慢だけどカグちゃんは毎日予習復習を欠かさない凄すごい娘なのよ！　３人の中じゃ一番成績低いの私だしね。カグちゃんの自己学習ノートには何度助けられたか分からない程なんだから～！」

「親友を褒められて嬉うれしいのかもしれないけど、自分にとっては全く自慢になっていない事を堂々と言うなや……」

「だ～って事実だもん。私の成績の５～６割はカグちゃんのお陰だと自覚してるから！」

　まあ……そうは言っても、あくまであの３人の中ではという注釈が付くから別に天音の成績が特別悪いって事でもない。

　天音だって学年の中では上位に入る成績を保持している事に変わりはないのだから……。

　だからこそ高校はおろか中学にまで〝才色兼備なお姉さま〟として知れ渡っているのだからな。

「……うちの妹なんて天音の事を随分神格化して見ているフシもあるのに……そんな事堂々と公言してたらガッカリされるぞ？」

　実際３歳違いとは言え妹だって天音とはお隣さんの幼馴染と言っても良いはずなのだが、妹と天音は余り接点が多くない。

　だからこそ少し理想と憧れが過剰な気もしないでもないんだよな～。

　俺の言葉に天音は露骨に顔を不満げに顰しかめる。

「え～？　夢ゆめ香かちゃんってそんな感じに私を見てたの？　でも……そうか、道理でいつも話しかけてもよそよそしいって思ってたけど……」

　まあ、天音としたら不満だよな……。

　よそよそしかった原因はそんな神格化以外に、俺が天音と疎遠だった事が原因だろう事は……薄々分かっていた。

　そうなると細かい所で妹には色々と迷惑をかけていた気がする。

　今度妹と天音が仲良くできるように何かセッティングしようか……そんな事を真剣に考え始めた辺りで子こ狐ぎつねのコノハちゃんが足元に現れた。

『夢次さん、お姉ちゃん、あの人が学校から出たのです！　お友達に〝今日はもう家に帰る〟って話してたのです!!』

「お、そうか帰るって言ってたんだな、確かに」

『ハイ、間違いないのです』

　コノハちゃんの報告に俺はスマホを操作して学校周辺のマップを出した。

　そこは学校から一番近くにある４車線の大通り、つまり予知夢で見た事件現場……だと思われる場所。

「ヤツ、『斎藤拓』の現住所は南区の方……つまり自宅に帰るならこの大通りを南下するルートのどこかを通るはずだ」

　俺は幽体離脱で盗み見ておいたヤツの住所を思い出して下校ルートで大通りと面している場所を予想する。

「南区に至る大通り、４車線の道路はここしか無い。予知夢の通りならば学校からこの大通り、右側の歩道を俺たちも南下していけば……」

「予知夢での事件に遭遇するって事ね？」

「ああ、そのはずだ……その為ためにまず犯人を追いかけないと」

　場所のハッキリした特定が出来ない以上、そう行動するしかないのだけれど。

　本当なら今まで張り付いていたコノハちゃんがずっと見ていてくれるのが一番なのだったけど、残念ながら彼女は天音という仮契約者がいないと遠くまで行けないからな。

　……まあ、まだそう遠くまでは行ってないだろう。




　俺はこの時、お気楽に判断した事を後に途と轍てつもなく後悔する事になった。

　尾行する者から目を離さないというのは基本だという事を、骨身に染みて知る事になるのだから……。




　　　　＊




「そういや……昼間に奴やつらの会話を聞いたら、斎藤って神楽さん狙いみたいな事言ってたけど？」

　俺たちは予定通りに学校近くの大通り、その右側の歩道を若干の早歩きで南下していた。

　そんな中、俺が軽い話題のつもりでそう言うと天音は露骨に嫌そうな顔になった。

　どうやらそれは天音にとって新鮮な情報では無いらしい……しかも悪い方向に。

「それはカグちゃん本人も知ってるよ。何回かそれとなく言い寄られたらしいから」

「あ、そうなんだ」

　俺は昼間の会話で、てっきり何のアクションも起こしてないのかと思っていたけど。

　弓きゆう一いちが動かないと自分が近づけないとか何とか言ってたし……。

　天音は早歩きのまま、不機嫌全開で話し始める。

「別に私もちゃんと真剣に告白するって言うなら口を挟むつもりは無いよ……でも、アイツらは彼女ってのをトレーディングカードとか貴金属と勘違いしてるのよ！」

「……何だそれ？」

「いっぱい持っていて、周りに自慢できれば偉いって思ってんの……馬鹿にしてんのかって思うわホント……」

「うわあ……」

　俺には天音が最初何を言っているのか理解できなかった。

　そして、それは天音も同様なのだろう、理解できないからこそ苛いら立だっているようだ。

　収集品と同じように考えて彼女を侍はべらせてるってか？

　だからこそ平気で何股もかける事が出来ると勘違いしていると……。

　……昼休みの哀れな男の姿は、調子に乗って自分がモテると思い込んだ愚か者の末路って気がしてくる。

　調子こいて、色々な人に嫌われて、最後に残るのは惨めな負け犬……か。

　自信過剰は身を滅ぼす……アレは教訓にしておくべきだな……。

　しかし天音のディスリタイムはまだ終わらない。

「私に散々言い寄って噂うわさ流したアレはその典型だったけど、カグちゃんに言い寄ってる斎藤も同程度に最悪なのよね……」

「……ヤツは何をやらかしたんだ？」

「さっきも言ったでしょ？　アイツらは自慢したいだけの為に言い寄ってくるって。その仲間内で唯一、アイツだけが彼女がいないからって焦ってるんだって……」

「……は？」

「仲間内で自分にだけ彼女がいないからって、見み栄えを張りたいだけの為に取りあえず付き合えとか言ってんのよ!!　いい加減にして欲しいってのよ……アタシの親友は間に合わせの贈答品じゃない!!」

「ど、どうどう……分かる、お怒りはご尤もつともです！　何かすみません男として謝罪いたしますから……落ち着いてくれ……」

　とうとう天音は目から炎を噴き出しそうな勢いで吠ほえ始めた。

　何というか天音も今まで色々溜たまってたんだな……。

　微妙に今の話が女性を物扱いして品定めする最悪例って感じで身につまされ……俺は何となく男を代表して謝ってしまった。

　しかし、少々エキサイトしていた天音はいつの間にか尻尾を下げてシュンとしているコノハちゃんに気が付いてハッとなった。

　もしかしたら件くだんの『斎藤拓』が『ちーちゃん』の関係者かもしれないって事を忘れていたようだ。

「あ!?　ご、ごめんなさいコノハちゃん!!　私ちょっと無神経だったね……」

『……仕方ないのです。私も聞いてて良い気はしないです……』

　天音はそんなコノハちゃんにあからさまに〝やっちゃった〟という顔になって逆の意味で落ち込み始めてしまう。

　しかし予知夢の通りだとするなら、万が一ヤツが『ちーちゃん』の息子か何かだとするなら……もっと最悪の展開を予想しなくてはならなくなるんだよな。




　それからしばらくは気まずい雰囲気での競歩が続いた。

　大通りに出てから南下を始めて大体20～30分はたった頃、俺たちはすでに２～３キロは歩いていたのだけど、目標の『斎藤拓』はいつになっても見えて来なかった。

「あ、あれ？　そんなに急いで帰ったのか??」

「おかしいわね……南区っていうならもうすぐ着いちゃうけど」

　予知夢で見たからとすぐに追いつけると思っていたのが、完全に裏目に出ていた。

　そして同時に、俺はこの時最大の勘違いをしていた事に気が付いていなかった。

　若干の焦りが出始めていた時、俺のスマホから着信音がした。

　通信の相手は『剣つるぎ岳だけ美み鈴すず』、スズ姉からだった。

『お～学生、学校はもう終わったかね？』

「ああ、うんさっき終わったけど……どうしたの？」

　俺の心情とは裏腹にスズ姉はのんびりした感じで話して来る。

『や～昨日白しら鷺さぎ家に関して前オーナーに話聞いとくって父ちゃんが言ってたでしょ？　さっき、その前オーナーに父ちゃんが会ったらしくて連絡してきたから、一応報告って思ってね』

「おお！　白鷺さん家ちについて何か分かったんだ!!」

『ちーちゃん』に繫つながる新たな情報！　今の状況でそれは非常にありがたい。

　俺の『白鷺さん家』の言葉に真っ先に反応を示したのは、やっぱりコノハちゃんだった。

『それがね……30年前にあの山から夜逃げした白鷺家の連中は今も遠くにいるみたいなんだけど、肝心の当時７～８歳だった白鷺家の娘は現在は結婚してこの近くに暮らしているって話なのよ……』

「え!?　マジで？」

『ちーちゃん』がこの近くに住んでいる？　そうなるとますますあの予知夢に信しん憑ぴよう性せいが出て来る……。

『ちーちゃん』と思われる40歳くらいの女性を、おそらく近しい関係である斎藤が殺害する予知夢に。

　だが俺は自分が最大の勘違いをしていた事に、スズ姉の次の言葉でようやく気が付いた。

　予知夢は自身が持っている情報を元に組み上げられる。

　だから……俺の夢に出て来た『ちーちゃん』が本人であるって確証はどこにも無かったというのに、俺はずっとアレは現在の『ちーちゃん』なのだと思い込んでいたのだ。

　だからこそ……俺はスズ姉の次の情報に背筋が凍り付いた。

　その勘違いが致命的である事を理解して……。




『旧姓は白鷺で、下の名前は千ち里さとさん、現在は結婚して『神楽』の姓を名乗って旦那と娘と一緒に暮らしているって話で……』




「…………は？　い、今何て??」

　俺は思わずスマホを落としそうになった。

　たった今スズ姉が口にした苗みよう字じ……俺はついさっき、それと同じ苗字の人物と会っている……そう、天音の親友と……。

『だから神楽さんだよ。今は神楽千里を名乗って……』

「神楽!?　確かにそう聞いたのかスズ姉!?」

『う、うえ!?　ああ、間違いないけど……』

　俺の切羽詰まった怒鳴り声にスズ姉は狼ろう狽ばい気味に答えた。

　眩暈めまいがしそうになる……俺は予知夢で見ておきながら、その夢が教えようとしていた事を見誤っていたのだ!!

「なんてこった……このボンクラがあああ!!」

　俺は自分自身の頭を殴り罵倒しつつ、慌てて踵きびすを返して走り出した。

　……この通りを北上した北区に建っている図書館を目指して。

　そんな俺の突発的な行動に天音も一緒に駆け出していた。

「夢次君!?　神楽って……」

「今スズ姉に聞いたけど、『ちーちゃん』の本名は千里、今は結婚して神楽千里なんだそうだ！」

「え!?　じゃ、じゃあもしかして夢次君が見た予知夢って……」

　天音の顔がみるみる青ざめて行く……気が付いたらしいな。

『夢次さん！　どういう事なんです!?　ちーちゃんに何かあるのですか!?』

　対して今の説明ではコノハちゃんには理解できなかったらしく、彼女も一緒に来た道を逆走しながら聞いてくる。

「俺が見た予知夢の『ちーちゃん』らしき人物ってのは本人じゃない！　情報が足りずにコノハちゃんの予知夢として見えたのは『ちーちゃんの娘の危機』だったんだよ!!」

『え、ええ!?』

　10代のガキが30～40代の女性と口論って図式に最初から違和感があった。

　だからこそ、そんな年の差で口論が成立するのは親とか近しい人物でなければあり得ないと思ったけれども……。

　それが同世代の女子にモーション掛ける男との口論とするなら話は別だ。

　友人には『帰る』と言っておきながら、目当ての女子を追いかけて行ったのだとすると……帰宅路を探ってもいるワケはなかったのだ。

「俺が見た予知夢はちーちゃんの娘『神楽百もも恵え』がフッた男に逆上されたシーンだったんだよ!!　クソッたれ!!」







[image: ７章　トラックに見る白昼夢]




　神かん崎ざき、神楽かぐら、神かむ威い、奇くしくも神の漢字を苗字に持つ仲良し３人組。

　若干オタクっぽい友人の工く藤どうが「丁度３人の神だから、運命の三女神ノルンって呼ぼうか？」とおふざけで言い出したら、バカバカしいと思いつつも……放課後３人でファミレスに集まって『じゃあ長女は誰かしら？』と真剣に話し合ってしまうような……彼女たちはそんな、どこにでもいそうな女子高生である。

　ちなみに過去を司つかさどる長女はめでたく天あま音ねが任命された。

　理由は『３人の中で一番過去に拘こだわっていたから』と言われてしまい、本人はぐうの音も出なかったようだが……。

　そんな彼女たちの中で一番ギャルっぽい格好をしている神楽百もも恵えは……最近ちょっとした、それこそどこにでもありそうな悩みを持っていた。

　それは母親との確執……いわゆる反抗期である。

　彼女は元々勤勉で真面目、テスト期間に限らず勉学を続ける努力家なのだが、反面服装や髪型などは校則の許すギリギリのラインで独自に楽しむ砕けた側面があった。

　その事で最近は母親と少し折り合いが悪いのだ。

　母は最近、事あるごとに娘の格好について『少しでも人から不真面目に見られる格好は止やめなさい。第一印象が悪くなるのはダメ』と注意してくるのだった。

　神楽はそれが不満だった……『別に理解しろって言うつもりはないけど、否定してかかる事はないじゃない』と。

　ただ……神楽は何故なぜ母がそんな事を言うのか、その理由については理解しているのだ。




　それが全て、自分の将来を心配しての発言であるという事を。

　彼女の母の実家は『白鷺家』という結構な財閥だったのだが、バブル崩壊の煽あおりを受けて財産の全てを失い一家離散……お嬢様だった母は幼少期から大変な苦労をしたらしく、だからこそ注意する……してくれている……それは分かっているつもりなのだ。

　それで自分の全てを否定してくる母なら嫌いようもあるのだが、彼女の母は頑張っている勉学について『もっと頑張れ』だの『成績を上げろ』だのとは絶対に言わないし、友人関係にも不必要な口出しを一切しない……頑張りは認めてくれていて、信頼もしてくれている……その事は神楽も分かっている。

　でも……だからこそ……モヤモヤしてしまうのだ。

　くだらない事で……と思いはする……母の事が嫌いなワケじゃ無い……なのに……それでも反抗的な口を利いてしまう。

　神楽百恵16歳は……本当に分かりやすい反抗期真っただ中なのだった。

「……アマッちはどうやって彼と仲直りしたんだろう？」

　不意に彼女が思い出すのは、つい最近まで幼おさな馴な染じみと疎遠だったクセに、突然仲直りをしたと思ったら数日でバカップル化している親友の姿……。

　男女の仲と考えれば違う気もするけど、別に嫌いあっていたワケでも無いのに今まで仲良く出来なかったとしか思えない二人を見ていると……何か参考になる気が彼女はするのだ。

　あからさまに人目を避けてどこに行くのかと思って後を付けたら、案の定裏門で『天あま地ち夢ゆめ次じ』と待ち合わせしていた天音を思い出して……自然と笑みがこぼれた。

「……考えても仕方がないか……ヤレヤレ……」

　神楽はちょっとだけ幸福感をおすそ分けして貰もらった気分になり、これからテスト勉強に勤いそしむつもりで図書館へと歩みを進める。

　……しかし、そんな穏やかな気分は後ろから掛かって来た声によって一瞬にして台無しになった。

「よう神楽ぁ～、今ヒマか？」

　それは天音に最近まで言い寄っていたチャラ男と一緒にいた……こっちも何度となく神楽へ気がある風な事を言ってて、辟へき易えきしていた人物だった。

『最近天音が天地と交流し始めてアイツらが寄ってこなくなったから、コイツも近寄ってこなくなってかな～り快適だったのに……』

　神楽の口から思わずため息が漏れるが、そんな事はお構いなしとばかりに『斎さい藤とう拓たく』はニヤニヤと笑いながら近寄ってくる。

　しかし神楽はそんな輩やからを一いち瞥べつしたのみで歩みを止める事は無く……その事が気に入らないらしい斎藤は慌てて追いかけて来る。

「お、おい、ちょっと待てよ！　話聞けって!!　今ヒマか聞いてんだよ!!」

　自分優先に話を進めようとして、こっちの都合も考えていない言い様に神楽の口から再び深いため息が漏れた。

「……これから勉強するのよ」

　端的に冷たく言い放った神楽の言葉は、どう考えても『忙しいから付いて来るな』としか言っていない……拒否を示すものだった。

　しかし、その言葉を斎藤は独自の解釈で受け取り……おかしな事を言い出した。

「なんだよ、だったらヒマなんじゃね～か！　それならこれから一緒にどっか行かね～か？」

「……はあ？」

　神楽は一瞬、斎藤が何を言っているのか理解できなかった。

　勉強するつもりだと、端的にだがこれからの予定を正確に伝えたというのにヒマだと思えるその思考が……。

『何言ってんのコイツ？』

　しかし同時に以前天音がチャラ男連中にモーションを掛けられた後、不機嫌全開に愚痴っていた事を思い出した。

〝アイツらは女性をアクセサリーか何かと勘違いしてんじゃないの？　外見だけで内面なんて少しも興味ない〟と言っていたのを。

『ああそうか……コイツは私が放課後勉強しているとか、成績がどうとか、そんな事は一切知らない……と言うより興味無いのね……。コイツが仲間内の見み栄えだけで私に言い寄ってたのは知ってたけど……ここまでとは……』

　ようするに少しギャルっぽく見える自分の格好だけを見て〝遊べそう〟〝軽そう〟と判断して、自分が〝勉強をする〟と話したのは体のいい冗談か何かだと判断したのだ。

　神楽はそう判断すると目の前の男に益ます々ます苛いら立だった。

「冗談じゃない……たとえ本当に暇だったとしても、私はアンタみたいな男は願い下げだわ」

「え～？　そんな事言うなよ～奢おごるからさ[image: ～][image: ～]」

　尚なおもしつこく言う斎藤に、神楽は歩みを速めて立ち去ろうとする。

　そんな様子に斎藤は慌てて追いかけて、今度は彼女の前に回り込んだ。

　その顔にはもうさっきのニヤニヤ笑いは無くなって、焦ったような感情が浮かんでいた。

「ま、待てって！　神楽、お前今彼氏いないんだろ？　だったら俺と付き合わね？　あんなダセー男共と付き合うよりさ～」

　その言葉に、神楽は心の底からイラッとした。

　何なのだろうか、この自分勝手なクソガキのような発想をする男は……と。

　今彼氏がいないから何だ？　だからって何で自分がコイツと付き合ってあげる必要があると言うのだ？

　それにダセー男共と言ったのは、話の流れから最近仲良くなり始めた天地の友人たちである事は明らかで…………〝ダチ〟をバカにされた神楽はとうとう怒鳴った。

「ふざけんな！　私の事を理解しようともしてないヤツの見栄の為ために、何で私が付き合ってやらなきゃいけないんだ!!」

「う、うえ!?」

「それも理解してくれるダチを悪く言うクソ野郎なんかとさ!!」

　それと言うのも最近天音と天地の交流の余波で話すようになった男仲間で、神楽はオタク趣味ではあるが成績上位の工藤とライバル関係を築いていた。

　神楽百恵は好敵手ともを貶けなされ大人しくしているような、そんな性格はしていなかった。

「今私に彼氏がいるとかいないとか、そんな事は関係ない！　納得行かないならハッキリ言ってやる、私はアンタが嫌いだ！　だからアンタと付き合うつもりは無い、それだけだ!!」

「な、な、な…………」

「じゃあ……もう私に近寄って来ないでよね……」

　そうとだけ言い残し、神楽はショックを受けて固まっている斎藤を避よけて颯さつ爽そうと歩き出した。

　しかし……言いたい事を言い切ってちょっとだけスッとしたと思っていた彼女だったのだが、突然自分の背後からドンと衝撃があった。

　その瞬間……自分の体から重力が感じられなくなっている事に気が付いたと同時に、自分の体がガードレールから車道に投げ出されているという、余りに唐突な出来事に理解が及ばない……。




「…………え？」




　何が起こったのかは分からなかった。

　ただ……自分が投げ出された体が……迫りくるトラックの目の前にあるのだという事だけは……何故か理解できたのだった。

　突然目の前に現れた女子高生に驚きよう愕がくする、トラック運転手の青ざめた顔すらしっかり見えたのだ。

　まるで他人ひと事ごとのように……。




　　　　＊




　油断、それ以外の原因など見当たらない。

　俺は予知夢で事が起こる事を知っていた。

　犯人の顔だってしっかりと見ていて、誰なのかも確認していた。

　それなのに、肝心な犯行に及ぶ犯人から目を離した……。

『犯人の顔が割れているのだから大丈夫だろう』などという、何の根拠もない浅はかな考えで……携帯とかの連絡手段が使えないコノハちゃんに〝奴やつが学校を出たら直接知らせる〟という隙の大きい指示を出してしまった。

　仮に俺が奴らに嫌われていると言っても、俺には昼間に使った見つからない方法、幽体離脱ってアドバンテージがあったにもかかわらず……だ。

　油断せず、一時たりとも目を離さない……たったそれだけの事を怠らなければこんな事にはなっていないと言うのに……。

「はあ、はあ、はあ…………くそおお！　一時間前の自分をぶん殴ってやりてえええ!!」

　俺たちは大通りを戻る方向、北区に向けて全力で走っていた。

　体力測定の１５００メートル走ですらへばってしまう俺だが、この時ばかりは泣き言を言っている暇などなかった。

　息が上がり、心臓が悲鳴を上げ、何よりも足がどんどんと地面を蹴っているのか分からなくなるくらいに感触が無くなって行く……。

　しかし、それでも……たとえ心臓が破裂しようと、血ち反吐へどを吐こうと、足を止めるという選択肢だけは選ぶワケにはいかなかった。

　これは……俺がやらかした、俺のせいで招いた失態なのだから。

　同じように走る天音も必死な形相ではあるものの、俺よりは運動能力が高いから、多少の余力は残っているだろうが……それでも時間の問題である。

　どんな一流アスリートであっても、全力疾走で走り続けるなんて事は出来ないのだから。

「な、んで、こんな時に限って、タクシーの一台も通んないのよ!!」

　天音の文句に頷うなずきそうになる。

　今だったら後の刑罰も辞さない覚悟でチャリパクだってしようモノなのに、こんな時に限ってどこにも止まっていない！

　特徴のない一本道だけが、ただただ続いていた。

　しかし酸欠状態で目の前が朦もう朧ろうとし始めて来た時、コノハちゃんが声を張り上げた。

『夢次さん！　あれを見てくださいです!!』

「は、は、ひ……や、やばい!!」

　もう全力でどのくらい走ったのか分からないのだが、それでもここから４００～５００メートルは先の〝反対側の歩道〟に二つの人影が見えた。

　顔は見えない、何者かも分からない……しかし『何か口論をしている』ような事だけは分かった。

「あ、あれってまさか!?」

　天音も人影が見えたらしく、目を細めてよく見ようとしている。

　まだ間に合うのか!?　そう思ったのもつかの間……口論していたかに見えた片方がその場から立ち去ろうとして、その背後からもう片方が何かをしようとしている!?

　その〝何か〟の内容を俺はしっかりと夢で見ていたのだ。

　見ていたというのに……。

「やめろおおおおおおおお!!」

「カグちゃん逃げてええええええ!!」

　俺たちは揃そろって声を張り上げた。

　しかし……その叫び声は距離というどうしようもない現実の前に、空気中にかき消されて届く事も無く……。

　神楽百恵、天音の親友の体はアッサリと……向こうから走って来た大型トラックの前に、ガードレールを飛び越えて……宙を舞っていた。




「あ、あああああああああ!!」




　目の前が真っ白になる。

　そんな話をよく聞くけれど、本当にそうとしか表現できなかった。

　知っていたのに……。

　助けられたはずなのに……。

　俺は自分の迂う闊かつさが招いた事態を呪った……絶望した。

『俺のせいで……俺が油断したばかりに、俺の、俺の……』







　しかしその時、俺は自分の感覚が妙な事に気が付いた……。

　運動不足なクセに数キロを走って酸欠状態、体力も気力も限界で最も早はや考えすら全くまとまらず、ただ自分の不ふ甲が斐いなさを嘆いていたはずなのに……。

　俺は何故なぜか、冷静に別の事を考えていた。

　目の前が真っ白になっている……そう思っていたのだが、違う。

　周囲のすべてから色が無くなって、モノクロの世界になっている……。

　そして……すべての景色がスローモーションのようにゆっくりと見えていた。

　……普通ならこんな事態、驚くはずなのに……俺はそんなスローに見えるモノクロな世界で冷静に『今の自分たちが出来る最大限』のみを考え、行動に移していた。

　まるで慌てる自分と、冷静な自分の意識が二つあるかのように……。

　俺は天音と真正面からダンスでも踊るように、右手と左手を組んで事件現場に向けて突き出すと、その上にコノハちゃんを乗せた。

「な、なに!?」

　親友の危機に気を取られていた天音が俺の行動に驚くが、俺は構わず確信に満ちた声で言った。

「魔力を借りるぞ〝アマネ〟!!　飛べ、稲荷いなり神!!」

「……え？」

　俺は返事も待たず、何の事かも分かっていない天音の背中を『夢の本』でポンと叩たたいた。

　その瞬間、俺たちの腕に乗っていた子こ狐ぎつねに天音から膨大な〝何か〟が流れ込み……〝ドン〟という音と共に光の線となって高速で放たれた。

『おおおおおおお!?　こ、これって!?』

　そして放たれた子狐は高速の光の中で、与えられた『通常の人間では考えられない膨大な魔力』を伴い、美しく神々しい成体の狐の姿へと変貌して行く……。
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　そして…………。




　キキキキキキイイイイイイイ!!




「え……あ？」

『ちーちゃああああああん!!』

　気が付いた運転手が慌てて急ブレーキをかけるが、投げ出された神楽さんが撥はねられるのは確実、最早回避は絶望的……誰もがそう思い、俺だってそう思っていたのに。

　衝突するような音は……終ついぞ聞かれる事は無かった。

　代わりに聞こえてきたのは……何故か反対の歩道にペタンと座り込んで現状自分に何が起こったのか、何で車道に投げ出されたというのに助かったのか、全く理解出来ないでいる……間の抜けた神楽さんの声だった。

「……え？　あ、あれ？　一体私、何を??」

「か、カグちゃん!!」

「え？　アマッち??」

　そして泣きそうな顔で神楽さんに抱き着く天音の姿と、彼女を優しく反対の歩道へ運び、俺たちの前に下ろしてくれた金色の狐の姿……。

「よ、かった…………間に合っ……」

　俺はそう思った瞬間、唐突に全ての身体機能がストップしたような感覚に襲われた。

　それからすぐに意識すら遠のいて行く……。

　碌ろくに運動もしていないのに全力疾走した代償……か……。

　俺は最早何も考える事が出来ず、意識を手放した。

　いつの間にか現れた、『夢の本』の新たな項目を知る事も無く……。




夢操作　上級　『白昼夢』

　使用者の体力、精神力が極限状態の場合に限り、持ちうるすべての武器を自動的に選別し自動で最悪の事態を避ける夢。

　緊急事態につき『深層』から記憶を引き出す事もある。

＊本来の幻覚を指す白昼夢とは意味が異なる。







[image: ８章　幼馴染への気合注入]




『それでは夢ゆめ次じさん、それにお姉ちゃん……本当に色々、ありがとうございましたです！』

　神楽かぐらさんが九死に一生を得た事件の数時間後、そう言って子狐のコノハちゃんは山へと帰って行った。

　天あま音ねは最後まで名残惜しそうにしていたのだが、『お母様が待っているのです』の言葉には対抗できず……泣く泣く見送ったのだった。

　夕焼けに染まる中帰って行く金色の子狐……それは妙に物悲しい美しさだった。




　放課後の大通りの事。

　辛くも神楽さんの危機に間に合った俺たちだったが、日ごろの運動不足の代償に俺は極度の酸欠と脱水、筋肉疲労で動けなくなるどころか気を失ってしまった。

　同じ距離を疾走していた天音は意識を保って神楽さんを気遣う余裕すらあったというのに……逆に心配をかけてしまった……。

　数分で意識は回復したけど、20～30分は全く動けなかった……。

　そして急ブレーキをかけたトラックのタイヤ痕が残る事故現場（？）にはすでに誰もいなくなっていて……誰よりも撥ねたと思ったトラックの運転手が激しく狼ろう狽ばいしていた。

　何というか、本当に申し訳ない……。

　そう、誰もいなくなっていたのだ。

　神楽さんを押した……殺人未遂をやらかした犯人『斎さい藤とう拓たく』の姿すら……。

　さすがに今日はもうテスト勉強どころではないし、再度危険が無いとも限らないからと俺たちは彼女をタクシーで自宅まで送って行ったのだった。

　最後まで何が起こったのか分からない〝狐につままれたような〟顔の神楽さんに、一通の手紙を託して……。




　そして……全てが終わって帰宅した俺だったが、自室に入った途端に全身の力が抜けて、そのまま座り込んでしまった。

　体力よりも気力の糸が切れた……そんな気分だった。

　そして一人になってジワジワと湧き上がってくるのは……激しい、吐き気がする程の後悔、羞恥心、罪悪感……そして死にたくなるほどの自己嫌悪。

　自分自身の全てが許せないあらゆる感情が渦巻いていた。

『俺は一体自分を何様だと思っていたんだ？　未来が予知できたからって油断できる程偉いとでも思っていたのか!?』

　考えても考えても、自分のせいで危険に晒さらしてしまった〝神楽さんの体がトラックの前に投げ出されたシーン〟が浮かんでくる……。

「お兄ちゃ～ん、ちょっと聞きたい事があるんだけど……それにご飯だって……」

　そうしていると妹がノックもせずに部屋のドアを開け、俺の姿を見て眉を顰ひそめる。

「……どうしたの？　電気もつけないで……具合でも悪いの？」

「……や、別に何でも…………それより何だ？　聞きたい事って……」

　俺がそう言うと、妹は首を横に振った。

「ん～ん、今はいいや……ってか本当に体調でも悪いの？　あんまり顔色良くないけど……ご飯食べられる？」

　何だかんだ、生意気な口を利くのに気を遣ってくれる妹である。

　俺は今日ばかりは妹の気遣いに甘えておく事にした。

「悪い……ちょっと今は何も食えそうにないな……。休んで体調が良くなったら降りるからさ……」

「了～解。お母さんに言っとくから、ちゃんと横になってなよ」

　そう言い残して夢ゆめ香かは軽快に居間へと降りて行った。

　そして再び一人になると湧き上がってくる黒い感情の渦…………俺は頭を抱えて深い溜ため息いきを漏らした。

　夢操作上級『白昼夢』。

　この夢がいつの間に『夢の本』に現れていたのか分からないけど、あの時の自分は何か勝手に動かされているような気分だった。

　何というか行動の原理も理由も分からないのに、パソコンに残っていた古いメモリーが起動したかのような、自分なのに自分では無いような……不思議な感覚だった。

　もしも……もしも間に合わなかったら……『白昼夢』などという裏技が無かったら……〝知っていたのに防げなかったら〟……そんな恐ろしい想像に、冷や汗が止まらなくなる。

　俺の、慢心による油断が原因で……俺は天音の親友を死なせていたかもしれない……そう思うとより一層深い溜息が……。

「とう!!」

「ぐえ!?」

　しかしそんな溜息は唐突に背後から襲い掛かって来たフライングクロスチョップでせき止められた。

　一人しかいなかった部屋なのに、そんな事をしでかす人物は俺の記憶ではさっき別れたばかりの幼おさな馴な染じみしか浮かばない。

　案の定、その人物である神かん崎ざき天音は俺に攻撃を加えた後、ベッドに仁王立ちになって俺を見下ろしていた。

「やっぱり落ち込んでたな……別れ際、何か妙だとは思ったけど……」

「……何だ、また窓から入って来たのか？」

「当たり前じゃない。君の部屋への一番の直通はここだもん」

　ちょっと得意げにすら見えるほどアッサリと言い放つ天音に、俺は思わず気が抜けてしまった。

　そうしていると、床に座り込んだままの俺の隣に天音も腰を下ろした。

　もろに腕が密着するほど近くに……。

「な、なんだよ……」

　彼女の行動の意図が分からず、俺は大いに動揺してしまう。

　だが天音は俺の目をしばらくジッと見つめて……言った。

「君が私に言ってくれた事のパクリ。落ち込んだ時でも、せめて隣にはいさせてよ……」

「う……」

　それはまさにこの前夢の中で俺が天音に言った言葉……それを言われてしまうとぐうの音も出ない。

　代わりに何度目になるか分からない深い溜息が漏れた。

「なに溜息吐ついているのよ。君はクラスメイトの命を救ってくれた英雄なのに」

　そんな俺を天音は軽い口調で慰めようとしてくれる。

　それは正直ありがたいけど、でもやっぱり俺はあの時の自分の迂う闊かつさを許す気にはなれなかった。

「何を言うか……俺は知ってたんだ。知った上で、最善を尽くす事をしないで油断したんだ……。試験とかとはワケが違う、人命が懸かっていたのに……」

「でも、だからってそこまで落ち込まなくても……結果を見れば誰一人犠牲になっていないし五体満足、怪け我が一つなく乗り切ったじゃないの。そりゃ、ちょ～っと間一髪だったけどさ……」

「……その〝ちょっと〟で神楽さんは死にかけたんだぞ？」

「…………それは」

　親友が死んだかもしれない、その可能性に天音は口をつぐんだ。

「俺には予知夢でこれから起こる出来事を知る事が出来ていた。半端な情報でも犯人が誰なのか、その事は完全に分かっていた……。その〝ちょっと〟の事を俺が油断せず、ヤツから目を離さなければ済んでいた事なのに……もし万が一……」

「夢次君…………」

　二の句が継げなくなる。

　もし、万が一、だったら……色々な最悪なifが浮かんでしまってドンドンと陰鬱な気分が加速して行く。




　ゴン!!　「ダ!?」




　しかし鈍い痛みが頭上に走り、俺の意識が強制的に戻された。

　天音が手にした『夢の本』の角によって……。

「あ～も～いい加減にしなさい！　自分事よりも他人事を気にして反省するのは昔から君の美点だけど欠点でもあるわよ!!」

「え……うえ？」

　そう言って天音は俺の肩を摑つかんで無理やり自分の正面に向かせた。

　真正面に見据える天音の少し吊つり上あがった目付き……それは幼い日に見たあの時を彷ほう彿ふつさせる勝気な表情だった。

「確かに今日の君は油断した。でもその油断には私とコノハちゃんも含まれるって事を忘れないでよね。君が失敗したと思う今日の出来事はみんなの失敗なんだから！」

「天音……いやでもそれは……」

「シャーラップ、反論は認めません！　それに今日は結果的には助ける事が出来たんだから、最悪の事態は避けられて、その上で反省して次に繫つなげる……良いね？」

「う……」

　正論である。

　今回は本当に反省する事ばかりだったけど、最悪の事態だけは避ける事が出来たんだから。

　天音の言う通りなのかもしれない……俺は一人だけの責任と思いあがっていたようだ。

　もし失敗していたら……全員が大変な後悔をする事になっていたのだから。

　反省は大いにする、次に同じ失策をしない…………そう考えると少しだけ気分が上向いた気がした。

「よし……じゃあちょっと立ちなさい。今日の事を忘れないように、私が気合を掛けてあげるから……」

「は、はあ？　さっき本の角でやったじゃないか……」

「あれは気付けみたいなものだもん。次のが本当に気合……」

「マジかい……」

　俺は正直まだジンジンと痛む頭頂部を押さえて抗議するが、天音は聞く耳を持ってくれないようで……そのまま無理やり気味に立たされた。

　そして……何故なぜか睨にらむような目つきで、顔を赤くする天音が言った。

「じゃあ……目を瞑つぶって…………」

「お、おう……ドンと来い……」

　俺は覚悟を決めて両目を硬く瞑った。

　頰ほおか、それとも再び頭か、意表をついて腹か？　衝撃に備えて身を固くしていた俺だったが……衝撃はどんな場所よりも予想外な所に起こった。




　予想外過ぎるがゆえに……どこよりも衝撃的だったが……。




「……………………え？」

「……絶対に忘れない為ための気合と、カグちゃんを助けてくれたお礼……って事で……」

　確かにそれは絶対に忘れない、忘れる事のない気合の掛け方だった。

　何故ならその場所は…………。
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　神楽かぐら千ち里さと、旧姓白しら鷺さぎ……彼女は最近娘の教育の事で悩んでいた。

　最近娘の百もも恵えと折り合いが悪く、そのせいでここのところ最低限度の会話以外話す事が出来ていない。

　しかも全て自分発信の注意ばかりで、彼女は『娘からウザイと思われているだろうな』と内心傷ついてもいた。

　そんな……どこにでもいる反抗期の娘を持った母親、それが彼女だった。

　そもそも折り合いが悪くなったのは、最近の娘の格好について注意した事が発端。

　勉強は本人の頑張りで常にトップクラスをキープ、信頼する友人たちに囲まれている娘を誇りに思っているくらいの千里さんだったが、娘の今後を考えると最近すこーし派手目なマセた格好をする事が心配なのだった。

　以前は地元では有名な名士だった白鷺家が凋ちよう落らくした後、自分が様々な苦労をして俗にいう就職氷河期も経験した事から……自分と同じような苦労はさせたくないと思ってしまうと、千里さんはどうしても口を出してしまうのだった。

「学生のうちは好きにしたい…………気持ちは分からなくないけど……」

　あまり口うるさい事は言いたくないけど、自分以外にその事を指摘する人はいないだろうと思うと……言わざるを得ない。

　そんな風に悩んでいると、自宅のドアが開いた音が聞こえて来た。

　特別声が聞こえなくても千里さんには、それが娘の百恵の帰宅である事が分かった。

「……おかえり」

　冷たくならないように、素っ気なくならないように……色々と考えて話しても、帰って来た娘に対して、『どうせ今日も無視されるのだろうな……』とそんな事を千里さんは考えていた。

　しかし……そんなネガティブな予想は裏切られる。

「……ただいま」

「え!?」

　返事をしてくれた、そんな当たり前の事なのに、冷戦状態になってからまともな会話も出来ていなかった千里さんは思わず娘の事を二度見してしまった。

「な、なによ、そんな驚いて……」

「え!?　あ、ううん……なんでもない」

　そして娘が返事をしてくれた事に驚いていた千里さんだったが、更に驚かされる事になった。

「ねえママ……手紙、預かって来たんだけど」

「手紙？　誰から？」

　千里さんは一瞬玄関先で郵便配達員からでも受け取ったのか？　と思ったのだが、娘が渡してきた封筒には差出人どころか宛先すら書いてはおらず、ただただ無地の茶封筒だ。

「これって私宛の手紙なの？　何も書いてないけど……」

　受け取った封筒を確認しつつ聞くが、娘の百恵は首を傾かしげて確証がない様子で……。

「ん～？　どうなんだろう……アマッち……私のダチの彼氏から渡されたんだけどさ、宛先はママで間違いないって言われて……」

「友達の彼氏？　年はどのくらいなの？」

「同級生……彼氏もタメだよ」

　娘と同い年、つまり高校生。

　自分が年齢的にもその世代と接点が娘以外に無い事を考えると、千里さんは何やら懐疑的な気分になった……何かの悪戯いたずらの類か？　と。

　しかし娘の説明を聞いて……思考が停止する。

「なんでも、その手紙は30年前に市内の『二ッ森』の麓にある喫茶店に預けられた物なんだってさ。当時は今と違う店だったみたいだけど……」

「…………え？」

　二ッ森、それは千里さんにとってよく知っている場所だった。

　自分が30年前に白鷺家の令嬢として暮らしていた……だからこそ、もう二度と訪れる事は無いだろうと思っていた場所。

　結婚後に近隣まで来たけど、当時の事を考えるとあえて行こうとは思えなかった場所。

　だが……その二ッ森の麓にある喫茶店……その言葉に、千里さんの記憶の扉が開く。

「二ッ森の……喫茶店？」

「今はソード・マウンテンって名前だけどさ、前オーナーから受け継いでいたんだって。着物姿の桜の髪飾りをした女の人が来たら渡してくれって……金髪でオカッパの、巫女みこ衣装を着た女の子が言ってたって……」

「!?」

　娘がもたらした手紙を渡してきた人物の情報には意図的な脚色が施されていたが、その宛先人と差出人両方の外見を聞いた途端、千里さんは慌てて封を切る。

『まさか……そんな……』

　はやる気持ちを抑え、自然と震える手で開いた手紙……目にした字は幼い子供が頑張って書いたような…………でも、間違いなく自分の記憶の底に眠っていた思い出の女の子からの手紙だった。




またいっしょにあそぼうね。

わたしはずっと、おやしろでまってる。

いつかいっしょに、おやまのしたのおちゃやさんにいこうね。


このは






「こ、これって…………まさか……コノちゃん？」

　つたない文章で鮮明に思い出される幼い日の記憶。

　箱入りでいつも敷地から出してもらえず、遊び相手がいなかった幼少の時代。

　そんな時に唯一自分と遊んでくれた大切なお友達……。

『なんで……そんな大切な人の事を忘れていたのだろうか……』

　千里さんは自分の薄情さと30年の年月、この手紙が自分に届かなかった事実に……力なく座り込んでしまった。

　しかし実状を考えれば致し方ない事でもあった。

　当時８歳程だった彼女は白鷺家の没落に伴って、当時あらゆる大人の事情に翻弄されて楽しかった思い出は苦難の記憶に塗りつぶされて行ったのだから。

　特に元実家の場所は彼女にとって当時の苦労をどうしても思い出させる場所……あえて思い出そうともしなかったのは無理も無かったのだ。

「ちょ、ちょっとママ！　どうしたの？　大丈夫!?」

　母のそんな様子に百恵は慌てて駆け寄り支える。

　百恵は力なく寄りかかる、普段は見る事の無かった母の弱々しい姿に心配を募らせ更に慌ててしまう。




　それから……ここ最近の冷戦状態は何だったのかと思うくらい、百恵は母を心配して「今日はもう休みなよ。後の事は私がやっとくから……」と率先して家事全般を代わりにやってくれた。

　千里さんは心配してくれる娘に申し訳ないと思いつつも……今日ばかりは娘に甘えておこうと思い……普段よりも随分早い時間から床に就いたのだった。

「30年か…………」

　そして一人で目をつぶると、湧き上がってくるのは後悔の連続。

　そんな長い年月、待っている人などいるワケがない。

　思い出したくないから……そう考えて大切な事まで忘れていた……。

　その思いを胸に……彼女の意識は薄れて行く……。




　それではご案内いたしましょう……30年の時を繫つなぐ夢の旅路を。




　どうぞこちらへ……金色の巫女に招待された友人様……。




　彼女が眠りに落ちるその瞬間……若い男女が自分をどこかへ誘おうとする声が確かに聞こえた。
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　不思議な、と言うよりは〝娘の同級生〟のような声に導かれてあてどもなく歩いていると、何故なぜか千里さんは何千何百という鳥居が連なる山道を歩いていた。

　それは京都の有名な名所を彷ほう彿ふつとさせる風景なのだけれど、何ゆえかそうで無い事を理解できてしまう。

　そしていつの間にか歩む先には自分を先導する二人の男女の姿があった。

　男性は青色の礼服にも似た姿、女性は白いローブを纏まとっていて、どちらも純和風な鳥居には不釣り合いな、それこそテレビでたまに見るコスプレのような格好をしている。

　しかし、そんな格好なのに二人は不思議としっかり着こなしている。

　そしてそんな妙な二人に導かれて行き、鳥居が終わった所で先導していた男女は両端に割れて千里さんを先へと促す。

「さあ……ここから先は貴女あなただけが招待された大切な場所です」

「30年の時を超え、お友達がお待ちですよ……カグちゃんのお母さん」

「……え？」

　促されるままに鳥居を潜くぐった所で聞こえた言葉に千里さんは驚き振り返る。

　しかし、そこには妙な格好の二人も、そして今まで歩いていた連なる鳥居の道も、どこにも無かった。

　そして千里さんは男性の顔は分からなかったが、女性の方は一度だけ娘が友人として紹介してくれた人物と同じであった事を思い出す……。

「百恵のお友達？　一体どういう…………え!?」

　しかし千里さんは周囲に広がる風景を前に、今までの些さ細さいな出来事など脳裏から吹っ飛んでしまった。

　何故なら今自分がいるのは決して見知らぬ場所などではない。

　……それは幼い日、何度も何度も見たはずの風景。

　何の根拠もないのにいつまでも変わらないと思い込んでいた二ッ森の山から見える景色。

　しかしある日を境に二度と見る事のなくなったお屋敷の敷地内。

「ここは……もしかして……」

　千里さんはそんな場所を歩いていた。

　雑木林の中の一本道を、着物姿に桜の髪飾りをした……幼い日と同じ姿で。

　何故自分が子供の姿なのか、その事に不思議と疑問を抱く事は無かった。

　だが、一つの事実、可能性に気が付き彼女はおもむろに走り出した。

　ここへと導いていたあの二人が言っていたのだ……金色の巫女が招待していたと、お友達が待っていると……。

「もしかして……もしかしてあそこに行けば！」

　それはいつも約束もしないで待ち合わせた〝約束の場所〟。

　いつもあの娘こが待っていてくれた、赤い鳥居のある場所。

　やがて見えて来る赤い鳥居、その下に…………その娘はいた、いてくれた！

　あの時と同じように、金髪オカッパな……どこか浮世離れしたような巫女衣装の可愛かわいらしい女の子が待っていてくれた。

「コノちゃん!!」

「ちーちゃん!!」

　千里さん……ちーちゃんは全力で駆け出し、友達のコノハちゃんへと抱き着いた。

　30年ぶりの再会に、二人の少女はそのまましばらく泣きじゃくる。

　会えなかった期間を埋め合わせるかのように……。

「ゴメンねコノちゃん！　突然いなくなって!!　今まで忘れてて本当にごめんなさい!!」

「いいのです……また会えたのですから……」
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　千里さんが不思議な……懐かしく温かい夢を見た翌週の日曜日。

　彼女は娘と一緒に二ッ森の古びた神社へと足を運んでいた。

　しばらくの冷戦状態で、母からは最近ケンのある言葉しか聞いていなかった百恵だったけど、母から初めての〝お願い〟に渋々同行したのだった。

　千里さんはあれ程昔を思い出すと辛つらいと思って避けていた場所なのに……来てみるとそれ程わだかまりが無かった事に自分でも驚いていた。

「古くなったものね……やっぱり30年もたてば……」

　しかしやはり時の流れは何にでも平等に訪れるもの。

　自分の記憶よりも大分朽ちている神社の様子に千里さんは何とも言えない気分になった。

　ただ……対照的に娘は妙にテンションを上げ始める。

「こ、ここって……もしかしてアマッちが天あま地ちとラブラブしてた現場じゃないか!?」

「え？　モモちゃんの友達って、こんな所に来るの？　随分感心な若者ねぇ」

「や、別にお参りとかじゃないんだよね～だってホラ……」

「ん？　あ、アララ……」

　娘が見せて来たスマホの画面に、確かにこの場所でくっついて座り、仲良く眠っている男女の姿が写っていた。

　しかし千里さんは何故かその二人を見たのが初めてではないような気もしていた。

『最近、本当に最近どこかでこの二人に会ったような？』

「この二人って幼おさな馴な染じみなんだけど、最近まで結構疎遠状態だったんだよ～」

　しかし霞かすみが掛かったようなうろ覚えの記憶よりも、そう得意げに話す娘に千里さんも興味を示した。

「あら何それ面白そう！　色恋の話はママも大好物よ」

「へえ～……ちょっと意外……」

　真面目一辺倒だと思い込んでいた母の言葉に百恵は驚く。

　実の母だというのに、話さないと分からない事はまだまだあるのだと……当たり前の事なのに今更理解した気分になった。

「丁度麓に喫茶店があるのよね？　そこでジックリとお話を聞きましょうか？」

「……情報料はパンケーキね」

　そして仲良く親子そろってお参りを済ませ山を下りて行くのを……金色の子こ狐ぎつねが鳥居の陰からいつまでも見つめていた。







[image: 閑話　妹は心配性]




　私には二人の兄がいる。

　長男は大学進学を機に上京、現在はキャンパスライフを満喫中でしっかりと彼女もいるらしいのでなんの心配も無いのだけど……問題は次男の方。

　天あま地ち夢ゆめ次じ、高校２年……こっちの兄の何が問題なのかと言えば……良いヤツなのは間違いない。

　頼めば面倒な家事だってやってくれるし、私の無む茶ちやにもイヤイヤながら応じてくれる……人間的には非常に問題が無い青少年だと言える。

　では何が問題なのかと言えば……良いヤツではあってもイイ男では無いって事。

　良いヤツ＝良い人＝どうでも良い人とは良く言ったものである。

　そんな典型に見事にハマりそうな兄ではあるが、そんな男にも想おもい人びとはいる。

　本人はバレていないつもりなのか、それとも自覚がないだけなのかは知らないけど……間違いなく。

　家が隣なので時々遭遇する事があるけど、その度に兄の視線の先には同じ女性が、神かん崎ざき天あま音ねさんの姿があった。

　お母さんが言うには二人は昔はすごく仲の良い幼馴染だったらしいのだけれど、正直私は信じられない。

　美人でスタイルも良くて人当たりも良くて……中学生の私のところにすら噂うわさが流れてくる程〝高たか嶺ねの花はな〟なんて言葉が似合う天音さんと、うちの兄が……なんて。

　積極性も無くヘタレの兄はいつか誰かに出し抜かれるだろうと思っていたら……案の定、ある日天音さんが同じ学校の男と付き合い始めたという噂が中学にも流れて来た。

『言わんこっちゃない……』

　私は危惧していた事態に、せめて兄に発破をかけようと日曜日の朝、思い切ってその事を本人に問い詰めてみた。

　しかし兄は〝抱き枕を抱えたまま〟布団から出ようともしないで「確証の無い噂だろ？」などと日和ひよった事を言いやがる……。

　何というヘタレ……じれったいにも程がある。

『あ～も～知らない！　あんなヘタレ!!』

　私はもうこんなヘタレ野郎は知らん！　と見切りをつける事にした。

　しかし、週明けに学校に行くと友達が嬉き々きとして〝天音さんの彼氏とのツーショットを手に入れた〟と言ってきた時は……正直見たくなかった。

　その瞬間、兄の失恋が決定的なものになってしまうと思うと……。

　ヘタレではあっても良いヤツには違いない兄が傷つくのは……。

　しかし……私は兄をどうやって慰めようかとセリフまで考え始め、意を決して友達が見せて来たスマホの画面を見て……息が止まった。

「…………は？」

「ね、すごいでしょコレ！　あの神崎先輩がこんなにラブラブしてるなんてさ!!」

「ね[image: ～][image: ～]このお相手は誰なんだろ？」

　友人たちはその写真に写る天音さんのお相手の事を、誰一人として知らなかった。

　階段で天音さんの背後に座り、後ろから抱きしめている男の事を……。

　そして私は……その男の事を良く知っていた。

　この場にいる、ほかの誰よりも……。

「これ…………私のお兄ちゃんよ？」

「「「「「「「!?」」」」」」」

　ザワ[image: ]　私が思わずポツリと漏らした言葉に、それまで盛り上がっていた友人たちが一瞬にして黙り、私に鋭い視線を向けて来た。

「「「「「「「KWSK！！！！！」」」」」」」




　それから私は一日中、放課後になるまで質問攻めにあった。

　しかし聞かれたところで詳しい事なんて一つも知らない……しいて言えば私が知っているのは二人の関係性くらいなもの……。

　家がお隣で、幼馴染同士である……そのくらいだ。

　もっとも、友人たちはその情報だけで「凄すごい！　ドラマみたい!!」と大はしゃぎだったけど……。

　おかしい……噂では天音さんの彼氏はもっとチャラついた男だと聞いていたのに……一体いつどこで兄がインターセプトしたのだろうか？

　分からない……ここは何としても今夜、事実確認をせねば……。

　そんな思いで家に帰った私だったのだが……居間を通りかかった所で、何やらニヤニヤしながらまだ完全に使いこなせていないスマホの画面を見ているお母さんを見かけた。

「何してんの？」

「あ、お帰り夢ゆめ香か。ねえねえ、ちょっと面白い物を見せてあげようか？」

「なによ……面白い物って……ぶ!?」




　そしてお母さんが若干得意げに見せて来た写真に……思わず噴き出してしまった。

　それは……学校で友達に見せられた写真に似てはいるけど、全く違う場所で撮影された兄と天音さんのツーショットだった。

　このボックス席って……確か近所の『ソード・マウンテン』じゃ？

「お、お母さん……こ、これって……」

「さっきスーパーでさ～三み上かみさん家ちの奥さんに会ったんだけどね？　昨日の朝に喫茶店に行った時に思わず撮っちゃったって……ウフフフ」

　それはボックスのテーブル席だというのに対面でなくワザワザ隣り合って座り、二人で寄り添って眠っている姿で……天音さんに限っては兄の肩に頭を乗せて……って!?

「昨日!?　今昨日って言った!?」

「そうよ～昨日の日曜日。ウフフ……奥手だと思ってたけど、あの子も中々やるじゃない」

　そんな……あり得ない。

　昨日の朝、という事は私が布団にくるまっている兄と話をした直後って事になる。

　私が天音さんについて話していた反応を考えれば辻つじ褄つまが…………。

　いや、違う…………もしも、もしも……この写真が示すような関係に二人がなっているのだとすれば……昨日の兄の答えは日和っていたのではなく……。

　ゴクリ……私は息を飲んで気持ちを落ち着ける。

　そうだ……結論を急いではいけない……あのヘタレの兄が……そんな立ち回りが出来るとはとても思えない。

　私は自分の中に芽生えた仮説を一時的に封印し、今は一刻も早くやらなくてはいけない事を実行に移した。

「お母さん……その写真、私にもちょうだい。代わりに私も、面白いの見せてあげるから」

　お母さんは私が学校で入手した別の二人の写真に更に盛り上がりを見せた。

　その後大はしゃぎでお隣の家に突撃していったけど……私は見ない事にする。

　そして家の中に私しかいなくなった数十分後の事……私は重大なミッションを敢行していた。

　遠くから聞こえるお母さんとお隣の神崎のおばさんの会話は超盛り上がっていて、おそらく最低でも一時間は帰ってこない事は予測できる。

　ならば……チャンスはこの瞬間しかないのだ……。

　兄の部屋に侵入する、この千載一遇のチャンス…………失敗は許されない！

　私は何か、確証を得る為ための証拠を持ち帰らないといけない……ターゲット（兄）が帰宅するより前に!!

　…………一度兄の秘蔵のエロ本を発見した時はその後制裁（大分甘目）を受け、以来私はこの部屋に無断で侵入する事は極力避けて来たのだが……。

　注意深く兄の部屋に侵入した私は、いつも通りそこそこ散らかっている部屋を見渡して……違和感を覚えた。

　何だろうと思い、昨日のこの部屋のシーンを思い浮かべて…………。

「あ、そうだ…………布団が盛り上がってない」

　余っている布団で抱き枕にしている……そんな事を言ってくるまっていた布団は、今は何の変哲もないただの布団になっている。

　……ベッドの下にでも入れたのかな？　そう思って何となくそこを覗のぞき込こんだ私は……予想外の代物を発見してしまい、息が止まった。

「え？　え？　……何よコレ……」

　震える手でベッドの下から引っ張り出した布製の何か……。

　それがスカートという、女性の服装にしか当てはまらない代物である事を認識するのに、しばらく時間が掛かる……。

　兄に女装趣味がある……という憶測も出来なくないが、少なくとも私が知る限りの兄は普通に女性の綺き麗れいな足が大好きな男だ。

　それに…………私はこのスカートに、見覚えがあった。

　あの人が普段穿はいていた記憶が……朧おぼろ気げながらにあるのだ。

　認めて良いのか分からず……ただただ膨大な汗が流れ落ちて行く……。

「あ、あ、あ……天音さんの……スカート？」




　私は最も早はや直接問いただすしか無いと決断した。

　私は今まで兄の事を信じていた。

　ヘタレでも何でも、良いヤツである事だけは胸を張って言えると……。

　しかし、しかしだ……女性の、しかもお隣の幼おさな馴な染じみのスカートなんて物証が出てきてしまったからには……無条件で無罪と言い切る自信は無い。

　私は意を決して兄に問いただすべく、帰宅した事を確認すると彼の部屋の扉を勢いよく開け放った。

「お兄ちゃ～ん、ちょっと聞きたい事があるんだけど……それにご飯だって……」

　しかし夕飯を理由についでに話を聞こうと思っていたのだが……私は部屋の隅に座っている兄の姿に、一瞬にしてさっきまでの溢あふれる疑心暗鬼と好奇心の感情を引っ込めた。

　普段のほほんとしている事が多い兄なのに、理由は分からないけど消沈している事だけは見た瞬間に分かったから。

「……どうしたの？　電気も付けないで……具合でも悪いの？」

「……や、別に何でも…………それより何だ？　聞きたい事って……」

　それでも『何でもない』とばかりに言う……。

　兄は本当に辛つらい事があった時にはこんな態度を取る…………自分のせいで気を遣わせないように、落ち込むのは一人の時だけにするという感じに……。

「ん～ん、今はいいや……ってか本当に体調でも悪いの？　あんまり顔色良くないけど……ご飯食べられる？」

「悪い……ちょっと今は何も食えそうにないな……。休んで体調が良くなったら降りるからさ……」

「了～解。お母さんに言っとくから、ちゃんと横になってなよ」

　こういう時には一人にしてやるべきである……それは我が家の暗黙のルールだ。

　私はそっとドアを閉めてリビングへと降りて行った。




　それからしばらくして……食えそうもないとはいえ、お粥かゆくらいなら行けるか聞いてきてと言うお母さんからの指令に従うべく、私は兄の部屋を再度訪れノックをしようとしたのだが…………私は中から聞こえて来た『女性の声』に驚き手を止めた。

　漏れ聞こえるその声は……間違いなく男女の会話で……。

　私はある種の予感を抱いて、そ～っと扉を音を立てないように薄～く開いていく。

　そしてそこにいたのは……予想はしていたけど信じられない人物……天音さんだった。

　天音さんが、玄関も通らずに兄の部屋にいる!?

　もしかして……屋根伝いに窓から入って来たの!?

　しかし私が考える暇もなく……とんでもない事態が目の前で展開して行く……。

「じゃあ……目を瞑つぶって…………」

「お、おう……ドンと来い……」

『わ、わ!?　わ～わ～わ～[image: !!!]』

　そう言ってからの二人が起こした行動は……友人だの、ただの幼馴染だのでは決してあり得ない事で……。

　私は目撃してしまった現実が夢じゃ無いのかと……ベタながら頰ほおをつねってしまった。

『ウソでしょ!?　まさか……まさか二人がそんな関係だったなんて……』

　私は目の前の光景にショックで震える……怒りで血液が沸騰する……自分が知らなかった事実に歯は嚙がみする……。

『信じられない……お兄ちゃんが…………私のお兄ちゃんが……こんな男だっただなんて……』

　悔しくて涙が出そうになる。

　ヘタレでいつまでも何もしないとタカをくくっていた、あのお兄ちゃんが…………。




『まさか…………こんな『漢おとこ』だったなんて……!!』




　私は滾たぎる血潮の命ずるままに……スマホの録画ボタンをタップした。

　私は怒りに震える……兄を見くびっていた自分自身に!!

　美人の幼馴染と屋根伝いに逢あい引びき…………近所の馴な染じみの喫茶店で早朝デート……幼馴染の特権を生かせないヘタレだと思い込んでいたのに……とんでもない誤算だった!!

『まさか……まさかこんな身近な所に、こんなベタなドラマや少女漫画みたいな事をしている猛者が存在していたとは……一生の不覚!!』

　私は自分が自然と笑っている事に気が付く。

　某高校バスケ部の情報では先を行かれた。

　喫茶店の情報でもご近所ネットワークに出し抜かれた。

　しかし……今この情報を握っているのは自分一人……みんなが興味のある人物の最先端の情報を自分だけが知り得たという快感にテンションが上がって行く!!

　それに、コレは情報の最先端を行けたというだけの事では無い。

　天音さんの彼氏発覚のニュースで一度は諦めかけた野望が、現実のものになる可能性が飛躍的に上昇したのだ。

『これは……天音さんを〝お姉ちゃん〟と呼べるチャンスじゃない!?』




　天地夢香……好奇心旺盛、思春期真っ盛りな……承認欲求の強い女子中学生であった。







[image: ９章　夢の無い過去と未来の話]




　翌日の事、俺たちにとってはいつも通りの学校生活を〝いつも通り〟に終えて……俺は今日はしっかりと学校の外で天あま音ねと待ち合わせをした。

　そして、今日一日、神楽かぐらさんと一緒に過ごしていた天音から報告を受ける。

　……ヤツが本日、何喰くわない顔で登校しているのは知っていた。

　その行動如何いかんで今後どう動こうかと考えていたのだが……。

　報告する天音の表情は今朝とは全く違う怒り……憎悪からの憤ふん怒ぬをその美貌に張り付けている。

「今日一日、常に一緒だったけど接触は諸もろ々もろ含めて一切無かったわ……。そして終業と同時にあからさまにカグちゃんを避けて逃げ帰ったみたいね」

「……だな」

　怒りの報告を受ける俺も、全く同じ顔をしている自覚はあった。

『斎さい藤とう拓たく』、昨日振られて逆上して神楽さんを車道に突き出しトラックに撥はねさせようとした『殺人未遂犯』だ。

　神楽さん自身は『ヤツとはもう二度と関わりたくないから』と無視を決め込むつもりらしい。

　そして腹が立つ事にヤツはその事を都合よく利用して何もしないつもりのようなのだ。

　本日一日様子を見て、神楽さんに対して何らかの謝罪の意を示していたのなら……と考えていたのだが、そんな兆候はまるで無かった。

　むしろ、ヤツの態度は一変して〝自分は最初から神楽に興味は無いし、好みでも無かった〟という態度をとり始めたのだ。

　まるで自分は最初から神楽百もも恵えに関わっておらず、何も悪い事はしていないと。

　昨日の出来事を『無かった事』として扱おうとしている。

　神楽さんにとっては自分に関わらないならそれで良いらしいけど……俺も天音も、それで済ませてやる気なんて……サラサラなかった。

「人を殺しかけたのに……罪悪感すら無い……か」

　俺は『夢の本』を今感じている感情を込めて開く。

　それだけで、本は強風に吹かれたかのように勢いよくパラパラとめくれて行き……とあるページでピタリと止まった。




明めい晰せき夢む　上級応用　『深層感情の起床』

「じゃあせいぜい良い夢あくむを見てくれ……」

　そして俺が手の平で『明晰夢』のページにある魔法陣を叩たたくと、魔法陣の中央にヤツの名前『斎藤拓』が浮かび上がった。

「ただし……死に逃げる事は許さない…………」




　　　　＊




『斎藤拓』は焦っていた。

　最初は仲間内で彼女がいないのは自分一人だけになった事だった。

　数人の仲間がその辺を揶や揄ゆするように、特に何股もかけている弓きゆう一いちなどはバカにしていて……その事に腹を立てた斎藤はそれが嫌だから、という理由から最近弓一がちょくちょく声を掛けちょっかいを出していた神かん崎ざき天音と一緒にいる神楽百恵の事を『顔は好みだし都合が良さそうだから』と考えモーションを掛けていた。

　……本人たちが聞けば間違いなく張り倒されるような、ある意味予想通りに自己本位が過ぎるガキの思想、しかしそんな行動は昨日何の成果もあげる事無く〝フラれる〟という斎藤自身にとってあり得ない最悪の結果で終わったのだった。

　そして……その事実を受け入れる事が出来ず、自分勝手に憤った斎藤は、よく罪を犯す人間が口をそろえて言う心境を味わっていた。

『カッとして、頭が真っ白になった……』

　気が付けば斎藤は神楽の背中を押していた。

　大型トラックが迫りくる車道目掛けて勢いよく……。

　やってしまった直後に斎藤は『しまった!!』と思ったが、時間が逆転する事などあり得ず彼女の体は大型トラックに撥ね飛ばされる……はずだった。

　そう思ったからこそ宙に飛んだ彼女の姿を青くなりながら見ていたのだが……次の瞬間に予想外な事が起こったのだ。

　どういう理屈なのか分からないが、彼女の体が投げ出されたトラックの前から当たる直前に吊つり上あげられたかのように〝跳んで〟反対側の歩道に着地したのだった。

　何が起こったのか理解が出来なかった。

　しかしこの時、斎藤拓という男が考えたのは一つの事だけだった。

『ヤバイ、逃げないと!!』

　反対側に何故なぜか跳躍した神楽百恵。

　タイミングよく走って来て神楽と合流する友人たち。

　急ブレーキでタイヤ痕を残して止まったトラック……。

　この場に残っていたら絶対の当事者として面倒な事になる。

　この時の斎藤は本当にそんな事だけを考えていた。

　この事態を引き起こした張本人が、全くの他人ひと事ごとであるかのように……『助かったのなら大丈夫だろう』、そんな適当な事を考えて……。

　そして翌日……何事も無かったように過ごす神楽の様子を陰から確認した斎藤は、もうすでに昨日の出来事を忘れる事にしていた。

『何も無かったなら、俺は何もしてないのと同じだ』

　殺人未遂を犯した意識などサラサラ無い、何の罪悪感も抱かずに。

『今後神楽に近寄らなければ良いか……元々タイプじゃねーし、大体アイツが素直に付き合ってれば俺もあんな事しなかったんだからな……』

　自分の罪を認めないだけでなく、それどころかまるで相手が悪いかのような自分勝手な解釈すらして……。

　そんな男は知る由も無かった。

　自分が『夢を葬る者』から最悪な断罪をすでに下されていたという事実を……。




　その日の夜……いつもと同じようにスマホをいじって夜更かししてから、斎藤はそのまま眠りに落ちた。

　しかしその瞬間、斎藤は妙な言葉を聞いた気がした。




『死に逃げる事は許されない……これ以上貴様の穢けがれた名をあの娘この人生に刻む事は絶対に……それは今以上の罪悪を重ねると知れ……』




　何故聞こえたのか、眠りに落ちる瞬間だったからなのか疑問を抱く事も出来ずに、意識は夢の世界へと離れて行く……。

　だが斎藤はその声に対して小バカにしたように鼻で笑った。

「死んで逃げる？　何で何もしてない俺がそんな事しなきゃならねーんだよ……」
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　斎藤は自分が今夢を見ているんだろうな……という事は分かった。

　それは自分が子供の姿になってテレビ画面に向かって盛り上がっているから……。

　確かにテレビに映っているのは昔自分が夢中で見ていた特撮ヒーロー物、正義の味方が悪者を倒していくという非常に分かりやすい勧善懲悪の物語。

　そんな物語に、子供の『自分』は大盛り上がりなのだが、その中で過去の自分を見ている斎藤は、幼い自分の姿を鼻で笑った。

『バカだよな～。こんな物語が作り物じゃなく本当にあるなんて、当時は本気で思ってたんだからな～』

　斎藤は思わず『これが自分の昔の姿なんだ』と思って失笑してしまう。

　昔の自分の中にいるからか、その『自分』が本気でそう思っているという事が何故か分かってしまい……自分がこんな子供だった事が恥ずかしくなってくる。

　正義の味方、そんなもんこの世にいるはずもないのに……と。

　そうしていると突然場面が変わる……。

　それはとあるショッピングモールで開催されたヒーローショーで……母親にねだって連れてきてもらった『過去の自分』はテンション爆上げで……最後に行われた『ヒーローへの質問』に選ばれた瞬間、その気分は有頂天になっていた。

「僕は将来ヒーローになりたいです!!」

　恥も外聞もなく、本心から堂々と公衆の面前でそんな事を言う幼児の姿に斎藤は恥ずかしくなる……それは確かに自分の幼い日の姿なのだから余計に……。

　だが、その幼児が抱く本心に……何故か分からないけど斎藤の胸に言い様の無いジクジクした痛みが広がっていく……。

『？　何なんだ一体……』

　しかしヒーローは幼児の質問に対して真剣に答えてあげる。

「ヒーローは過酷で大変な仕事だ……君には悪に立ち向かう勇気があるかい？」

「あります！　僕はやれるもん!!」

　元気良く言う幼い日の自分の瞳は輝いていた。

　バカみたいに、本心から、自分が正義のヒーローになれると……正しい者になれると……。

　ズキリと……斎藤の胸に痛みが広がって行く……何も知らなかった幼い日の、正義の味方になれると本気で信じていた頃の恥ずかしい自分の姿に……。

　本当は分かっているはずの……思い出したくない何かを思い出しそうになって……。

「じゃあ君は虐いじめられているお友達がいたら、どうするかな？」

「いじめっ子をやっつけて、助けてあげる!!」

　ズキリ……

『ウソだ……実際にはハブられるとしか思わずに、面白がって一緒に虐めて登校拒否にまで追い込んだ……』

「電車でお年寄りや足の不自由な人がいたら、どうするかな？」

「席を譲ってあげる！　どうぞって!!」

　ズキリ……

『ウソだ……調子に乗って優先席にワザと座って……』

　ヒーローがしている質問は『特撮のヒーロー』という立場から道徳的な事を子供に教えている……ただ、それだけの事だ。

　しかし……その質問と、過去の自分の受け答えが……『今の自分』の臓ぞう腑ふの奥から何かを抉えぐるような……例えようのない痛みをもたらしていく……。

「じゃあ……最後の質問だよ？」

　そう言うと……何故かヒーローは『過去の自分』に対して、自分の武器である光線銃を握らせた。

　それは特撮らしく無駄に派手な造りだけど、それでも重量はそれなりにあって……何故だか本当に使えるような気がしてくる。

　斎藤が何やら背筋に冷たい物を感じ始めた時……ヒーローは質問した。

「女性を自分勝手に道路に突き飛ばして殺そうとする男を……射殺する事が出来るかな？」

「…………え？」

　そう言った瞬間、斎藤は何故かヒーローと過去の自分の目の前にいた。

　今まで幼い頃の自分の中にいたはずなのに……。

　あまりに唐突な出来事に動転する斎藤だったが、更なる追い打ちが掛かった。

　あんなに明るく、ヒーローの質問に快活に答えていたはずの過去の自分が……ひどく冷たい目をして自分に銃口を向けていたのだから……。

「できます……殺やってやります……」

　その声色から、幼い自分が本気で自分の事を撃ち殺そうとしているのを感じて、斎藤は思わず声を上げた。

「ま、まて、止やめろ!!　俺はお前の…………!?」

　しかし、斎藤はそれ以上声を出す事が出来なかった。

　幼い自分が、未来の自分を殺意に満ちた目で睨にらみつけて……泣いているのだから……。

「僕は……嫌だ。こんな……こんなカッコ悪いのが自分だなんて……。女の子を自分の思い通りにならないからって、殺そうとするヤツになるなんて……」

「お、お前……」

「それも自分が悪い事をしたのに認めない……怪人以下のヤツになるだなんて……僕は絶対に認めない…………」

　銃口を震わせて泣く過去の自分の言葉……それは誰に言われるよりも、容易に自らの心の奥底を貫いていた。

　何しろそれは昔は持っていた自分の心からの言葉……忘れていただけの、知識も乏しく幼かったガキの頃の自分でも持ち合わせていたはずの、当たり前の正義感……。

　斎藤は……撃たれたワケでもないのに、その場にうずくまってしまった。

『いつからだ？　自分はいつからこんなに情けない男に成り下がってしまったのだ!?』




明めい晰せき夢む　上級応用　『深層感情の起床』

　都合が悪いからと忘れていた深層にある感情を現在の自分に強制的に思い出させる夢。

　前任者が悪人から特に恐れられる一端となった夢の一つ。
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　目の前でチャラ男連中が延々と中身のない会話を繰り返す……俺はそんな奴やつらの目の前に突っ立っていた。

　なのに連中は俺の方を一いち瞥べつもする事なく会話を続けていて、連中には俺の姿が見えていない事が分かる。

「幽体離脱……だよな……多分」

　試しにその辺の石ころを拾ってみようとすると摑つかめずにすり抜けてしまう。

　予想通り数日前に調査の為ためにやった幽体離脱をしている最中だと俺は判断するが、だとすると今現在幽体離脱している理由が分からない。

　必要な調査が終わってしまえばコイツらの会話を好んで聞く気には全くなれないというのに……。

　そんな事を考えていると腕をクイクイと引かれるような感触が……。




　……次の瞬間には俺の意識は体育倉庫の跳び箱の中に戻っていた。

　幽体離脱は眠っている体を起こされると強制的に解除される。

　多分コノハちゃんが何かを警告する為に起こしてくれたんだろうな～と目を覚ます瞬間までは思っていたのだが……。

「ねぇ夢ゆめ次じ君、大変よ……」

「……え？」

　俺を起こしたのは子こ狐ぎつねのコノハちゃんでは無かった。

　そもそも彼女であったなら小動物特有の小ささでここまで息苦しい状況になるワケが無いのだから。

　息が掛かるほど近くに顔があり、ほぼ抱き合う形に近い感じに無理やり俺と一緒に跳び箱の中に入っていたのは幼おさな馴な染じみの天あま音ね……。

「え？　え？　え？」

　全く意味が分からない……一体どういうシチュエーションであればこんな状況になるというのだろうか!?

　彼女の体温が、感触が、鼓動がダイレクトに伝わってくるこんな密着した状況。

　しかし天音は跳び箱の穴から外を確認して小声で言う。

「マズいよ……誰かが体育倉庫に入って来た……」

「う……うえ？」

　その報告に俺は途と轍てつもなく嫌な予感がした。

　数日前に幽体離脱した時、中断せざるを得なかった理由……それを思い出して。

　そしてその予感は残念な事に正解であった。

「あれって……吉よし沢ざわ先生と名な倉くら先生じゃ……」

「やっぱりかい……」

　校内でも屈指の真面目な新任教師として知られる二人だが、俺たちにとって最も早はやその評価は当てはまらない。

「い、いけませんよ吉沢先生……やはり校内でこんな事は……」

「そうですよね……私たちはいけない事をしていますよね……」

　口ではそんな事を言いつつ全くやめる様子もない二人の不良教師……厄介な事に今回は職員室から呼び出しを掛けてもらう為の手段、コノハちゃんがいない……。

　そして俺と天音が跳び箱の中にいるとは露知らず……邪魔の入らない環境で見つめ合う二人…………な、何の拷問なんだよコレ……。

　自分にとって特別な幼馴染と密着した状態で見せつけられる教師二人による保健体育の授業って!?

「ど、どうしよう夢次君……これじゃ出て行けないよ……」

「……………………」

　不安そうにそんな事を言う天音の顔は紅潮していて……その恥ずかしがっている様が、何というかゾクッとしてしまう……あ……これはマズい……このままでは確実に。

　普段では考えられないくらいに本能に従って行動しようと、欲望のままに行動しようとする自分がいるのだ……まるで〝あの夢〟のように。

　だが少しでも冷静になろうとする俺の理性は聞こえて来た吉沢先生の声で弾はじけ飛とんでしまった。

「でも名倉先生？　こういう時はやっぱり男性からリードして欲しいです……昨夜は私からだったじゃないですか……ですから……」

　こういう時には男性側から……その言葉はまるで〝天音から気合を貰もらった〟自分に対する叱しつ咤た激げき励れいに聞こえた。

　そうか……こういうのはこっちから行かないと…………。

　冷静に考えればこんな事を考えるのはおかしいはずなのに、俺はその衝動の赴くままに天音の方へと腕を回す。

　こんな密着した状態でそんな事をすれば当然ただでさえ近かった互いの顔が、数センチの距離まで強制的に接近する。

　そう……アレが出来ちゃうくらいに……。

「ゆ、夢次君？」

「天音……」

　外の二人に触発された……それもあるけどこんな密着した跳び箱の中、脱出不能になってしまった声を上げる事も出来ないシチュエーション、そんなどこまでも都合の良い状況が俺の衝動を後押しして行く……。

　俺が何をしようとしているのか、さすがに悟ったのだろう天音は真っ赤になって目を逸そらす…………ただ。

「だ……ダメ……こんな所で……」

「声を出さない方が良いかも……」

　そう言いつつ俺を押しのけようとしない、顔を逸らさない天音…………そして遂ついに〝しょうがないな～〟とばかりに目を逸らす事すらしなくなった彼女は目を瞑つぶって……。
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　最近登校時間に家を出ると、何回かに一回の確率で天音が丁度家から出てきて『一緒に行こう』と誘ってくれるようになっていた。

　それは非常に良い事……疎遠期間中では考えられなかったような圧倒的な飛躍を遂げたと言っていいだろう。

　ただ……今日ばかりは少し違う。

　今日は天音に出くわさなくても良いかな[image: ～][image: ～][image: ～]そんな思いで扉を開ける。

　そして、そんな時に限って、天音はしっかりと外で待っていた。

　タイミング良くとかじゃなく、完全に俺を待っていたのだ。

　物もの凄すごく……顔を紅潮させて……。

　その原因に思い当たり……俺は顔面を〝青く〟染めてしまう。

　昨晩の事、天音による衝撃的な『気合』により、あれ程落ち込んでいたはずの俺は現金なもので、この世で最も幸福なのではないかと思うくらいに有頂天になっていたようで……昨晩はその事ばっかり考えていたのだ。

　そう、床に就いてからもずっと……その結果俺は見てしまった。

　跳び箱の中での……というやたらとマニアックな夢を……。

　俺が家から出て来たのを確認した天音は顔を真っ赤に染め上げて……どう見ても怒っていた。

　この前『共有夢』で俺の部屋に乗り込んできた時と同じような顔で……。

「おはよう夢次君……少しお話があります……」

「は、はい！」

　あ、コレはヤバイヤツだ。

　静かなのに妙に迫力を孕はらんだ言葉に俺は思わず直立不動の体勢になってしまう。

　そんな俺に天音はツカツカと近寄ると……右の頰ほおをおもむろに抓つねった。

「いてて…………あの……天音さん？」

「確かにこの前、私は……その……しちゃったワケだけど……」

　ギリギリギリ……そして段々と抓る指に力が加えられていく。

　……イデ……イデデデデ!?

「だけど、私はあんなに長くねちっこい、えっちい感じになんてしてないもん！　なんて夢見てくれるのかな君は!?」

「ぎいいてててててて!!　すみません本当にすみません!!　当方といたしましても想定外の出来事でございまして……」

　俺は昨夜、何かの夢を見ようとか全く考えずに〝先日の余韻〟に浸りながら眠りについたワケだが……それが原因なのか〝更にその先〟的な夢を見てしまったのだ。

　そしてこの反応は間違いなく『共有夢』として天音にも飛び火していたという事で……。

　早朝『夢の本』がいつも通り〝天音の部屋〟を向いていたのを見て冷や汗を搔かいていたのだ。

「本当にスマン！　しかしどうしても妄想は抑えられず、それであの本が勝手に機能してしまったみたいで……」

「だったらせめてそういう時は『共有夢』を何とかしなさいよもう!!　異世界編よりもっとリアルに近いディープなの見ちゃったから３時くらいに飛び起きて、それから全然眠れなかったんだからね!!」

　天音の〝恥ずかし怒り〟で俺の頰は早朝から腫れ上がってしまった。

　自業自得である事は自覚している……しかし……後悔は無い!!

　今確かに天音は見るなとは言わなかった……つまり『共有夢』にさえ気を付ければ、という言げん質ちが取れたという事で……。

「……何か、今都合の良い事考えてない？　君……」

「いえ！　そんな事は無いであります!!」

　俺はジト目になる天音に思わず敬礼してしまった。

　最近、天音の鋭さに磨きがかかっている気がするのは、気のせいだろうか？




「自主退学？　斎さい藤とうが？」

「ええ……結局あれから一度も学校に来る事無くいなくなったそうよ」

　あれからのヤツの顚てん末まつを天音が歩きながら教えてくれた。

　結局あれから斎藤は自ら罪を告白して自主退学、その後日本でも屈指の更生施設に自主的に転入を果たしたんだとか……。

　最終的には坊主になり、『直接の謝罪が礼儀とは重々承知だが、これ以上神楽かぐらさんの目を汚して不快にさせる方が申し訳ない』と馬鹿丁寧な謝罪の手紙が届けられたとか……。

　それから双方の家庭で慰謝料やら刑罰やら話し合いがなされたらしいけど、当の本人である神楽さんが『もういいよ、めんどくさい。私はほとんどケガもして無いんだから、今後関わらないでいてくれればそれで……』と言って、結局最低限度の医療費くらいで無かった事になったようだった。

「……なんかちょっと、お人よしが過ぎね～か？　神楽さん」

「ね…………私もそう思うけど……」

　なんと言うか……サバサバしていると言えばそうだけど、し過ぎているというか、なんと言うか……。

「いつかまた、別のトラブルに巻き込まれるんじゃないかと心配にもなるな……」

　俺が思った事をボソッと言うと、天音は歩きながら前方に発見した〝二人〟を見て笑う。

「ま、その辺は大丈夫でしょ？　神楽家には頼もしくありがた～い守護神様がついているんだから…………おはよ～カグちゃん！」

「お～オハヨ」

　そして天音が声を掛けた先に歩いていたのは件くだんの神楽さん……と。

『おはようございますです夢次さん』

「よ、おはようさん」

　足元を歩いていた金色の子こ狐ぎつねが、元気良く挨拶をしてきた。








あとがき






　この度は『疎そ遠えんな幼おさな馴な染じみと異い世せ界かいで結けつ婚こんした夢ゆめを見みたが、それから幼おさな馴な染じみの様よう子すがおかしいんだが？』２巻をご購読いただき誠にありがとうございます、語かたり部べでございます。

　そしてこの本を手に取っていただけたという事ならば、貴方あなたは幼馴染敗北展開に反旗を翻す我が魂の叫びに同調した同志であり戦友ともでありましょう！

　よくぞ参られた同志たちよ!!　共に高らかに叫ぼうではないか！　幼馴染キャラこそが至高のヒロインであると!!




　…………クールダウン……。

　まあ、そんな感じでぶち上げてみたものの私が幼馴染敗北展開に苦手意識を持つのは何故なぜかと冷静に考えると……理由は多分二つ。

　自分には無い昔から仲良しの男女という関係性へのあこがれと、そして今作中でも少し触れた事ですが『共感性羞恥』って感覚のせいかと思います。

　この言葉は最近知ったのですけど、ドラマやアニメで登場人物が恥を搔かいたり不幸な目に合ったりするシーンを見ていられない感覚の事を言うそうで……実は私もそういったシーンを飛ばしてしまう癖が昔からありました。

　俺だけかな～っと思っていたら正式名称まであってビックリした次第です。

　登場人物が明らかに失敗したり、笑いものになったり、不幸な目に合ったり、そんな場面を見ていられない……そんな感じ。

　不思議なモノで明らかな悪者や自業自得の悪人がどれほどの不幸に見舞われても、残酷な死に方をしてもこの感覚にはならないのですが……。

　そんな中でも『昔から想おもっていた幼馴染が自分以外の女性に恋心を向ける』という残酷なシーンを見せつけられる、その上で敗北する展開は見ていられないんですよね～。

　平たく言えばチキンハートなのでしょうが……耐えられんのです！

　最近では女子多めな作品は『最後に一人以外はみんな振られるんだよな～』とか脳裏をよぎると…………最も早はや第一話の時点から……あ、あああ……。

「第一話の冒頭のキャラは多分当て馬にされて、満を持して登場したのがおそらく本命……となると二話目以降に登場した娘こはどの娘も人気が取れなければ間違いなく…………」




　ビシ!!　（どこからともなく飛んできた弾丸がパソコンに穴を開けた音、直後にスマホに某巨大組織より警告文が……）

　…………失礼しました。私わたくし、少々冷静さを欠いていたようであります。

　偏見に偏りまくった私が妄想のままに書き綴つづったこの作品を楽しんでいただけたとしたら、感無量であります。




　今回からお世話になります新担当のＩさん、色々とありがとうございました。

　胡ご麻ま乃のりおさん、今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。

　そしてこの本をご購入いただいた全ての皆様に多大なる感謝を。




　とうとう時流に負けてガラケーからスマホにモデルチェンジ……不用意な使い方をした後の通話料に絶望しつつ……。


２０２０年　冬　　語部マサユキ
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